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具体的施策名 
Ⅰ-１-(１) 

学力向上の推進 

 

現状･課題 

授業力向上に向けた取組で、効果的な研修の実施、支援のあり方を検討する必要があります。また、全国学力学習状況調査においては、
小学校では県平均を上回っており改善傾向が見られています。中学校においても一定の改善傾向が見られるものの、学力向上は大きな課題
となっています。 
「早寝早起き朝ご飯」運動は、児童生徒の基本的生活習慣の確立に寄与していますが、保護者が理解を深める取り組みが必要となってい

ます。 
教育機関との連携については、取組方法等について検討する必要があります。 主管課 学校教育課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
・
充
実 

 児童生徒一人一人の実態等を踏まえ
て、個に応じた「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた指導体制や指導
方法の工夫・改善で授業力向上を目指
し、各種研修会や研究指定校・研究グル
ープ等の効果的な実施に取り組みま
す。 

 授業用ソフト（デジタル教科書等）や
ICT 機器を活用した授業改善、新学習
指導要領に対応した教育を推進するた
め、教員研修の充実に取り組みます。 

(各種教科等研修会の実施) 

・市道徳研修会、特活研修会（１
回） 

・市教育講演会（１回） 

・市情報教育研修会（５回） 

・管理職及びミドルリーダー研
修会 

・市英語研修会 

【各種教科等研修会の実施】 

・市道徳研修会、特活研修会（各
小中で１回） 

・市教育講演会（教育講師村瀬
氏・名護中校長・ひるぎ学校
長３人の対談）【オンライン
開催】 

・市情報教育研修会（６回） 

・管理職及びミドルリーダー研
修会【オンライン開催】 

 

各種研修会や学校訪問等、
計画的に実施することができ
た。 

 

学校へのアンケート結果に
ついては、目標を下回る結果
となった。新型コロナウイル
ス感染症の拡大に伴い思いど
おりに研修・研究会に参加で
きなかったことが要因と考え
られる。 

B 

【①について】 

・デジタル教科書の導入や 

働き方改革、教特法の改

革(研修の義務)など学校

教育の新たな局面に差し

掛かっている中、教員の

研修は増々重要になって

くるように思う。是非、研

修の充実に力を注いでほ

しい。 

・アンケートの回答を再度 

促したり等の対応はした

のか。 

 

【②について】 

・「早寝早起き朝ご飯」の習 

慣化は、各家庭のことで

はあるが、どうにか周知

していけるよう工夫が必

要なのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・CSのさらなる発展に向け、 

良いところどりで進めて 

いければ、手探りかもし 

れないが情報共有の場が 

あるとなお良いのではな 

いか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・令和３年度から「CS 推進 

訪問」に変わり、中学校 

校区の地域の方にも授業 

参観やワークショップに 

参加いただいた。新しい 

試みですので、考察検証 

を引き継いでいただけれ 

ばと思う。 

 

(各種教科等研修会の実施) 

・市小・中校長研修会 

・管理職及びミドルリーダ
ー研修会 

・市初任者研・市中堅教諭等
資質向上研修 

・市英語教育担当者研修会 

・市研究指定研修会 

・市情報教育研修会（５回） 

・市教育講演会（１回） 

令和６年度 目標値 

 校内外の研修・研究会での成果を教
育活動に積極的に反映させている割合 

【９６．３％】 

令和３年度 目標値 

 

【９５．５％】 

令和３年度 実績値 

 

【８７．５％】 

令和４年度 目標値 

 

【９５．５％】 

②
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立 

 基本的な生活習慣の確立に向けて、
「早寝早起き朝ご飯」運動を推進し、児
童生徒の学習の基盤を育てる取組を行
います。 

 家庭学習や読書の習慣化を図るため
に、「家庭学習チームシート*」の効果的
な活用を推進するとともに、家庭と連
携した読書活動を推進します。 

・各小中学校へのパンフレット
配布 

・家庭教育研修会・講演会での
周知の充実 

 

 

・小１、中１を対象にパンフレ
ット配布 

・家庭教育研修会・講演会での
周知 

・県教育庁の家庭学習の考え方
がこれまでの与える宿題だ
けではなく、自立した学習が
行えるように「自学学習力」
を重視したことにより、各学
校において家庭学習の内容
の検討が図られた。（家庭学
習チームシートは終了） 

 

 
概ね計画どおり実施するこ

とができたが、新型コロナウ
イルス感染症の拡大に伴い人
が集まる研修会等の回数が減
り周知の機会も少なかった。 

 

県教育庁が作成した「自学
自習ガイド」を参考に各学校
における家庭学習の在り方に
ついて引き続き支援してい
く。 

B 

・各小中学校へのパンフレ
ット配布 

・家庭教育研修会・講演会で

の周知の充実 

令和６年度 目標値 

 早寝早起きが習慣化している児童生
徒の率 

【８７．５％】 

令和３年度 目標値 

 

 

【８５．５％以上】 

令和３年度 実績値 

 

 

【８５．３％】 

令和４年度 目標値 

 

 

【８６％以上】 

③
中
学
校
校
区
で
連
携 

し
た
教
育
の
推
進 

 学びの一貫性と小学校から中学校へ
の確かな接続を図るため、授業力向上
に向けた小中合同での研修会等を開催
し、中学校校区で連携した教育を推進
します。 

・中学校区共通実践事項の徹底 

 ①小中合同研修 

 ②中学校区ＣＳ推進訪問 

・中学校区共通実践事項の徹底 
・ＣＳ推進訪問と合同研修を同
時に実施 
【実施校】久辺中学校・屋部中
学校・東江中学校・羽地中学校・
名護小学校 
  

コロナ禍ではあったが、予
定されていた全学校にてＣＳ
推進学校訪問が実施され、小
中学校職員や地域の方も合同
の研修が実施された。 
 また、令和３年度から教育
委員にも参加して頂いた。 
中学校校区での研修会を行

った割合は目標値を下回っ
た。新型コロナウイルス感染
症の拡大に伴い、複数の学校
が参加する研修会の開催が困
難だったためと考える。 

A 

・中学校区共通実践事項の
徹底 

 ①小中合同研修 

 ②中学校区ＣＳ推進訪問 

令和６年度 目標値 

 中学校校区での研修会を行った割合 

【７７．８％】 

令和３年度 目標値 

 

【８９％】 

令和３年度 実績値 

 

【７０．２％】 

令和４年度 目標値 

 

【８９％】 
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④
教
育
関
係
機
関
と
連
携 

し
た
教
育
の
推
進 

 

 名桜大学をはじめとする教育機関と
連携し、確かな学力の向上および教職
員の授業力向上に向けた取組を推進し
ます。 

 

下記取組について教育機関
と連携を図る。 

・自由研究対策 

・小中学校初任者研修 

・小中学校中堅教諭研修 

・出前授業 

・小学校科学クラブへの 

協力 

 

〇ALL やんばるまなびのまちプ
ロジェクト 

・令和２年度から３年間のプ
ロジェクトとして、海洋ごみ
対策に関する子どもスペシ
ャリストを育てることを目
的とした「おきなわキッズド
クター育成プロジェクト」を
開催した。 
小学校 18 人（名護市１人）
が計４回（Web 開催）講座に
参加した。 
・屋我地小、名護小、大北小
のサイエンスクラブへの出
前授業の実施 

・オンラインおでかけ教室
（GODAC）や出前授業の実施 

 

昨年度から引き続き「おき
なわキッズドクター育成プロ
ジェクト」を実施し、SDGs の
目標達成にも寄与する取組の
推進が図れた。 

 

 屋我地小、名護小、大北小
においてサイエンスクラブへ
参加し支援を行った。 A 

 

下記取組について教育機
関と連携を図る。 

・自由研究対策 

・小中学校初任者研修 

・小中学校中堅教諭研修 

・出前授業 

・小学校科学クラブへの 

協力 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅰ-１-(２) 

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 

 

現状･課題 

新学習指導要領で示された「特別の教科道徳」について、教職員が内容を理解し授業改善ができるよう支援することが求められています。 
キャリア教育*については、継続した周知と支援活動を行い、質の高いキャリア教育を目指して、受け入れ地域の拡大や企業への協力要請

をさらに推進する必要があります。 
不登校児童生徒数は増加しており、不登校が継続している児童生徒が多いため、どのように支援し、登校復帰につなげられるか検討が必

要です。 
中学校での部活動や小学校におけるスポーツ少年団等の活動において、適切な休養日の設定等、指導や運営体制についての検討が求めら

れています。 
主管課 学校教育課、(教)総務課 

 

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
充
実 

 

「特別の教科道徳」を中心に、すべて
の教育活動で「心の教育」を推進できる
よう、各学校における人権・平和教育へ
の支援や道徳教育、特別活動等の研修
を推進します。 

 いじめや不登校、問題行動等の早期
発見・早期対応等、学校が組織的に生徒
指導に取り組めるよう、「登校支援リー
フレット」の活用や教育相談計画訪問
や生徒指導連絡協議会等の充実に努め
ます。 

 

・月に 1 回の人権の日の実施 

・生徒指導連絡協議会の開催 
（年間４回） 

・生徒指導に係る協議・不登校
及び児童生徒理解に関する
講演会 

・教育相談学校訪問の実施 
（全小中学校１回） 

・生徒指導支援者の配置８校 
（各校１名配置） 

 
・月に 1 回の人権の日の実施 

・生徒指導連絡協議会の開催 
（年間４回） 

・生徒指導に係る協議・不登校
及び児童生徒理解に関する
講演会 

・教育相談学校訪問の実施 
（全小中学校１回） 

・生徒指導支援者の配置８校 
（各校１名配置） 

 
各学校において、毎月人権

の日を設定し、実施した。 

年間４回の生徒指導連絡協
議会の中で、不登校対応及び
被虐待児童の心理等、児童生
徒理解に関する講演会を実施
した。（４回中２回はオンライ
ン開催） 

 教育相談学校訪問は新型コ
ロナウイルス感染症の拡大に
伴い、計画を延期して実施し
た。（全小中学校） 

生徒指導支援者を計画通り
配置できた。 

A 

【施策全体について】 

・各項目、推進後のフォロ 

ーアップを是非お願いし

たい。問題なければそれ

で良し、問題であれば改

善をお願いしたい。 

 

【①について】 

・ＧＩＧＡスクール構想や 

ＩＣＴ等が急速に進みつ

つある中、人間性を育む

教育、心の教育、人権に係

る教育については増々大

切になってくると思う。

是非、鋭意に取り組んで

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・学校施設でのクラブ活動 

の時間について、名護市 

の条例等で決まっている 

と思うが、地域のクラブ 

活動になると、指導者の 

仕事が終わってから開始 

になるので、午後６時半 

までというのは現実的に 

厳しいと思う。他市では、 

条件付きで20時まで利用 

している例もあるので、 

名護市でも、もう少し柔 

軟な対応を検討できない 

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・多くの事業者の協力をい 

ただきながら実施できて 

いると思う。幅広い業界、 

業種の事業所の受け入れ 

が可能となるような工夫 

や周知を期待する。 

 

・月に 1 回の人権の日の実
施 

・生徒指導連絡協議会の開
催（年間４回） 
・生徒指導に係る協議・不登
校及び児童生徒理解に関
する講演会 

・教育相談学校訪問の実施 
（全小中学校１回） 

・生徒指導支援者の配置８
校（各校１名配置） 

②
豊
か
な
社
会
性
を
育
む
教
育
の
充
実 

 

 児童生徒一人一人のキャリア形成と
自己実現を図るため「キャリアパスポ
ート*」の活用を推進します。 

 キャリア教育コーディネーターを活
用した、名護市の「ヒト・モノ・コト」
にふれる職場体験（中学校）、ジョブシ
ャドウイング*（小学校）や職業人講話
の充実に努めます。 

 

・キャリアパスポートの活用 
・ジョブシャドウイングの実施 

（13 校） 

・職場体験の実施（８校） 

 

・キャリアパスポート活用のた
めの参考資料提供 

・キャリア教育に係る研修会の
実施 

・ジョブシャドウイングの実施 

（５校） 

・職場体験の実施（３校） 

 

キャリアパスポートの活用
を全学校で完全実施すること
ができた。 

コロナウイルス感染症の拡
大に伴い、一部計画通り実施
できないこともあったが、代
替事業として ICTを活用した
職業人講話等を実施できた。 

また、ジョブシャドウイン
グ・職場体験以外のキャリア
教育の一環で総合を中心とし
各教科で地域の「ヒト・モノ・
コト」を学ぶ授業が増えてい
る。 

B 

 

・キャリアパスポートの活
用 
・ジョブシャドウイングの
実施 

（13 校） 

・職場体験の実施（８校） 

令和６年度 目標値 

 自己肯定感を持つ児童生徒の割合 

【８１．４％】 

令和３年度 目標値 

 

【７８．１％以上】 

令和３年度 実績値 

 

【７７．１％】 

令和４年度 目標値 

 

【７８．５％以上】 

 キャリアパスポートの活用 

【２１校】 

 

【全校】 

 

【全校】 

 

【全校】 

③
健
や
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
の
充
実 

 

 新体力テスト及び泳力調査の分析を
基に各学校の課題に応じ、体力向上の
ための「一校一運動」を奨励します。 

 防犯・防災教育の充実に向けた研修
会や合同調査を実施し、児童生徒の安
全安心に向けた取組の充実を図りま
す。 

 令和元年度に策定した「名護市運動
部活動等の在り方に関する方針」に基
づいて、各学校における運動部活動等
の指導・運営体制の構築を推進します。 

 

〇小学校において通学路にお
ける防犯防災に係る調査を
実施。 

〇「名護市運動部活動等の在り
方に関する方針」に沿った運
営や指導、適切な休日等の設
定を実施。 

 

〇名護市立全小学校において、
通学路における合同調査を
実施。 

〇小中学校の部活動等におけ
る適切な指導や休養日等を
示す。 

・週当たり２日以上の休養日
を設ける 

  ・家庭の日(毎週第３日曜日) 

 ・平日の活動時間２時間以内 

 ・休日の活動時間３時間以内 

 
名護市全 13 小学校で合同

調査を実施できた。 

 

小中学校での望ましい運動
部活動等の在り方について方
針で示すことで、活動時間や
休日の設定等、名護市小中学
校で共通実施することができ
た。 

 

一校一運動については、新
型コロナウイルス感染症の拡
大の影響により、実施する学
校が目標値に届かなかった。 

B 

 

〇小学校において通学路に
おける防犯防災に係る調
査を実施。 

〇「名護市運動部活動等の
在り方に関する方針」に
沿った運営や指導、適切
な休日等の設定を実施。 

〇県の方針改定を参考に
「名護市運動部活動等の
在り方に関する方針」の
改定・周知 

令和６年度 目標値 

 一校一運動に実施 

【２１校】 

令和３年度 目標値 

 

【１３校】 

令和３年度 実績値 

 

【９校】 

令和４年度 目標値 

 

【１３校】 
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④
食
育
の
推
進 

 

 養護教諭・栄養教諭と連携した食育
指導を推進します。 

 各家庭で食生活や生活習慣について
考え、また、子どもが地元の産業、職業
に関心を持つよう、食育講演会を開催
します。 

 

・４月副読本（食生活学習教材
「くわっち～さびら」）配布 

・食育に関する授業の実施 

・６月食育月間 

・献立表による食育に関する情
報提供 

・食育に関するホームページの
更新 

 

・副読本（食生活学習教材「く
わっち～さびら」）配布 

・食育に関する授業の実施 

・全学校へポスター配布、食育 

月間周知 

 

副読本の配布、食育の授業、
食育月間の週知、献立表によ
る食育に関する情報提供を
行うことができた。 

食育に関するホームページ
の更新内容が十分にできなか
た。 

B 

・４月副読本（食生活学習教
材「くわっち～さびら」）
配布 

・食育に関する授業の実施 

・６月食育月間周知 

・献立表による食育に関す
る情報提供 

・食育に関するホームペー
ジの内容の充実を図る 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅰ-１-(３) 

特別支援教育の充実 

 

現状･課題 

校内支援体制が十分でない学校への支援や医療的ケアの必要な児童生徒への対応が課題となっています。 
また、特別支援教育*に係る子ども理解のための研修は継続して行う必要があります。 

主管課 学校教育課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

 

 児童生徒一人一人の教育的ニーズを
把握し、その持てる力を高め生活や学
習上の困難を改善又は克服するための
校内体制の支援を図ります。 

 学校と医療、福祉等の関係機関との
連携を図り、早期からの相談・支援に取
り組めるよう、教育支援体制の充実を
図ります。 

 特別支援教育コーディネーターや校
内教育支援担当者を中心とした特別支
援教育を行うための体制整備を支援す
るため、研修等の充実に努めます。 

 

・特別支援コーディネーター連
絡会（年２回） 

・要請に応じた該当児童生徒や
保護者及び学級担任との面
談 

・特別支援教育支援者の配置
（17 校に 37 人） 

・特別支援教育支援者連絡会
（年５回） 

・名護市教育支援委員会の開催 

・特別支援教育コーディネータ
ー等研修会（年２回） 

 

・特別支援教育コーディネータ
ー連絡協議会（年２回） 

・要請に応じた該当児童生徒や
保護者及び学級担任との面
談 

・特別支援教育支援者の配置 

（18 校に 37 人） 

・特別支援教育支援者連絡会 

（３回） 

・名護市教育支援委員会の開催 

（申請件数：442 件） 

・特別支援教育コーディネータ
ー等研修会（未実施） 

 

新型コロナウイルス感染症
の拡大に伴い支援者連絡会が
当初計画どおり実施できなか
ったが、資料提供や各学校と
の緊密な連絡調整により所期
の目的は達成された。 

 

学校からの要請が多く、支
援者の配置に工夫が必要であ
る。 

 

教育支援申請に 100％対応
できた。 

 

通級指導教室の新規設置を
望む声は多く、今後も引き続
き沖縄県へ通級指導教室新規
設置について要請を行う。 

A 

・特別支援教育はその時代 

の背景の変遷とともに

様々な課題を生んでいる

ように思う。支援者に頼

るという事だけでなく児

童生徒同士の理解のもと

学校全体で育むという雰

囲気の模索に努めてほし

い。 

・心の充実が図れなければ 

何事も進まないと思うの

で、とても大切な支援だ

と感じる。 

・特別支援員の充足、今後 

とも継続できるようお願 

いしたい。 

・これからも人材確保に尽 

力してもらいたい。 

・教育委員会に専門職員（臨 

床心理士）が配置されて 

いるので充実した取り組 

みになっていると感じ 

る。 

・支援を要する子どもひと 

りひとりに応じるため、 

引き続き、人材確保等の 

体制整備を望む。 

 

・特別支援コーディネータ
ー連絡会（年２回） 

・要請に応じた該当児童生
徒や保護者及び学級担任
との面談 

・各学校からの要請を精査
した上でバランスの取れ
た特別支援教育支援者の
配置（18 校に 37 人） 

・特別支援教育支援者連絡
会（年５回） 

・名護市教育支援委員会の
開催 

・特別支援教育コーディネ
ーター等研修会（年２回） 

令和６年度 目標値 

 個別の指導計画の作成率（特別支援
学級・通級*・作成が必要な児童生徒） 

【１００％】 

令和３年度 目標値 

 

 

【９０．５％以上】 

令和３年度 実績値 

 

【９８．３％】 

令和４年度 目標値 

 

 

【９８．９％以上】 

 個別の支援計画の作成率（特別支援
学級・通級・作成が必要な児童生徒） 

【１００％】 

 

 

【８４．６％以上】 

 

 

【８７．５％】 

 

 

【９１．７％以上】 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅰ-１-(４) 

国際社会に対応できる人材の育成 

 

現状･課題 

小学校での外国語活動、英語の授業で小中学校英語支援員(ＡＬＴ)や日本人英語教師(ＪＴＥ)の活用が必須であり、これらをうまく活用
するためにも担任の授業力を向上させる必要があります。 
英語検定の補助金活用率が伸びないため、補助の対象等の検討が必要となっています。平成 21 年度からの本市の将来を担う国際感覚豊

かな人材育成のために中学生を対象に始まった中学生海外短期留学派遣事業も、平成 24 年度からは名護市の友好都市であるアメリカ合衆
国ハワイ州ヒロにおいて実施しています。 主管課 学校教育課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
外
国
語
活
動
・
外
国
語
教
育
の
充
実 

  

令和元年度から市内小学校で教育課
程特例校（第１・２学年で外国語活動）
を導入し、英語を用いたコミュニケー
ションを図る素地・基礎となる資質・能
力の育成に努めます。 

 小学校英語学力調査（第５・６学年）
を行い、結果を分析し、その後の授業改
善に活かします。中学生への英語検定
料金一部補助を行うことで、受検機会
を拡大し、英語学習に対する意識向上
を図ります。 

 小中学生を対象とした英語体験学習
を実施し、英語活動や外国人との交流
を通して、英語によるコミュニケーシ
ョンへの積極的な態度と英語に対する
興味関心を高めます。 

 
・小中英語支援員（ALT)の配置
（12 人） 

・小中英語支援員・英語教育担
当者研修会（年２回） 

・小学校英語学力調査の 
実施 

・英語検定料一部補助 
・英語検定料一部補助活用につ
いて学校への更なる周知 

・小・中学校英語体験学習 

 
・小中英語支援員（ALT)の配置
（12 人） 

・日本人英語教師（JTE)の配置
(2 人） 

・小中英語支援員・英語教育担
当者研修会（年２回実施） 

・小学校英語学力調査の実施 
・英語検定料一部補助 
・小・中学校英語体験学習（新
型コロナウイルス感染症の
拡大に伴い実施直前に中止） 

 
・ALT 面接を実施すると共に
各学校英語担当教師へアンケ
ートを実施した。その結果か
ら、より効果的な ALT の活用
が必要であることが挙げら
れ、次年度の開始時に ALT 研
修を計画する。 
・小学校英語学力調査につい
ては、６年生が目標値を上回
る結果であった。 
・英語検定料一部補助につい
ては活用率 93.9％と高い活
用率であった。 
・小中英語体験学習について
は、コロナ禍においても実施
できるよう予定の変更も含め
て柔軟な計画を立てるよう努
める。 

A 

【施策全体について】 

・交際性豊かな人材の育成 

のためにも、体験、経験は

とても大切なことですの

で、ぜひ継続して続けて

いただきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・短期留学が中止になった 

事は致し方ない。交流ソ

フトの導入についてはコ

ロナ禍だからという事だ

けでなく、各学校で日常

の英語体験で使用できる

環境の模索も期待した

い。 

・全中学生に体験してもら 

いたいので継続をお願い

したい。 

・world class 事業発展継続 

を願う。 

 

【①について】 

・小学校英語学力調査が目 

標値を上回っていること 

や英語検定料一部補助に 

ついての活用率が高く、 

国際社会に対応できる人 

材育成に寄与できてい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・海外短期留学派遣事業は 

実施できる時期に備えた 

取り組みを引き続きお願 

いしたい。 

・現状では実施は難しいと 

思うが、この事業は教育 

効果が非常に大きいと考 

える。継続できるような 

工夫をお願いしたい。 

 
・小中英語支援員（ALT)の配
置（12 人） 

・小中英語支援員・英語教育
担当者研修会（年２回） 

・小学校英語学力調査の 
実施 

・英語検定料一部補助 
・英語検定料一部補助活用
について学校への更なる
周知 

・小・中学校英語体験学習 
・小学校１・２年生の外国語
活動に係る年間カリキュ
ラムの見直し 

・中学校オンライン国際交
流の促進 

令和６年度 目標値 

 小学校英語学力調査正答率 

【８０％】 

令和３年度 目標値 

 

【８５．９％】 

令和３年度 実績値 

 

【８２．０％】 

令和４年度 目標値 

 

【８４％】 

 英語検定料金補助金活用率 

【７５％】 

 

【８１．１％】 

 

【９３．９％】 

 

【９５％】 

②
中
学
生
海
外
短
期
留
学
派
遣
事
業
の
充
実 

 

 現地での研修をより効果的に実施す
るために、派遣生徒の選考や事前・事後
研修、現地での研修の充実を図ります。
また、中学校英語科の教諭が引率する
ことにより、学校間の連携や集団活動
の意義等、特別活動の目標も踏まえた
事業の充実を図ります。 

 

・令和３年度当初よりコロナ禍
により中止決定 

・代替事業として、オンライン
での国際交流について実施
を検討 

 

 

世界的な新型コロナウイル
ス感染症の影響に伴い中止 

 

代替事業として、国際交流の
観点から、Edtech 事業を活用
し、国際交流を目的としたソフ
ト（World classroom）の導入を
名護中学校と大宮中学校で実
施。名護中学校 3 年生がトルコ
の学生と、大宮中学校 2 年生が
ミャンマーの学生とオンライ
ンで交流することができた。 

  

 

前年度に引き続き世界的な
新型コロナウイルス感染症の
影響に伴い、国外への派遣が
不可能な状況となり、中止と
なったことは大変残念であっ
た。 

 

今後の継続についてハワイ
郡行政とコンタクトを取り、
事業の継続について確認を行
い令和 4 年度の受け入れにつ
いて計画が進められている。   
令和 4 年 8 月の海外短期留

学派遣事業の実施実現に向け
丁寧に対応していく。 

 

全中学校で国際交流を目的
としたソフトの導入を推進す
る。 

B 

・選考試験 

・事前研修会（７回） 

・名護市の姉妹都市ハワイ
郡ヒロ、コナ及びホノル
ルへの派遣（12 人） 

・県人会との交流会、語学研
修、学校訪問等体験活動
の実施 

・事後研修会（５回） 

・帰国報告会の実施及び報
告書の作成 

総合評価  B A 
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具体的施策名 
Ⅰ-１-(５) 

幼児教育の充実 

 

現状･課題 

平成 30 年度に施行された幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領において、生きる力の基盤となる３
つの資質・能力「知識及び技能の基礎」「思考力・判断力・表現力の基礎」「学びに向かう力、人間性」が示されています。これを受け、そ
れぞれの教育・保育を幼児教育として共通に捉えるとともに、乳幼児からの発達と学びの連続性の確保、幼児教育と小学校教育との円滑な
接続を目指していくことが必要となっています。 

主管課 
こども家庭部 保育・幼稚園課、学校教育課、 

こども家庭部 こども育成環境整備ＰＴ 

 

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
保
育
者
の
資
質
能
力
の
向
上 

 

 市内すべての幼児教育に携わる保育
者のキャリアステージ*に応じた資質
能力の向上を図るため、保育者育成指
標を策定し、周知します。 

 また、公立幼稚園において、専門指導
員、指導主事による保育参観及び保育
研究会を行うとともに、外部講師招へ
いによる各種研修会をすべての就学前
施設へ参加呼びかけのもと開催し、幼
稚園教諭、保育士、保育教諭の資質向上
を図ります。 

 

１ 市立幼稚園における専門
指導員、指導主事による保育
参観及び保育研究会の実施 

 

２ 市立幼稚園における外部
講師による保育参観及び保
育研究会の実施 

 

３ 各種研修会の開催 
(1)正しく理解しよう発達障
害、その支援と環境設定 

(2)３～５歳児の発達段階、
遊びと関わり 

(3)園内研修の在り方 
(4)特別支援教育について 
(5)園内・グループ研修報告
会 

 
すべての幼児教育・保育 

施設へ早い時期に研修会の周
知を行い、参加を促す。 

 

１ 市立幼稚園全園において、
専門指導員、指導主事による
保育参観及び研究会を実施
した。（全 18 回） 

２ コロナ禍の中であったが
感染拡大防止の対策を行い
工夫して２回の保育参観、研
修会を行うことができた。 

３ 保育者のための各種研修
会を実施した。 

 （１）作業療法士の森川先生
をお招きし発達障害の子ど
もの対応について講話実施
した。 

 （２）県幼児教育アドバイザ
ーを講師に幼児教育につい
て講話実施した。 

 （３）全園を訪問し保育参観・
助言を行った。 

 （４）市教育委員会臨床心理
士の岸本先生から特別支援
教育について講話実施した。 

（５）村瀬先生をお招きして
研究報告について指導助言
を受けた。 

 

１ 全園が計画的に園内及び
グループ研修に取り組み、
研修内容を深めることがで
きた。最後の報告会で、各
園の成果と課題を共有する
ことができた。 

２ コロナ禍の中であったが
外部講師による的確な助言
頂き、実践に生かした。 

３ 保育者のための各種研修
会を実施し、保育者のアン
ケートから「資質の向上に
役に立つ」「これからの保育
に取り入れたい」等の多く
の感想が寄せられた。 

  今後の取組として、研修
会の外部招聘講師について
保育者の要望に応じた講師
の人選を行い、市内保育者
の資質向上に繋げていくよ
うな研修会の企画をしてい
きたい。 

A 

【施策全体について】 

・厳しい状況の中あらゆる 

手を尽くして資質向上の

ためにセミナーに参加し

ていることがわかった。

素晴らしいと思う。課題

は浮き彫りなので一つ一

つ潰していけるよう頑張

ってほしい。 

・各項目ともに時間及び人 

材確保が難しいことだ

が、工夫を凝らして少し

ずつ改善してもらいた

い。 

 

【①について】 

・保育者の資質向上とあわ 

せて研修の充実をお願い

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・保幼こ小の時期がとても 

大切で、人としての大き

な基盤になってくると感

じるので、この時期を手

厚くサポートする必要が

あると感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策全体について】 

・幼児教育についての各研 

修がオンライン等で工夫 

され実施されたことによ 

り所期の目的が達成され 

ている。幼児教育の充実 

は、教育の根幹に当たる 

ので今後も充実をお願い 

したい。 

・取り組みはできていると 

評価する。検証の内容が 

昨年度と同じ事業につい 

ては、取り組みの改善が 

必要だと思う。 

・全体に、保幼小の連携が 

うまく取れているように 

感じる。今後も連携が上 

手くいくように工夫をお 

願いしたい。 

 

【①について】 

・研修会を増やす、または 

参加者を増やすことの工 

夫をお願いしたい。 

１ 市立幼稚園及び市立認
定こども園における要請
に応じた園内研修での保
育参観及び保育研究会で
助言を行う。 

 ・9 園 

２ 名護市内の幼児教育の
質の向上を図るため各種
研修会を実施する。 

 
○保育者等研修会の開催 
・年間 6 回主催 

 （R3 より 1 回増） 

 

○公立園長等研修会 

・年間３回実施 

（R3 より 1 回増） 

※3 回目は私立園長も参
加対象） 

 

○私立園長等研修会 

・年 1 回実施 

（R4 より実施） 

 

令和６年度 目標値 

各種研修会への参加率 

【１００％】 

令和３年度 目標値 

研修会への参加率 

【８９％】 

令和３年度 実績値 

 研修会への参加率 

【８４％】 

令和４年度 実績値 

 研修会への参加率 

【８４％】 

37 園中 31 園 

名護市保育者育成指標の策定 

 （令和２年度に策定済） ― ― ― 

②
保
幼
こ
小
連
携
教
育
の
推
進 

 

 名護市保幼こ小合同連絡会を開催す
るとともに、年間計画に基づいた小学
校区の保幼こ小合同連絡会での交流会
や情報交換会、合同研究会等の実施に
より、すべての就学前施設と小学校と
の連携や円滑な接続を目指していきま
す。 

 小学校においては、スタートカリキ
ュラム*を児童の実態を踏まえて見直
し・編成し、幼児期において遊びを通し
て育まれてきたことが小学校の学習に
円滑に接続されることを目指します。 

 

・名護市保幼こ小合同連絡会開
催（年２回） 

・小学校区における保幼こ小連
絡会実施 

・各小学校における交流会や体
験入学の実施 

・各小学校におけるスタートカ
リキュラムの見直し・作成 

 

・名護市保幼こ小合同連絡会
（未実施・紙面開催） 

・小学校区における保幼こ小連
絡会実施 

・各小学校における交流会や体
験入学の実施 

・各小学校におけるスタートカ
リキュラムの作成・見直し 

 

・名護市保幼こ小合同連絡会
は新型コロナウイルス感染
症の拡大に伴い未実施とな
ったが、各園・学校担当者
に資料提供を行い所期の目
的は達成された。 

・交流会や体験入学について
は、新型コロナウイルス感
染症の拡大に伴い、学校規
模により未実施もあった
が、各学校個別の対応等に
より、連携は図られた。 

・全小学校スタートカリキュ
ラムを作成し、接続を意識
した教育課程が編成されて
いる。 

A 

 

・名護市保幼こ小合同連絡
会開催（年２回） 

・小学校区における保幼こ
小連絡会実施 

・各小学校における交流会
や体験入学の実施 

・各小学校におけるスター
トカリキュラムの見直
し・作成 

令和６年度 目標値 

 保幼こ小交流会活動への参加率 

【１００％】 

令和３年度 目標値 

 

【１００％】 

令和３年度 実績値 

１３校中７校実施 

     【５４％】 

新型コロナウイルス感染症の影響あり 

令和４年度 目標値 

 

【１００％】 

 意見交換会への保幼こ小職員の参加率 

【１００％】 

 

【１００％】 

 

    【１００％】 

 

【１００％】 
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③
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
等 

 

 小中一貫教育校緑風学園の敷地内
に、市立久志幼稚園と市立瀬嵩保育所
を統合した市立幼保連携型認定こども
園*（令和３年度開園予定）の設置を進
めます。 

 幼保連携型認定こども園を設置する
ことにより、適正な規模での教育・保育
環境の確保及び就学前の一体的な教
育・保育体制の整備、学びの連続性を踏
まえた円滑な接続を図ります。また、教
育・保育内容の指導助言を行う人員の
配置を行い、市全体の就学前施設の教
育・保育の向上を図ります。 

 

・令和３年度繰越事業として施
設整備等に取り組む。 

・外構工事の発注 

令和３年５月入札予定。 

・９月１日の開園を目指す。 

 

・令和３年度繰越事業として施
設整備等に取り組む。 

・外構工事の発注 

令和３年５月入札予定。 

・９月１日の開園 

 

・当初の予定通りに取り組む
ことができ、９月１日に「名
護市立緑風こども園」を開園
することができた。 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・小中への就学後の教育の 

重要性と課題はここにあ

るように思う。今回、支援

者にも研修の機会を企画

できた事はすばらしい。 

１ 保育･幼稚園課指導担
当は幼児教育から小学校教
育への円滑な接続を行える
よう私立園への訪問や園長
会へ参加し理解促進を図
る。 

２ 沖縄県幼児教育アドバ
イザーの活用を促し、市内
保育・教育施設の質の向上
を図る。 

 

○訪問支援事業 

・私立保育園 2 園活用 

   

令和６年度 目標値 

 市立認定こども園の設置 

 （令和３年度に開園予定） 

令和３年度 目標値 

 令和３年９月１日開園 

令和３年度 実績値 

 令和３年９月１日開園 

 

 

― 

④
就
学
前
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

 

 すべての幼児教育施設において保護
者の要請に応じ、気になる幼児の発達
障がい等の早期発見、早期支援を適切
に対応できるよう、指導主事、専門指導
員を配置し、訪問観察、相談、支援員等
の配置による支援を進めます。特別支
援教育に関する幼稚園教諭、保育士、保
育教諭の資質向上を図るため、特別支
援教育に関する研修会を開催するとと
もに、県教育センター研修の周知を図
り、参加を促進します。 

 

１ 市立幼稚園における幼稚
園特別支援教育の実施 

 ・要請に応じた相談、面談、
訪問観察、助言等 

 ・外部講師による訪問観察･
助言 

 ・支援員の配置 

 

２ 保育施設の訪問観察及び
園や保護者の要望に応じた
相談･面談･助言 

 

３ すべての幼児教育・保育施
設への特別支援教育に関す
る研修会の実施 

 ・研修会年２回 

 

１ 市立幼稚園（9 園） 

①要請対応 38 件 

②外部講師活用 5 園 

③支援員配置 6 園 

 

２ 市内保育施設（36 園） 

①訪問観察 370 件 

②相談･面談 

・見学同行等（101 件） 

 

３ 研修会の実施 

①令和 3 年 5 月 21 日（金） 

 講師 森川敦子氏(作業療法

士) 「正しく理解しよう！発達

障害-その支援と環境設定-」 

･･･オンライン研修 45 名参加 

 

②令和 3 年 12 月 3 日（金） 

 講師 岸本琴恵氏（臨床心理
士）「これからの特別支援教育･

インクルーシブ教育･保育＝ど

のような視点や支援が必要なの

か～」･･･オンライン研修 55 名

参加 

 

１ 市立は園長や教頭・担任が
保護者面談や見学等保護者
の対応を行うことができて
いる。さらに必要な場合は、
要請に応じ、臨床心理士（市
教育委員会）や巡回アドバ
イザー（教育事務所）へ依
頼し訪問観察及び助言等も
らうことが出来ている。 

 

２ 市内保育園等は、保育係の
就学前教育専門指導員と看
護師経験者である担当職員
で園訪問や相談、見学、助
言など幅広く対応できてい
る。 

 

３ 今年度はオンライン開催
等工夫しながら、計画通り
研修会を実施できた。 

  研修会は名護市のすべて
の保育施設の保育者等へ案
内し、また支援者にも研修
を受ける機会にしました。
今後も特別支援に関する研
修の企画と研修機会の充実
に努めたい。 

 

A 

１ 市立幼稚園、認定こど
も園における外部講師によ
る保育参観及び保育研究会
の実施。 

・年 2 回実施 

 

２ 特別支援に関する講師
を招聘し担任及び支援員等
への研修会の実施する。 

・年 2 回実施 

 

３ 市立幼稚園における幼
稚園特別支援教育の実施 

 ・要請に応じた相談、面
談、訪問観察、助言等 

 ・外部講師による訪問観
察･助言 

 ・支援員の配置 

 ・支援会議への参加 

 

４ 保育施設の訪問観察及
び園や保護者の要望に応
じた相談･面談･助言 

 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅰ-２-(１) 

環境整備の充実 

 

現状･課題 

 学校施設の経年劣化や自然災害等様々な要因により、施設に不具合が生じていますが、その都度、学校からの要請や各種点検報告等を受け対応
を行っています。引き続き良好な教育環境の提供に努めます。 
 学校施設のグラウンドについて、安全性や機能性、環境への影響など各学校において様々な課題があり、特に水はけや表面が悪い状態にあるな
ど、児童生徒の活動に支障をきたしているグラウンドは全面的な整備が必要であり、学校や地域などからも、グラウンド整備についての要望が挙
げられています。 
 新学習指導要領に対応した授業を推進するためにタブレット端末等ＩＣＴ*機器導入が求められています。デジタル教科書*の活用についての課
題はありますが、新学習指導要領に対応した整備について検討する必要があります。 
 通学区域の見直し等について、児童生徒数の増加や複式学級解消など様々な見地から検討をする必要があります。 

主管課 教育施設課、学校教育課 

 

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
学
校
施
設
設
備
等
の
維
持
管
理 

 

 消防設備など各種委託している年
次・月次点検はもとより、施設・遊具の
点検や学校による随時点検により、不
具合箇所の早期発見・修繕を実施して、
施設及び遊具に係る事故を防止し、安
全で安心な教育環境を維持していきま
す。 

 

・年１回の学校施設・遊具点検
の実施。 

 

・年１回の学校施設、遊具点検
の実施。 

・点検の実施 12 月 

・不具合箇所 31 か所(施設) 

        7 か所(遊具) 

・点検結果に基づく修繕 

       38 か所 

 

・施設、遊具点検については、
計画どおり実施し、確認した
不具合箇所について早期に修
繕を完了することができた。 

しかしながら、６月の集中
豪雨時に雨水桝の蓋のずれて
いる部分に、登校中の児童１
名が故意に乗ったことから、
弾みで転倒し腹部を強打する
事故が 1 件発生した。 

事故の原因分析、安全対策
等について事故後速やかに実
施しておりますが、より一層
安全安心な教育環境に努めて
いきます。 

B 

【施策全体について】 

・計画通りに進めることは 

大事であり、それ以外に

緊急事案が発生した場合

でもフレキシブルな対応

を望む。 

 

【①について】 

・児童生徒の安全を第一に 

考えていただき、財源の

問題もあると思うが、対

応をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①③について】 

・学校ブロック塀の安全対 

策に係る取り組みがあ 

り、また、学校のネット 

ワーク環境の整備、研修 

会の充実、スクールサポ 

ーターの活用により ICT 

に関する教育環境の整備 

や学校の支援が十分にで 

きていると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年１回の学校施設・遊具点
検の実施。 

令和６年度 目標値 

 施設及び遊具による事故件数 

（計画年度中） 

【０件】 

令和３年度 目標値 

施設及び遊具による事故件
数 

【０件】 

令和３年度 実績値 

 施設及び遊具による事故件
数 

【1 件】 

令和４年度 目標値 

施設及び遊具による事故
件数 

【０件】 

① 

―
１ 

学
校
施
設
設
備
等
の
維
持
管
理 

（
学
校
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
整
備
） 

【新規掲載：教育振興基本計画記載な
し】 

 児童生徒が安全で安心して学校生活
を送れるよう、市内学校施設に現存す
るブロック塀等について、「名護市ブロ
ック塀等安全対策整備計画」に基づき、
安全対策の整備を実施します。 

     

・４校のブロック塀等安全
対策整備に係る設計及び
工事の実施 

 

①真喜屋小学校 
 改修設計 Ｌ＝57.8ｍ 

改修工事 Ｌ＝57.8ｍ 

②羽地中学校 
 改修設計 Ｌ＝21.1ｍ 

③名護中学校 

 改修設計 Ｌ＝54.4ｍ 

④久辺小学校 
 改修設計 Ｌ＝247.3ｍ 

令和６年度 目標値 

 設計延長及び整備延長 

（計画年度中） 

設計延長 【Ｌ＝1,049.1ｍ】 

整備延長 【Ｌ＝887.6ｍ】 

  令和４年度 目標値 

設計延長 

【Ｌ＝380.6ｍ】 

整備延長 

【Ｌ＝57.8ｍ】 
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①
―
２ 

学
校
施
設
設
備
等
の
維
持
管
理 

（
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改
良
整
備
） 

【新規掲載：教育振興基本計画記載な
し】 

 経年劣化により機能・性能が低下し
た建物について、耐久性及び機能性の
向上を図るため、「名護市学校施設長寿
命化計画」に基づき、長寿命化改良工事
を実施します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・学校グランドが計画通り 

着実に整備されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・ＧＩＧＡスクール構想に 

基づきスクールサポータ 

ーの支援、学校の情報化 

に向けた研修等の充実に 

鋭意努力されているよう 

に思う。 

・ＧＩＧＡスクールサポー 

ターの活躍が如実に現れ 

ており、今後、さらに期 

待したい。親も置いてい 

かれないため、保護者へ 

の勉強会などもお願いし 

たい。 

・IT 化については、未来は 

明るいと思うが、できる 

だけ取り残される子ども

たちがいないよう工夫を

含め対応してほしい。 

・各学校の教育環境格差が 

無くなったことは良かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・グラウンドの整備につい 

ては、計画通り実施され 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・GIGA スクールサポーター 

の増員や研修会、インタ 

ーネット環境の整備が十 

分行われており、充実し 

ている。 

 

・１校の長寿命化改良に係
る業務委託の実施及び完
了棟数 

 

①真喜屋小学校９号棟 

 耐力度調査 １棟 

 

令和６年度 目標値 

 長寿命化改良棟数 

（計画年度中） 

棟数【１棟】 

  令和４年度 目標値 

①耐力度調査 

棟数【１棟】 

②
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備 

 

 学校施設のグラウンドについて、
様々な体験活動の場として活用し、た
くましく心豊かな子どもたちを育成す
るため、児童生徒の活動に支障をきた
しているグラウンドの全面的な整備を
実施します。 

 

・２校のグラウンド整備に係る
工事や業務委託の実施及び
完了 

①屋我地ひるぎ学園 

 屋外環境整備工事 

②稲田小学校 

 測量設計業務委託 

 

・２校のグラウンド整備に係る
工事や業務委託の実施及び
完了 

①屋我地ひるぎ学園 

 工事完了 R4 年 3 月 

②稲田小学校 

 業務完了 R4 年 3 月 

 

当初計画のとおり年度内で
完了することができた。 

A 

 

・２校のグラウンド整備に
係る工事の実施及び完了
校数 

 

①久辺小学校 

 屋外環境整備工事 

②稲田小学校 

 屋外環境整備工事 

令和６年度 目標値 

 グラウンド整備校数 

（計画年度中） 

学校数【５校】 

令和３年度 目標値 

①屋外環境整備工事【１校】 

②測量設計業務委託【１校】 

令和３年度 実績値 

①屋外環境整備工事【１校】 

②測量設計業務委託【１校】 

令和４年度 目標値 

①屋外環境整備工事 

学校数【２校】 

③
教
育
環
境
の
整
備 

 

 「名護市教育情報化推進計画」に基づ
きＩＣＴ機器・インターネット環境の
整備を計画的に推進するとともに、情
報の安全管理に取り組みます。 

 将来的な児童生徒数の推移等を考慮
した学校規模の適正化と適正配置を進
めるとともに、小規模特認校制度の活
用や学校通学区の見直し及び弾力化に
ついて、地域住民の意見も考慮しなが
ら検討を行います。 

 

・GIGA スクールサポーターの
増員 

・情報研修会の実施 

・全教職員を対象とした研修の
実施 

・デジタル教科書の実証 

・教職員等が作成したＧＩＧＡ
スクールに関する資料を共
有するためのドライブの作
成・運営 

 

・GIGA スクールサポーターを
増員（合計５人）し、各学校
のサポートを実施。 

・情報研修会の実施（６回） 

・GIGA 研究グループの研究会
を実施。 

・全教職員を対象とした情報セ
キュリティ研修の実施。 

・児童生徒用デジタル教科書を
実証導入。 

・共有ドライブの作成・運営 

 

・GIGA スクールサポーター
を増員し、支援、トラブル
に対する対応ができた。 

・情報研修会や GIGA 研究グ
ループの研究会をとおし
て、活用スキルの向上を図
った。また、情報セキュリ
ティのオンデマンド型研修
を実施した。 

・文科省のデジタル教科書の
本格導入に向けた検証に協
力した。 

・授業実践で活用した資料や
教材を共有できるように共
有ドライブを運営した。 

 

A 

・教育情報化推進計画の策

定 

・GIGA スクールサポータ

ーによる教職員支援 

・情報研修会の実施 

・全教職員を対象とした研

修の実施 

 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅰ-２-(２) 

学校支援の充実 

 

現状･課題 

 長期研究員の研究成果を名護市全体で共有することが求められています。 
 小中一貫教育校において、中学校から小学校への乗り入れ授業*を行うことでより専門的な授業ができますが、小学校から中学校へはうまく乗
り入れができていない課題があります。 
 地域学校協働活動推進員の次期計画期間の活動を学校支援の視点だけでなく、地域と学校の連携・協働活動の推進の視点で実施する必要があり
ます。 
 教育の機会均等を図るため、保護者の経済状況にかかわらず、学ぶ意欲と能力を有する全ての子どもたちが質の高い教育を受け、能力・可能性
を伸ばし、「確かな学力」が形成できる環境整備が望まれています。また、スポーツ活動や文化活動の面においても、様々な体験の機会を増やし、
「豊かな心」、「健やかな体」を培う環境整備が望まれています。 

主管課 学校教育課、(教)総務課 

 

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進 

 

 令和４年度までに全校を対象にコミ
ュニティ・スクール（学校運営協議会制
度）*を導入し、「学校・家庭・地域連携
事業」の充実を図り、地域とともにある
学校づくりを推進します。 

 

コミュニティ・スクール（学校
運営協議会制度）（以下「ＣＳ」
という）。 

・ＣＳ導入研究委託 

・ＣＳ事務局ミーティング 

・ＣＳ講演会 

・ＣＳ推進委員会学校家庭地域
陽動部会 

・ＣＳ推進学校訪問 

 
・懇話会を設置し導入予定５校
区において CS 導入研究。 

・ＣＳ事務局ミーティング３回
実施 

・ＣＳ講演会（新型コロナウイ
ルス感染症の拡大に伴い中止） 

・ＣＳ推進委員会学校家庭地域
協働部会２回実施 

・ＣＳ推進学校訪問５校区で実
施 

 

コロナ禍ではあったが概ね
計画通りに実施できた。CS 講
演会については、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大に伴い
延期したが、延期後の日程に
ついてもその影響により実施
できなかった。代替事業とし
て、全国の事例動画を教職員
へ提供。 

A 

【施策全体について】 

・オール Aは素晴らしい。 

 

【①について】 

・昨年の学校訪問は、それ 

ぞれのＣＳのあり方や課

題が見られ大変良かっ

た。但し、取り組みが尻す

ぼみにならないよう新た

な発展につなげていける

よう願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策全体について】 

・目標値に到達しており、 

教育委員会の努力が伺え 

特筆される。 

 

【①について】 

・コミュニティ・スクール 

の実施状況は計画通り推 

進されている。名護市が 

国頭地区の先進地域であ 

り、各町村から注目され 

ていると感じる。 

・各地域・学校でのコミュ 

ニティ・スクール活動の 

サポートと、名護市教育 

委員会のリーダーシップ 

を期待する。 

 

【②について】 

・緑風学園、屋我地ひるぎ 

学園ともに毎年校区外か 

らの入学があり、特色あ 

る教育活動の成果が認知 

されていると評価する。 

・ネイティブスピーカーの 

教員も、できれば常勤で 

活躍できればと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール（学
校運営協議会制度）（以下
「ＣＳ」という）。 

・ＣＳ推進委員会（年３回） 

・ＣＳ推進学校訪問（7 校） 

・ＣＳ研究指定校 

・ＣＳ事務局ミーティング
（年３回） 

・ＣＳ講演会（年１回） 

 

令和６年度 目標値 

 コミュニティ・スクール導入校 

【２１校】 

令和３年度 目標値 

 

【２１校】 

（令和４年４月１日時点） 

令和３年度 実績値 

 
【２１校】 

（令和４年４月１日時点） 

 

￣ 

②
特
色
あ
る
教
育
活
動 

  

小学校と中学校が一体となった施設及
び学校運営の中で義務教育の９年間を
一貫した指導体制により、小中一貫教
育校「屋我地ひるぎ学園」及び「緑風学
園」の特色ある教育活動の充実を図る
ための支援を行います。再び複式学級
にならないように、児童生徒の減少に
歯止めをかけるため、小規模特認校制
度を継続して実施します。 

 

【両校共通】 

・日本人英語教師の配置（１人） 

・裁量の時間を活用した補習指
導、長期休業中の学び直し 

・中学生を対象とした英検検定
料の一人年１回全額助成 

 

【緑風学園】 

・非常勤講師の配置（１人） 

・ＴＴ授業や乗り入れ授業等に
よる個別指導の徹底 

・裁量の時間を活用した補習指
導，長期休業中の学び直し 

・英語科の授業におけるＴＴ授
業、実技教科における部分的
イマージョン教育及び小学
校からの文字指導 

・キャリア教育、自然体験学習
及び稲作等の地域人材等の
活用 

 

【屋我地ひるぎ学園】 

・非常勤講師の配置（１人） 

・ＴＴ授業を中心に個に応じた
指導の徹底 

・英語科の授業におけるＴＴ授
業の実施 

・キャリア教育、自然体験学習
及び地域人材等の活用 

 

【両校共通】 

・日本人英語教師の配置（１人） 

・非常勤講師の配置（１人） 

・裁量の時間を活用した補習指
導、長期休業中の学び直し 

・中学生を対象とした英語検定
料の一人年１回全額助成 

 

【緑風学園】 

・ＴＴ授業や乗り入れ授業等に
よる個別指導の徹底 

・英語科の授業におけるＴＴ授
業、実技教科における部分的
イマージョン教育及び小学
校からの文字指導 

・キャリア教育、自然体験学習
及び稲作等の地域人材等の
活用 

 

【屋我地ひるぎ学園】 

・ＴＴ授業を中心に個に応じた
指導の徹底 

・英語科の授業におけるＴＴ授 

業の実施 

・キャリア教育、自然体験学習
及び地域人材等の活用 

 
【緑風学園】 

非常勤講師や日本人英語教
師の配置によって、ＴＴ授業
や個別指導を行った。 
令和３年度県到達度テスト

において、中１の国語は県の
平均を 12.3 ポイント上回り、
英語でも 6.2 ポイント上回っ
た。 
地域の自然や人材を活かし

た CS を活用した総合学習の
学習計画が作成されていて、
計画どおり実施されている。 
 
【屋我地ひるぎ学園】 

非常勤講師や日本人英語教
師の配置によって、ＴＴ授業
や個別指導を行った。 
令和３年度県到達度テスト

において、中２が国語で 4.7
ポイント、数学で 13.6 ポイン
ト、英語で 11.1 ポイントと全
教科において県平均を大きく
上回った。 
地域の自然や人材を活かし

た CS を活用した総合学習の
学習計画が作成されていて、
計画どおり実施されている。 

 

 

A 

 

【両校共通】 

・非常勤講師の配置（１人） 

・日本人英語教師の配置（１
人） 

・裁量の時間を活用した補
習指導、長期休業中の学
び直し 

・中学生を対象とした英検
検定料の一人年１回全額
助成 

・キャリア教育、自然体験学
習及び地域人材等の活用 

 

【緑風学園】 

・ＴＴ授業や乗り入れ授業
等による個別指導の徹底 

・裁量の時間を活用した補
習指導，長期休業中の学
び直し 

・英語科の授業におけるＴ
Ｔ授業、実技教科におけ
る部分的イマージョン教
育及び小学校からの文字
指導 

 

【屋我地ひるぎ学園】 

・ＴＴ授業を中心に個に応
じた指導の徹底 

・英語科の授業におけるＴ
Ｔ授業の実施 
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③
教
育
環
境
の
支
援 

  

校務を情報化することにより、業務
の軽減と効率化及び教育活動の質の改
善を図るため、統合型校務支援システ
ム*の導入・活用を推進します。 

 統合型校務支援ソフトの導入・整備
により業務改善を図ることで、教師が
児童生徒と向き合う時間の確保に努め
ます。 

 

・学校現場の声を聞き取りなが
ら、小中学校における統合型
校務支援システム導入を検
討する。 

 

・学校用グループウェアの試験
運用実施 

・統合型校務支援システム導入
に向けた取組の実施（庁内及
び北部広域圏事務組合との
調整） 

 

学校用グループウェアの試
験運用を令和２年 11 月から
開始し、業務の負担軽減に努
めている。 

 

統合型校務支援システム導
入については、北部広域圏事
務組合事業で協働調達が実施
できないか調整を進めてい
る。 
 

A 

 

【③について】 

・校務支援ソフトの開発は 

教職員の働き方改革の大

きな柱でもあると思う。

是非、早期の総合型の実

現に向けて努めてほし

い。 

・先生方の負担軽減により、 

先生方の心にゆとりが生 

まれ、生徒とのコミュニ 

ケーションが良くなりそ 

うだと感じた。 

・グループウェアが無限の 

可能性を秘めているとの 

ことで、無駄な MTG など 

の削減にもつながるので 

はないか。さらなる活用 

に期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・現時点では児童生徒の出 

席情報や事務連絡等の共 

有に有効と説明がありま 

したが、教職員が全員利 

用する事が前提と考える 

ので、システムの利用方 

法に工夫がいると思う。 

 

④
名
護
市
立
教
育
研
究
所
運
営 

 

 長期教育研究員の授業改善に係る研
究を関係機関との連携・協力のもと実
施し、研究成果を市内小中学校に波及
するよう取り組みます。教育相談室は
児童生徒・保護者・教員の教育上の問題
等について相談に応じ、関係機関と連
携し、援助などの充実を図ります。 

 適応指導教室は個々の児童生徒に適
切な体験活動や学習活動の提供及び保
護者・原籍校・関係機関との連携を充実
させます。 

 

・研究員の募集（２人） 

・研究員研修（学校教育課主催
の現職教員研修に参加） 

・適応指導教室における体験活
動の実施 

・学校復帰に向けた原籍校との
ケース会議・学級担任との連
携 

・進路実現に向けた相談・学習
支援 

・教育相談室における教育相談
への対応 

 

 

【長期教育研究員】 

・研究員の募集（２人） 

・研究員研修（学校教育課主催
の現職教員研修に参加） 

 

【教育相談室】 

・不登校や登校しぶりについて
の相談や対応：105 件                                                                                                                       

・いじめ：5 件 

・学業、進路：23 件                                                     

・家庭課題:1 件 

・その他：1 件  

 

【適応指導教室】 

・体験活動の実施（カヌー体験、
スポーツ交流会、渡嘉敷島自
然体験等） 

・学校復帰に向けた原籍校との
ケース会議・学級担任との連
携 

・進路実現に向けた相談・学習
支援(中学校 3 年生 3 人が高
校へ進学。通信制 2人、定時
制 1人） 

 
【長期教育研究員】 

・一人一台のタブレット端末
を活用した授業構造を展開で
き、個別最適な学びと協働的
な学びを一体的に推進でき
た。 

・認定こども園と小学校との
職員との合同研修を通して、
こ小連携や学びの連続性を意
識した保育・交流学習を推進
できた。 

 

【教育相談室】 

来所相談、電話相談、訪問
相談等の 135 件の相談の実
施、関係機関へのつなぎと保
護者、学校等の援助・支援が
充実した。 

 

【適応指導教室】 

集団適応支援や体験学習、
タブレットを活用した個別学
習の支援を通して、集団適応
への不安解消や学習意欲の向
上が見られた。また、心の居
場所としての機能を構築でき
た。課題は、学習評価の在り
方、多様な学びの構築である。 

 

A 

 

・研究員の募集 

・研究員研修（学校教育課主
催の現職教員研修に参
加） 

・適応指導教室における体
験活動の実施 

・学校復帰に向けた原籍校
とのケース会議・学級担
任との連携 

・進路実現に向けた相談・学
習支援 

・教育相談室における教育
相談への対応 

 

⑤
「
子
ど
も
夢
基
金
」
の
活
用 

 

 未来を担う子どもたちの夢の実現と
健やかな成長に資するため、「子ども夢
基金」を活用し、各種事業を実施しま
す。 

 

以下の事業の実施に要する
費用に対し基金を活用し実施
する。 

・名護市児童生徒の県外派遣等
に関する補助金交付事業（予
算１千円） 

・昔の森遊びを生かした森林体
験プログラム事業（予算 605

千円） 

・スポーツ団体等指導者講習会
（予算 300 千円） 

・名護市給付型奨学金給付事業
（予算 4,080 千円） 

 

・名護市児童生徒の県外派遣等
に関する補助金交付事業 

0 千円 

・名護市給付型奨学金給付事業 

 3,240 千円を基金より繰入 

 

（以下事業は他部署実施事業） 

・昔の遊びを生かした森林体験
プログラム事業 

605 千円を基金より繰入 

・スポーツ団体等指導者講習会 

 270 千円 

 

 

 

各種事業実施に必要な費用
に対し、子ども夢基金を活用
し、実施することができた。 

 

具体的事業内容については
個別にて検証。 

A 

以下の事業の実施に要す
る費用に対し基金を活用し
実施する。 

・名護市児童生徒の県外派
遣等に関する補助金交付
事業（予算１千円）必要に
応じて補正対応 

・昔の森遊びを生かした森
林体験プログラム事業
（予算 303 千円） 

・スポーツ団体等指導者講
習会（予算 300 千円） 

・名護市給付型奨学金給付
事業（予算 6,120 千円） 
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⑥
給
付
型
奨
学
金
の
実
施 

 

 意欲と能力がある若者が経済的理由
により、高等教育機関への進学を断念
することなく、平等に教育を受ける機
会を支援し、名護市への郷土愛と生ま
れ育った地域へ貢献する心を醸成する
とともに、特に、成績が優秀であり高等
教育機関へ進学後、更に勉学に専念で
きる環境を整え、優秀な人材を育成す
ることを目的として、名護市給付型奨
学金給付事業を実施します。 

 

・事業の周知（北部地区高等学
校へ郵送、HP 掲載：５月、
広報：６・７月） 

・奨学金給付希望者募集（６月
～７月） 

・審査会の実施（８月） 

・奨学生の内定（９月） 

・諸手続き（内定～３月） 

・奨学生の決定（翌年度４月） 

 

・令和２年度奨学生２名、令和
３年度奨学生４名へ毎月（25
日）給付 

 

・周知方法（市民便利帳、シン
ガク図鑑、螢雪時代、沖縄県
HP へ情報掲載） 

 

 

・事業の周知（北部地区高等学
校へ郵送、HP 掲載：５月、
広報：６月・７月） 

・奨学金給付希望者募集（６月
～７月） 

・審査会の実施（９月 22 日・
３月７日（追加）） 

・奨学生の内定（９月 29 日・
３月９日（追加）） 

・諸手続き（内定～３月中） 

・奨学生の決定（翌年度４月） 

・給付奨学生継続手続き（３月） 

 

・令和２年度奨学生２名、令和
３年度奨学生へ毎月（25 日）
給付 

 

・周知方法の拡大（市民便利帳、 

シンガク図鑑、蛍雪時代、沖 

縄県 HP へ情報掲載） 

 

 

 周知、募集については計画
的に実施することができた。 

 

 新型コロナウイルス感染症
拡大の状況もあり、オンライ
ンで審査会を行った。令和４
年度給付型奨学金については
当初３人の申込みであった
が、追加募集を行い、新たに
２人を給付型奨学金奨学生と
して内定したため、内定者数
は計５人となった。 

 

 令和２年度、令和３年度奨
学生に対する給付は計画通り
行った。 

 

周知方法については市民便
利帳のほか、シンガク図鑑な
どの情報誌等にも掲載し、幅
広く周知を行った。 

 

今後も同様の取り組みを継
続して行う必要がある。 

 

A 

 

【⑥について】 

・給付型奨学金についても、 

時期も含めて応募しやす 

いよう再検討の時期に来 

ているのではないか。 

・定員が埋まることは子ど 

もの夢の後押しになるの 

で２次募集は良いと思 

う。 

 

・事業の周知（北部地区高等
学校へ郵送、HP 掲載：５
月、広報：６・７月） 

・奨学金給付希望者募集（６
月～７月） 

・審査会の実施（９月） 

・奨学生の内定（10 月） 

・諸手続き（内定～３月） 

・奨学生の決定（翌年度４
月） 

 

・令和２年度奨学生２名、令
和３年度奨学生４名 

令和４年度小学生５名へ
毎月（25 日）給付 

 

・周知方法（市民便利帳、シ
ンガク図鑑、螢雪時代、沖
縄県 HP へ情報掲載） 

 

令和６年度 目標値 

 給付型奨学金給付人数 

【５人】 

令和３年度 目標値 

 

【５人】 

令和３年度 実績値 

 

【５人】 

令和４年度目標値 

 

【５人】 

 

⑦
児
童
生
徒
等
の
県
外
派
遣
費
の
一
部
補
助 

 

 名護市に所在する小学校及び中学校
の児童生徒等並びに名護市に所在する
県立高等学校及び高等専門学校の生徒
又は名護市に住所を有する児童生徒
が、運動競技会又は文化関係大会に参
加するため、県外又は県内の離島に派
遣される場合に大会派遣費の一部を補
助します。 

 

・全保護者への周知 

・市内小中学校及び北部地区高
等学校等への周知 

・補助金の交付 

・一括交付金の活用 

・保護者アンケートの実施 

 

・全保護者への周知（４月） 

・市内小中学校及び北部地区高
等学校等への周知（４月） 

・補助金の交付（４月～３月） 

（令和３年度実績） 

交付件数：９６件 

（令和２年度：２９件） 

・一括交付金の活用 

（令和３年度実績） 

交付件数：２４件 

（令和２年度：２件） 

・保護者アンケートの実施 

 

年度初めに学校を通して県
外派遣申請に係るチラシを配
付し、保護者へ周知を図った。 

 前年度に引き続き、新型コ
ロナウイルス感染症の影響に
より、中止となる大会等も見
られたが、前年度と比較して
交付件数は大きく増となっ
た。 

 

 保護者アンケートの結果か
ら、本補助金が児童生徒の成
長（人材育成）につながるも
のとして有意義であると回答
を得られている。 

 

 児童生徒の成長に資するこ
とができるよう、大会派遣に
係る費用の一部補助を行うた
め、学校及び保護者へ早めの
周知を図っていく必要があ
る。 

 

A 

 

・市内小中学校保護者への
周知 

・市内小中学校及び北部地
区高等学校等への周知 

・市ホームページ、市民のひ
ろばでの周知 

・要件を満たした全ての申
請に対して補助金の交付 

・一括交付金の活用 

・一括交付金事業に対する
保護者アンケートの実施 

令和６年度 目標値 

 大会派遣費補助交付決定 

【１００％】 

令和３年度 目標値 

 

【１００％】 

令和３年度 実績値 

 

【１００％】 

令和３年度 目標値 

 

【１００％】 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅰ-２-(３) 

学校給食の充実 

 

現状･課題 

 平成 30 年９月から実施している名護市学校給食事業について、子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、継続的に実施する必要があります。 
 新学校給食センターの建設については、現在建設計画中である第一学校給食センターの早期運用開始が求められているところですが、建設予定
地の地盤の一部が軟弱であることが判明し、建設地を再検討する必要があったため、スケジュールに大幅な遅れが生じています。 
 地産地消については、名護市産の食材のまとまった量を確保することが容易でないことや、他市や県内外の食材と比較すると割高であることか
ら、使用率が目標値を下回っている状況にあります。 主管課 (教)総務課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
名
護
市
学
校
給
食
事
業 

 

 幼児・児童生徒の食に関する正しい
理解と望ましい食習慣を養うととも
に、子育て世帯の経済的負担を軽減し、
安心して子育てができるよう、学校給
食の無償化を引き続き行います。 

 

・４月補助金請求 

・５月補助金受取 

・５月～３月 

各月の補助対象食材購入費
支出 

 

 

【予算額①】296,379,600 円 

 

【実績額②】228,038,464 円 

 

残額（①－②）68,341,136 円 

※残額は、名護市へ戻入 

 

６月の臨時休校、９・１月

の分散等の影響により、給食

提供日数が減ったため、残額

があったが、学校給食の無償

化を実施できた。 A 

【①について】 

・無償化の永遠の無償化を 

望むが、万が一無償化が

無くなった場合も常に想

定してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・農協と連携し、年間を通 

して何をどれくらい作れ 

ば農家さんも採算がとれ 

るのかなど検討してみて 

はいかがか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①について】 

・学校給食の無償化につい 

ては、名護市が先進地で 

あり、県内の無償化を牽 

引していることは特筆さ 

れる。 

・学校給食の無償化に係る 

事業ですが、休校、学級 

閉鎖、分散登校等の学校 

の個々の状況に応じて柔 

軟に給食の提供ができ、 

十分な取り組みができた 

と思う。 

・今後とも続けていくこと 

を希望する。 

 

【②について】 

・R7 年度に稼働できるよう 

に進行を望む。 

 

・４月補助金請求 

・５月補助金受取 

・５月～３月 

各月の補助対象食材購入
費支出 

 

②
学
校
給
食
施
設
の
再
整
備 

 

 名護市立学校給食施設再整備基本計
画（平成 21 年３月策定）に基づき、老
朽化が課題になっている学校給食施設
（５か所）を２か所に再編し、子どもた
ちにより安全・安心な学校給食の提供
を行います。 

 

・名護第一学校給食センターの
実施設計・造成設計の実施 

・名護第二学校給食センターに
おけるＰＦＩ方式等の事業
手法を検討 

 

・名護第一学校給食センターの
実施設計・造成設計の実施 

 

・沖縄地域 PPP/PFI プラット
フォーム 給食センター部
会へ参加し情報収集を実施 

 

 

名護第一学校給食センター
の建築実施設計及び造成設計
が完了した。 

令和４年度より工事着手も
予定しており、早急な施設整
備の実現に向けて、引き続き
関係課機関との調整を行う。 

 

 

A 

・名護第一学校給食センタ
ー造成工事着手 

 

令和６年度 目標値 

 学校給食施設の再整備 

【１施設】 

令和３年度 目標値 

 

・実施設計・造成設計の着手 

 

令和３年度 実績値 

 

・実施設計・造成設計の完了 

令和４年度 目標値 

・造成工事着手 

③
学
校
給
食
に
お
け
る
安
全
な
食
材
の
使
用
及
び 

地
産
地
消
の
推
進 

 

 安全な学校給食物資の納入が行われ
るよう、学校給食センターに給食物資
を納入する者の登録制度を引き続き実
施します。また、栄養士、栄養教諭を中
心に学校全体で食育に取り組むととも
に、関係機関と連携を図りながら、農産
物をはじめとした地元の食材を学校給
食に積極的に活用します。 

・学校給食納入業者登録制度運
用 

・毎月の献立表による情報提供
（食育、伝統や行事を含む郷
土料理、名護市産食材の表
記） 

・学校給食センター連絡会議
（年３回） 

 

・学校給食納入業者登録状況 

（登録業者 42 業者＜内名護 

市内業者：26 業者＞） 

 

・各学校給食センター栄養士が
献立表を作成し、各学校へ配
布 

 

・各学校において食育に関する
授業を実施 

 

・学校給食センター連絡協議会
にて地元食材使用状況を報
告、意見交換を実施 

 

 

新型コロナの影響により給
食提供日数の食材の使用量の
減にともない、食材キャンル
に柔軟に対応できる食材納品
業者（学校給食会）への食材
の発注が多くなったことによ
り名護市産食材の使用量も減
少した。特に羽地米の使用量
が令和２年度の約 12,000ｋ
ｇに対し約 4,000ｋｇであっ
たため、名護市産の食材使用
率が低下する状況となった。 

B 

・学校給食納入業者登録制
度運用 

・毎月の献立表による情報
提供（食育、伝統や行事を
含む郷土料理、名護市産
食材の表記） 

・学校給食センター連絡会
議（年３回） 

令和６年度 目標値 

 地元食材の使用率 

【２５％】 

令和３年度 目標値 

 

【２３％】 

令和３年度 実績値 

 

【１７.９％】 

令和４年度 目標値 

 

【２０％】 
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④
新
し
い
学
校
給
食
施
設
に
お
け
る 

時
代
に
即
し
た
学
校
給
食
の
検
討 

 

 新しい学校給食施設においてアレル
ギー対応の対象食材、除去食調理体制
の検討と調理及び配送の民間委託の検
討を行います。 

・他自治体や事業者へのヒアリ
ングを行う 

 

（アレルギー対応） 

読谷村第二調理場及び沖縄
市第三調理場を視察し、アレル
ギー対応の状況についてヒア
リングを実施。 

 

（民間委託） 

 給食業務の委託を請負う民
間事業者へのヒアリングを実
施。 

 

（アレルギー対応） 

沖縄市第三調理場（6000 食
規模）は毎日 20～30 食程度の
除去食対応を実施していた。 

読谷第二調理場については
アレルギー室は整備されてい
たが、アレルギー対応方針の
策定などに課題があり、活用
されていない状況であった。 

 

（民間委託） 

民間委託については業者へ
コストや委託の際のスケジュ
ール間等のヒアリングを行っ
た。 

B 

【④について】 

・第一学校給食センターの 

早期完成を願うところだ

が、民間委託計画にあた

っては児童生徒の給食の

安全を第一に慎重に計画

を進めてほしい。 

・アレルギー施設に関し、 

絵に描いた餅にならない 

よう準備を着実に、万全 

の体制で開始できるよう 

備えてほしい 

・アレルギー対応食品につ 

いては、現在は進化して 

いるのでより充実した給 

食の実現が見込めると思 

う 

・新学校給食センターに整
備予定のアレルギー除去食
の調理室に関し、栄養士な
どとも調整を図り、対応を
検討する。 

 

令和６年度 目標値 

 アレルギー対応の除去食調理可能な
施設 

【１施設】 

令和３年度 目標値 

 

・他自治体の給食施設の視察 

【２回】 

令和３年度 実績値 

 

・他自治体の給食施設の視察 

【２回】 

令和４年度 目標値 

・アレルギー除去食調理室
に係る調整【２回】 

総合評価  B A 
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具体的施策名 
Ⅱ-１-(１) 

文化財の保存及び普及・活用 

 

現状･課題 

 本市には多くの指定文化財（84 件）や埋蔵文化財（86 か所）が所在しています。（令和２年４月１日現在）自然や歴史・文化などの各地域に残
る文化財を保存するとともに、教育活動や地域づくりでの文化財の活用に向け、周知を図ります。 
 また、開発等に伴う文化財調査の実施体制強化及び出土遺物等の保存・活用の検討が必要です。 

主管課 文化課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
天
然
記
念
物
「
名
護
の
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」

の
保
全 

 

 倒木対策として平成 22 年度から 23

年度にかけ実施したフレーム支柱の設
置や平成 24 年度の土壌改良により、ひ
んぷんガジュマルの生育状況は安定し
ており短期的対策は成果を挙げていま
す。今後は、長期的対策として、ひんぷ
んガジュマルの生育環境の抜本的な改
善を行うための保全管理の検討を進め
ます。 

 

・定期観察（１回以上/月） 

・根鉢内の除草及び草刈り作業 

・伸長及び垂下枝等、道路交通
に影響を与える枝の剪定 

 
・日常的な管理として、根鉢内
の草刈り作業や着生植物（シ
ダ類）の除去作業を状況に応
じ実施。 

・定期的な観察の実施。 
・バスの運行等、道路交通に支
障のある垂下枝の剪定。 

 

 
 フレーム支柱の設置や土壌
改良後、ガジュマルの生育状
況は良好である。しかし、近
年、南根腐病による様々な樹
種の腐朽・枯死が県内で増加
している。樹木医や専門家か
らアドバイスをいただくな
ど、情報収集に努めるととも
に、継続観察が必要である。 A 

【施策全体について】 

・課題に対しての対応を行 

っている感じがする。も 

う少し、先をどうしたい 

のか、また、計画を再度 

見直して計画の再確認と 

変更など検討しても良い 

のではないか。 

・文化財等については、名 

護市民の宝であるため重 

責である。保全活動は難 

しい状況もあると思うが 

頑張ってほしい。 

 

 

 

 

【②④について】 

・引き続き工夫が必要であ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・埋蔵文化財の発掘調査等 

に係る業務が増大する 

中、大浦崎等の調査、公・ 

民への大量の照会にも大 

いに対応されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策全体について】 

・文化財の活用についても 

取り組みがなされてい 

る。学校でも地域でも活 

用が進むデジタル環境は 

整いつつあるので、映像 

等、引き続き普及につい 

ても検討していただくこ 

とを期待する。 

 

【①について】 

・ひんぷんガジュマルは名 

護市の顔になるものであ 

り、状況に応じて対応さ 

れている。 

 

 

【②について】 

・事業化するための課題を 

詰める必要がある。また、 

この文化財で本当に事業 

化（収益化）するために 

は、名護市街地の再開発 

まで考えた計画が必要か 

と考える。 

 

・取り組みや活動はなされ 

たと認識している。本事 

業のゴール（令和６年度 

の実施）やプロセスの見 

直しはあってもよいと思 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定期観察（月１回以上） 

・根鉢内の草刈り等 

・伸長及び垂下枝、枯死枝等
道路交通に影響を与える
枝の剪定 

令和６年度 目標値 

 ひんぷんガジュマルの長期的な保全
管理対策 

【着手】 

令和３年度 目標値 

 

・定期観察 12 回 
・除草作業 ６回 
・軽微な剪定 １回 

令和３年度 実績値 
 
・定期観察 12 回 
・除草作業 ６回 
・軽微な剪定 ２回 

令和４年度 目標値 

・定期観察 12 回 

・除草作業等 ６回 

・軽微な剪定 ２回 

②
重
要
文
化
財
「
津
嘉
山
酒
造
所
施
設
」 

公
開
活
用
推
進
事
業
の
実
施 

 

 平成 23 年度から 29 年度にかけて、
国指定重要文化財「津嘉山酒造所施設」
の保存修理事業を完了しました。同施
設は、沖縄に唯一残る戦前の木造泡盛
工場であり、沖縄を代表する文化施設
です。まちなか観光の拠点施設として、
便益施設や泡盛文化のガイダンス施
設、駐車場等の整備を行い、公開・活用
を図ります。 

 

・き損外塀の修復方法の 

検討 

・保存管理計画策定に向けた検
討 

・施設の点検 

 
・令和３年６月５日、車による
衝突事故にて正門右側の外
塀がき損。き損届を提出し、
県や文化庁の調査官から指
導・助言を得るなど、修復方
法の検討を行う。 

・雨天時における雨漏りの有無
点検の実施 

 

便益施設や駐車場の整備に
ついては、前年度と同様に管
理運営団体の目途がたたない
ことから進展がなく、事業化
できない状況である。 

車両の追突事故による外塀
のき損については、沖縄県や
文化庁と調整を図り、文化財
保存調査委員や専門家、所有
者を含めた修復方法の検討を
行い、文化庁へ「修理届」を
提出し了承を得た。令和４年
度に修復に着手する。 

 

D 

 

・まちなか観光拠点施設の
在り方の再検討。当初予定
していたガイダンス施設を
設けず、駐車場やトイレの
みを整備するなど、管理運
営者（団体）を必要としない
整備の在り方の再検討を行
う。 

・施設点検 

・草刈り作業等 

令和６年度 目標値 

 重要文化財「津嘉山酒造所施設」公開
活用事業の実施 

【完了】 

令和３年度 目標値 

 

保存管理計画策定に向けた現
状と課題の検討 

令和３年度 実績値 

 

保存管理計画の構成を確認 

参考事例の収集 

 

― 

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
存 

 

 市内には約 85 か所の埋蔵文化財が
所在しますが、その多くが表面踏査に
よる確認が主であったため、遺跡の範
囲と年代などの性格を把握する試掘調
査や発掘調査を実施します。 

 また、出土遺物や調査図面等の整理
作業を行い、保存・活用に努めます。 

 

・住宅建築等の開発行為に伴う
埋蔵文化財の有無照会に対
する調整及び回答。 

・必要に応じた埋蔵文化財の確
認調査（立会・試掘調査を含
む）の実施。 

・キャンプ・シュワブ内におけ
る試掘調査の実施。 

・大浦崎収容所跡（仮設橋梁設
置部）の記録保存調査の実
施。 

・長崎兼久遺物散布地発掘調査
報告書の発行。 

・安和与那川原遺跡の記録保存
調査の実施。 

・嘉陽上グスクの記録保存調査
の実施。 

 

 
・埋蔵文化財の有無照会に対す
る対応（公共・民間を含め 537
件） 

・埋蔵文化財の確認調査 29 件 
内訳：①立会調査 25 件 

    ②試掘調査 ４件 
・キャンプ・シュワブ内におけ
る試掘調査の実施 ４件 

・大浦崎収容所跡（仮設橋梁設
置部）の記録保存調査の実
施。 

・長崎兼久遺物散布地発掘調査
報告書を発行。 

・安和与那川遺跡の発掘調査終
了。 

・嘉陽上グスクの記録保存を目
的とする発掘調査の実施。 

 
 開発行為等に伴う埋蔵文化
財の有無照会が増加してい
る。照会地が、周知の埋蔵文
化財包蔵地の予想範囲内に位
置するのか、隣接地における
過去の照会や確認調査の実績
を確認しながら回答を行うと
ともに、必要に応じた立会調
査や試掘調査を実施した。 
 また、大浦崎収容所跡（仮
設橋梁設置部）の調査につい
ては、当初予定していた面積
の調査を実施できたが、対象
面積が増加する変更が生じた
ことから沖縄防衛局との調整
に多くの時間と労力を要し
た。 
安和与那川原遺跡の記録保

存調査については、令和３年

A 

・住宅建築等の開発行為に
伴う埋蔵文化財の有無照
会に対する確認・調整及
び回答。 

・必要に応じた埋蔵文化財
の確認調査（立会・試掘調
査を含む）の実施。 

・キャンプ・シュワブ内にお
ける文化財調査の実施。 

・嘉陽上グスク発掘調査に
係る資料整理作業の実
施。 
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度で現場における調査を終
了。令和４年度に資料整理及
び調査報告書を刊行する。 
 嘉陽上グスクの記録保存調
査については、当初の想定を
上回る遺物と遺構の量によ
り、令和３年度にて調査を終
えることができず、令和４年
度も継続して調査を実施する
こととなった。 
 埋蔵文化財の発掘調査や調
査実施に伴う調整業務が増大
している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑤⑥について】 

・直接対面した文化財の普 

及活動が厳しい中、資料 

製作、案内板設置業務等、 

コロナ禍でもできる事を 

計画的・積極的に努めて 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・各区や個人の持っている 

アナログデータをデジタ 

ル化する事業も考えてほ 

しい。 

・豊年祭については、過去 

二年間行われなかった 

が、今年度は規模を縮小 

して屋部区で行われるこ 

とは、地域の文化の継承 

にとって良いことであ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④
豊
年
祭
の
支
援 

 

 文化課では、市内各地の豊年祭の様
子を映像記録等で残しています。過去
の豊年祭の映像記録も多数保管されて
いますが、古くなり傷んでしまってい
たり、現在の機器では利用できないも
のもあるため、現在、それらのデジタル
化作業を進めています。今後は、これら
の映像資料を市民へ公開し、地域の伝
統文化の継承に生かします。 

 

・豊年祭の継続的な記録調査の
実施。 

・市民のニーズに応じた映像資
料等の貸し出し。 

 
・新型コロナウイルスの影響に
より豊年祭の実施がなく、記
録調査も未実施。 

・名護市社会福祉協議会への映
像資料提供。 

 

昭和 54 年から実施してい
る映像記録調査は、近年、３
ヵ所の豊年祭を記録している
が、令和２年度に引き続き、
令和３年度もコロナ禍により
実施実績なしであった。 

各区や市民のニーズに応じ
公開に努める。 

C 

・豊年祭等の継続的な記録
調査の実施。 

・市民、地域のニーズに応じ
た映像資料等の貸し出
し。 

⑤
文
化
財
の
周
知
及
び
普
及
・
活
用
の
促
進 

 

 現在、市内には国・県・市指定の文化
財が合せて 85 件あります（令和元年 12

月末現在）。区別にみると、指定文化財
が所在する区が 30 区、所在しない区が
25 区となっています。「すべての区に指
定文化財を！」を目標に、各区に残る貴
重な文化財を後世に残し、伝えていく
ために文化財指定し、周知及び普及・活
用を推進します。 

 
・指定文化財の適切な管理と保
護処置。 

・文化財指定に向けた調査の実
施。 

・地域めぐりや学校における教
育普及活動の実施。 

 
・「謝名城の高倉」及び「我部祖
河の高倉」蟻害対策のための
薬剤散布処置。 

・「済井出のアコウ」及び「屋我
地小学校のアコウ」枯死枝除
去。 

・「底仁屋の御神松」樹勢診断及
び施肥。 

・「名護小学校の『のぞみの像』」
表示プレートの製作設置。 

・「名護番所跡の石垣」の測量調
査の実施。 

・「安和区の歴史的まちづくり
事業」に係る標柱等の製作設
置業務支援 

 

 
指定文化財の所有者及び管

理者（個人や各区）と調整を
図り、保護処置等の支援に努
めた。 
出前授業などの教育普及活

動については、昨年度と同様
にコロナ禍の影響を受けた
が、市史編さん係や博物館係
と連携し、地域学習や平和学
習を実施した。今後も学校現
場からのニーズに対応すた
め、３係の連携・協力が必要
である。 
また、安和区が実施する歴

史的まちづくり事業において
は、指定文化財を含め地域の
拝所や泉を周知する案内板 2
基、誘導サイン 3 基、標柱 16
基の製作及び設置業務の支援
を行った。 

A 

 
・指定文化財の適切な管理
と保護処置。 

・文化財指定に向けた調査
の実施。 

・地域めぐりや学校におけ
る教育普及活動の実施。 

令和６年度 目標値 

 指定文化財の件数 

【９０件】 

令和３年度 目標値 

 

【８８件】 

令和３年度 実績値 
 

【８６件】 

令和４年度 目標値 
 

【８７件】 

 指定文化財が所在する区 

【３２区】 

 
【３１区】 【３０区】 

 
【３１区】 
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⑥
考
古
資
料
を
活
用
し
た
出
前
事
業
の
実
施 

 

 市内には、約 85 か所の埋蔵文化財
（遺跡）が確認されており、本市の歴史
や文化を紹介するため、市民を対象と
した講演会や見学会を実施してきまし
た。また、発掘調査により得られた資料
（遺物）の整理を行い、公開に努め、今
後も学校現場で出前授業を実施するな
ど、教育普及活動を推進します。 

 
・考古資料や過去の調査記 
録等の整理作業 

・展示会の実施 
・講演会の実施 
・出前授業の実施 

 
・考古資料や過去の調査記録等
の整理作業を実施 

・碇石のレプリカ製作 
・「なごしのいせき展～屋部地
区の埋蔵文化財～」のチラ
シ、展示パネル 40 枚の製作 

 R4．1/18～2/20 無期延期 
・講演会、講師招聘の調整 
 R4.1/29 中止 
・出前授業の実施 
 5/18 屋部中学校１年生 3 学
級 

 10/19 東江中１年生 3学級 

 
 展示会及び講演会の開催に
向け準備を進めていたが、新
型コロナウイルス感染症拡大
に伴う「まん延防止等重点措
置」により 1/12 に展示会及び
講演会の中止を判断した。 
 出前授業についても、影響
を受け目標値を上回ることが
できなかった。 

C 

【⑥について】 

・文化財の案内板やサイン 

等は、地域の人にとって 

大切なものであるという 

意識や理解のためにも必 

要であり、良いことであ 

る。 

 
・考古資料を活用した教育
普及活動の実施。 
・講演会や展示会の開催。 

令和６年度 目標値 

 考古資料を活用した出前授業の実施 

【５回】 

令和３年度 目標値 

 

【３回以上】 

令和３年度 実績値 
 

【２回】 

令和４年度 目標値 

 

【３回以上】 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅱ-１-(２) 

市民の市史づくり 

 

現状･課題 

 市史は、本編・資料編等、これまでに 19 巻中 14 巻が刊行されています。また、毎年「市史セミナー」や北部の高校生を対象とした「高校生と
ともに考えるやんばるの沖縄戦（戦跡めぐり）」の実施、字誌刊行の支援など、市史の普及活動にも取り組んでいます。 
 歴史的価値のある公文書について、収集・整理・保管を行っています。歴史的文書の重要性及びその取扱いについて、庁内へのさらなる周知強
化が求められています。 
 市史編さん事業は、令和４年度までに全巻を刊行する予定です。市史刊行終了後の資料（市史編さん資料及び歴史的文書資料）の管理と活用の
方法について、検討していく必要があります。 主管課 文化課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
市
史
の
刊
行 

 

 本市の歴史を編さんする事業で、「名
護市史刊行計画」に沿って、自然と人編
（第２部）、通史編、戦後生活史編、市
制 50 周年記念写真集、史資料叢書の刊
行と、名護やんばる大百科事典の Web

公開を実施します。 

 

・「自然と人Ⅱ」の刊行 

・「史資料叢書」の刊行 

・市史各編の調査及び原稿執
筆、編集作業 

・名護市史刊行計画の 

見直し 

 

・「自然と人Ⅱ」の刊行 

・「史資料叢書」の刊行 

・「戦後生活史」の調査及び原稿
執筆、編集作業 

・「名護やんばる大百科事典
Web 版」調査→新博物館の名
護大百科に統合する予定。 

 
「自然と人」の第２部を刊

行し、２部構成とした本編１
が完結した。これにより名護
市史刊行計画全 19 巻のうち
16 巻を刊行し終えた。 
また、毎年刊行を予定して

いる史資料叢書は、令和３年
度は「『琉球産業制度資料』に
みる名護・やんばる」を刊行
した。 
刊行計画の見直しについて

は、見直し項目の一つである
編さん事業終了後の市史の在
り方に関して、行政側で文化
課・博物館の組織機構変更の
決定に遅れが生じたため、見
直しの議論を行うことができ
ず答申に至らなかった。 
令和４年度の早い時期での

答申へ向けて、編さん委員及
び関係各所と調整を行う。 

A 

【施策全体について】 

・しっかり対応されていて、 

課題はあるかもしれない 

が、真摯に取り組んでい 

るのが凄く伝わる。 

 

【①について】 

・市史の刊行については、 

計画に従い鋭意製作に取 

り組まれていると思う。 

また、事業終了後のあり 

方、取り扱いについては 

後手にならないように早 

い時期からの着手が必要 

かと思う。 

 

 

 

 

【②について】 

・「高校生とともに考えるや 

んばるの沖縄戦」は、団 

体での実施を見直しし、 

ビデオ制作が需要がある 

と思う 

 

・是非実施できるよう前向 

きに検討して欲しい。 

【施策全体について】 

・市史編纂の膨大な作業や 

きめ細かな普及活動が適 

切にできており、十分に 

取り組みができていると 

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・フィールドワークやセミ 

ナーは Web 上で閲覧でき 

るようなコンテンツ化を 

お願いたい。今の状況で 

は集合して移動は無理な 

ので、コンテンツ化する 

ことで、現実に見学する 

よりも効果が落ちるとは 

思うが、それでも十分効 

果的な学習ができると思 

う。 

・コロナ禍であるが規模を 

縮小してもいいので高校 

生とともに考えるフィー 

ルドワークについても、 

ぜひ継続してほしい。 

各学校単位の平和学習に 

ついての周知や資料も作 

成されており、良い取り 

組みである。 

 

【③について】 

・歴史的な行政文書は、近 

い将来を目指して、閲覧 

公開が Web 上でも可能な 

ようにしてもらえると助 

かる。 

・「戦後生活史」編の刊行 

・「史資料叢書」の刊行 

・「名護やんばる大百科事典
Web 版」調査→新博物館
の検索システムへの情報
登録作業 

・市史各編の調査及び原稿
執筆、編集作業 

・名護市史刊行計画の見
直し 

令和６年度 目標値 

 名護市史の刊行 

（本編・別巻・資料編計１９巻） 

【１９巻】 

令和３年度 目標値 

 

 

【１７巻】 

令和３年度 実績値 

 

 

【１６巻】 

令和４年度 目標値 

 

 

【１７巻】 

②
教
育
普
及
活
動
の
推
進 

 

 平和学習の実施や市史セミナーの開
催、字誌づくりの支援、民話等の紙芝居
の制作など、市史編さん事業の成果を
市民に広報・普及する事業を実施しま
す。 

 

・第 26 回「高校生とともに考
えるやんばるの沖縄戦」フィ
ールドワーク（戦跡めぐり）
の開催 

・小中学生の平和学習について
は、要望に応じ対応する 

・市史セミナーの開催 

・民話等紙芝居の製作 

 

・「高校生とともに考えるやん
ばるの沖縄戦」フィールドワ
ーク及び市史セミナーは中
止。 

・平和学習の実施（名護小・あ
けみお学級・羽地中・名護高・
名護市教諭研究会・沖教組国
頭支部研修会・ほか市外小中
高校５か所） 

・民話紙芝居「怠け者の耕作当
（こうさくあたい）」を製作 

 
・フィールドワーク及び市史
セミナーについては、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防
止のため中止とした。コロナ
禍が長引く状況を踏まえ、開
催方法等について検討する必
要がある。 
 
・小中高各学校ごとに、要望
に応じて平和学習を実施し
た。 
 
・民話等紙芝居は、毎年製作
を行っており、市史事務所や
中央図書館にて貸し出しを行
っている。令和３年度の市史
事務所における貸し出しは
24 件。 

B 

・第 26 回「高校生とともに
考えるやんばるの沖縄
戦」フィールドワーク（戦
跡めぐり）の開催 

・小中学生の平和学習につ
いては、要望に応じ対応
する 

・平和学習に使用できる映
像のビデオ撮影 

・市史セミナーの開催 

・民話等紙芝居の製作 

令和６年度 目標値 

 平和学習（戦跡めぐり）の参加者 

【９０人】 

令和３年度 目標値 

 

【８０名以上】 

令和３年度 実績値 

 

【中止】 

令和４年度 目標値 

 

【８０名以上】 

 市史セミナーの参加者 

【７０人】 

 

【５０人以上】 

 

【中止】 

 

【５０名以上】 

 民話等紙芝居の制作 

【２６組】 

 

【２１組】 

 

【２１組】 

 

【２２組】 

③
歴
史
的
文
書
の
収

集
・ 

整
理
・
保
存 

 

 歴史的文書の適切な収取・整理・保存
に取り組み、市史編さん資料として活
用します。 

 

・各課の廃棄簿冊の中から歴史
的文書を選定し、収集・保存
する。 

・旧源河小学校へ移動させた資
料の目録づくりを進める。 

・公文書及び歴史的文書の取り
扱いについて、総務課と調整
を行う。 

 

各課の廃棄簿冊を確認し、歴
史的文書を選定・収集した。 

 

選定・収集については、例
年どおり実施できた。 

歴史的文書の収集を含めた
公文書の取扱いについては、
今後、本庁総務課との調整が
必要。 

A 

・各課の廃棄簿冊の中から
歴史的文書を選定し、収
集・保存する。 

・旧源河小学校へ移動させ
た資料の目録づくり及び
デジタル化業務を実施。 

・公文書及び歴史的文書の
取り扱いについて、総務課
と調整を行う。 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅱ-１-(３) 

新博物館建設と博物館活動の充実 

 

現状･課題 

 旧名護市役所を改築した現名護博物館は築 60 年が経過しており、老朽化による雨漏り等、様々な課題が生じています。また、身障者等に対応
した設備機能や市民の活動スペースが不足しており、多くの利用者から求められるニーズに十分対応できておらず、付帯施設については敷地が狭
く駐車場が不足しており、修学旅行生等の団体利用者の受入が困難となっております。開館から 35 年が経過し、収集した資料の保管場所も不足
しております。これらの課題を解決し、多様化した利用者のニーズに応えるため、新博物館建設と博物館活動の充実に取り組みます。 

主管課 博物館  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
新
博
物
館
建
設
の
推
進 

 

 名護・やんばるの自然や歴史・文化に
関する情報や資料を収集・保存・発信
し、総合的なガイダンス拠点及び学び
の場となる新博物館を整備します。 
 平成 30 年度は、基本設計、造成設計、
用地測量及び不動産鑑定を実施しまし
た。 

令和元年度から３年度にかけては用
地購入、実施設計、造成工事及び建築工
事、展示制作等を実施します。 

工事完了は令和４年３月末、新博物
館開館は令和４年10月ごろを予定して
います。 

 
＜令和２年度繰越事業＞ 
・ワークショップ棟の建築 

(令和３年８月完成予定) 
・古民家棟の建築（令和３年 12
月完成予定） 

・本館の建築（令和４年１月完
成予定） 

 
＜令和３年度事業＞ 
・屋外整備工事 
・展示制作委託業務 
・やんばる歴史文化保存活用委
託業務 

・備品購入 

 
＜令和２年度繰越事業＞ 
・建築工事（博物館棟、ワーク
ショップ棟、古民家棟） 

 

＜令和 3 年度事業＞ 

・外構工事 
・展示制作委託業務 
・備品購入 
・やんばる歴史文化保存活用委
託業務 

 

＜その他＞ 

・管理運営実施計画の作成 

 

≪成果≫ 

ワークショップ棟、古民家
棟が完成した。博物館棟につ
いては、前年度からの繰越要
因となった法面崩壊の対策工
事を完了し、建築工事を再開
した。備品購入については、
建物完成前に購入可能なもの
を選定し実施した。管理運営
実施計画について収支等の予
測を盛り込んだ素案を完成さ
せた。 

 

≪改善点など≫ 

建築工事は、東側法面崩壊
に起因して損傷した基礎杭を
新設する必要を生じ、事業中
断を余儀なくされたことか
ら、事故繰越となった。 
この影響を受け、博物館棟の
建築工事が完了しないと実施
が困難な展示制作、備品購入
の一部が繰越となった。さら
に、コロナ禍および沖縄近海
への軽石漂着の影響を受け、
やんばる歴史文化保存活用業
務の一部（ドローン撮影）を
中止とし、その他は繰越とな
った。 

関係部署並びに施工業者と
の連携を密にし、補助事業（沖
縄北部連携促進特別振興事
業）の事業期間内での事業完
了を目指す。 

 

B 

【施策全体について】 

・非常に楽しみな施設であ 

る。しっかりと計画通り 

予算達成を目指して欲し 

い。 

・新館のオープン楽しみに 

しているので、多くの 

皆様に見て知っていただ 

けるよう、情報発信を徹 

底していただきたい。 

 

 

【①について】 

・新博物館開館に向けて各 

種資料の準備製作によく 

取り組まれている。但し、 

まだ足りない作業も見え 

てきている。新館オープ 

ンが希薄にならないため 

にもより計画的に急ぎ進 

めていただきたい。 

・ドローンでの壮大な風景 

は是非見てみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①について】 

・新博物館開館に向けて十 

分な取り組みができてい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜令和３年度繰越事業＞ 
・屋外整備工事 
(令和 4年 11月完成予定) 

・やんばる歴史文化保存活
用委託業務 

（令和 4 年 7月完成予定） 
・展示制作委託業務 
（令和 5 年 2月完成予定） 
・備品購入 
（令和 4 年 10 月完成予定） 
 

令和６年度 目標値 

 新博物館の建設 

【令和４年度に開館予定】 

令和３年度 目標値 

 新博物館建設工事の完了 
令和３年度 実績値 

【完了】 
・建築工事（ワークショップ棟、 

古民家棟） 

 

【事故繰越】 
・建築工事（博物館棟） 
 

【明許繰越】 
・展示制作委託 

・備品購入 
・やんばる歴史文化保存活用委 

託 
 

令和４年度 目標値 

 新博物館建設事業（屋外
整備・委託業務・備品購入）
の完了 
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②
博
物
館
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
管 

 

 名護博物館のテーマである「名護・や
んばるの生活と自然」に関する資料を
継続して収集・保存します。また、新博
物館建設に向けて、現在収蔵している
資料及びそれに付随する情報の記録・
整理を進めるとともに、適切に保存・管
理を行います。 

 
・資料の収集・整理・保管 
・利活用の促進 
 
「なごはくサポーター」制度

を開始し、資料の整理、データ
入力による登録作業等を進め
る。 
 旧源河小学校に保管してい
る資料の整理を進めるととも
に、先に完成予定のワークショ
ップ棟から使用を開始し、資料
整理をする。 
 「やんばる大百科データベー
ス」の公開を開始する。 

 

収集、寄贈、購入等により、
分野ごとの資料を収集し、整
理、登録した。 

 

＜自然史資料＞ 
収集・標本作製当を行ったほ

か、展示レプリカを 11 点制作
した。 

 

＜民俗資料＞ 
校章ピンバッチやオリオン

ビール資料の寄贈があった他、
未登録資料の整理・登録を行っ
た。 
 

＜美術工芸資料＞ 
やんばるの風景や人々の生

活、九州沖縄サミットの様子な
どを撮影した写真など 7 件 181
点が寄贈され登録を行った。 
＜データベース入力＞ 

博物館・美術館事業に特化し
たクラウド型収蔵品管理シス
テムへのデータ入力作業を進
めた。 

 

＜なごはくサポーター＞ 

新博物館開館および開館後
の活動をより充実させるため、
募集登録制のボランティア制
度を開始した。令和 3 年度は 23

名を登録した。標本作製、資料
整理、資料デジタル化、新館敷
地の植生調査などを行った。 

 

 

≪成果≫ 

クラウド型収蔵品管理シス
テムにより、データベースの
入力作業を進めた。また、簡
易的な内容を紹介する「名護・
やんばる大百科ミニ」を公開
した。サポーター等の協力も
得ながら、標本作製、未整理
資料の整理・登録作業等を進
めることができた。 

 

≪改善点など≫ 

資料のデータ登録作業を進
めているが、検索可能なデー
タベースとしての公開には達
していない。継続的な登録作
業を進め、早期の公開を目指
す必要がある。 

A 

【②について】 

・資料の収集整理保管をし

っかりやっており、新館建

設に向けてみなさんが気持

ちを一つに取り組まれてい

ると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・コロナ禍でイベント、出 

前事業が縮小した事は致 

し方ない。しかし、今か 

らアフターコロナを見越 

した事前の取組について 

検討し、早期に行動計画 

を進める必要があるよう 

に思う。 

【②について】 

・なごはくサポーター登録 

者も増え、地域で名護博 

物館に愛着を持つ人が増 

えているように感じる。 

映像やデータベースコン 

テンツ等の活用が期待で 

きることから、ソフト事 

業に対する予算措置が継 

続してできるとよいと思 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・博物館活動の充実につい 

ては、学校より依頼のあ 

った自然観察会等が 6 回 

実施されており、学校へ 

の周知も図られている。 

今後コロナ禍が解消され 

たら新博物館も完成し、 

さらなる充実が望まれ 

る。 

・別の施策とも関連するが、 

オンラインでの学習会の 

参加者からの評価も今後 

の参考にしてほしい。 

 
・資料の収集・整理・保管 
・利活用の促進 

 

 9 月に新博物館の建物が完
成することから、新博物館
で展示予定の資料について
最優先で作業を進める。 

引き続き「なごはくサポ
ーター」等の関係者の協力
も得ながら、整理、クリーニ
ング、保管、搬送等の作業を
行う。 

 データベースの公開に向
けて、データの登録ととも
に、公開するにあたっての
諸条件の整理を進める。 

令和３年度 目標値 

登録資料数 

【３２，０００点】 

令和３年度 実績値 

登録資料数 
  【３２，７３１点】 

※自然史(340 点)、民俗資料
(765 点)、美術工芸資料(181
点)の合計 1，286 点を収集、
追加登録 

 

令和４年度 目標値 

移送資料点数 

 【２，５００点】 

 

 今年度は、資料の新規登
録ではなく、新博物館への
資料移送を優先する。現博
物館の展示資料について新
博物館への移送を完了す

る。 

③
博
物
館
活
動
の
充
実 

  

新博物館開館後の活動については、
学校や北部の博物館、その他の関係機
関や団体等との連携を推進し、学習活
動をはじめ、より充実した相乗効果の
高い事業実施を展開します。広い敷地
を活用した体験講座の実施、また新館
では修学旅行生や団体客などの受け入
れも可能となることから、市民だけで
なく観光客も対象とした講座の企画な
ど、より多くの方が参加できるような
活動を目指します。 

 
 新館建設業務に負担のかか
らない範囲で出前授業等の一
部学習支援活動は継続して実
施する。 
 これまでの広報誌、博物館
HP、ブログ以外でも、SNS（イン
スタグラム、フェイスブック、
ツイッター、ノート）を利用し、
博物館情報を発信する。 

 

令和 3 年度は、コロナ禍のた
め多くのイベント等を中止し
たが、感染状況の増減を鑑みて
実施可能なものは一部実施し
た。 

 

＜中止した活動＞ 

・ぶりでぃ子ども博物館 

・博物館講座（野鳥観察会、夏
休みの子ども対象講座等） 

・イベント出展 

・自然観察会等イベント講師 

派遣 

 

＜実施した講座等＞ 

・セイタカスズムシソウ学習会
（オンライン） 

 

≪成果≫ 

コロナ禍の影響および新博
物館建設に伴い、前年度に引
き続き活動は縮小して行っ
た。 

 学校より依頼のあった出前
授業については、対面以外に
リモートも併用して可能な範
囲で実施した。with コロナを
踏まえて、オンラインの学習
会も実施した。 

 博物館活動および新館建設
関連の情報は、市民のひろば、
ブログ、ラジオ出演等を通し
て発信した。 

 

 

A 

新館建設業務に負担のか
からない範囲で出前授業等
の一部学習支援活動は継続
して実施する。 
 情報発信については、広
報誌、博物館 HP、ブログを
活用するほか、SNS（インス
タグラム、フェイスブック、
ツイッター等）による周知
を計る。また、博物館活動の
サポーターの輪を拡げるこ
とで、各種媒体等における
情報発信の機会を積極的に
獲得する。 
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＜学習支援活動＞ 

・社会科の授業での民具等の貸
出：1 件（1 校 3 点） 

・戦争資料の貸出：4 校 

・自然観察会等の出前授業の受
入：12 回（6 校）うち 1 回は
オンライン 

 

＜その他連携等＞ 

・県内外の他館展示会、テレビ
番組制作、研究等のための資
料貸出（5 件） 

・ALL やんばる学びのまちプ
ロジェクトによる「海のキッ
ズドクター育成プロジェク
ト」への参加 

・日本スローフード協会、やん
ばる食文化フェスに関連し
たフーヌイユ漁調査、絵本製
作協力 

・NHK 朝ドラ「ちむどんどん」
への資料提供等 

 

 

≪改善点など≫ 

新館建設による休館のタイ
ミングとコロナ禍が重なった
ため、他館が経験したコロナ
禍における館運営の課題の検
証や感染対策のノウハウ等が
十分蓄積されていない。新館
オープン後の with コロナま
たはアフターコロナを見据
え、より効果的な活動方法を
検証していく必要がある。 

また、情報発信方法につい
て従来の方法に加えて SNS

を活用するための準備を進め
ているが、積極的な発信には
至っていない。新館オープン
に向けて、早急に体制を整え
る必要がある。 

令和６年度 目標値 

 入館者数（人） 

【３０，０００人】 

令和３年度 目標値 

 

― 

令和３年度 実績値 

 

― 

（R１年度より常設展示公開終
了） 

 

令和４年度 目標値 

 

― 

（R１年度より常設展示公
開終了） 

 

 講座参加者数（人） 

【７５０人】 

 

― 

― 

（新型コロナにより中止） 

― 

（新型コロナにより中止） 

 学習支援活動実施数（回） 

【８５回】 

学習支援活動等実施数 

【１０回】 

学習支援活動等実施数 

【１７回】 

学習支援活動等実施数 

【１０回】 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅱ-２-(１) 

市民に開かれた利用しやすい図書館運営 

 

現状･課題 

 平成 27 年１月より、市民より要望の多かった開館時間の延長と祝日開館を実施しています。 
 平成 30 年３月に策定された「名護市子どもの読書活動推進計画」において、ブックスタート*事業を図書館の取組の一つとしていますが、市民
からの問い合わせも多く、早期に開始する必要があります。 
 子どもから大人まで、名護市や沖縄県など郷土についての調査研究をする市民の要望に応えるため、継続的に郷土資料の充実を図る必要があり
ます。 
 また、図書館の施設、設備においては経年劣化や老朽化などが見られるため、計画的な修繕の実施等の適切な維持管理が必要です。 主管課 中央図書館  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 

当該年度事業計画 取組内容 検証 
自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
実
施 

 

 図書館の資料を用いて市民の調べも
ののサポートをするレファレンスサー
ビス*の充実を図るため、資料の選定、
購入及び郷土資料の購入を継続的に行
います。また、レファレンス研修を行
い、職員のスキルアップを図ります。 

 

・参考図書、郷土資料の購
入、郷土寄贈資料の受入（随
時） 

 

・参考図書購入冊数 140 冊 

・郷土資料購入冊数 1007 冊 

 

・臨時休館や利用制限の中で
でも可能な限りレファレン
スを行うことができた。 

 

・参考図書、郷土資料の収集
も継続的に行うことができ
た。 

A 

【施策全体について】 

・with コロナという面は当 

面変わらないはず。コロ 

ナのせいにしないよう目 

標を設置してほしい。 

・全体的に横の連携が取れ 

ていないような気がす 

る。もう少し色んな形で 

統計を取り、全体を少し 

でも把握したほうが良い 

のではないか。関連する 

ボランティアの方々も連 

携を取れるともっとなに 

かができないかと感じ 

る。 

・新型コロナが繰り返し表 

出する中、目標値の設定 

や計画を立てるのは難し 

いと思うが、その中でも 

できる事のアイディアを 

もっと模索してはどう 

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策全体について】 

・全体として、コロナの状 

況で色々な事に良く取り 

組まれていると感じる。 

今後も対策を行った上で 

頑張ってほしい。 

・感染症の影響で休館やサ 

ービス制限をせざるを得 

ないが、営業日数に対し 

て目標を達成したと言え 

る理由を示す等、丁寧な 

検証を望む。 

・多くの市民に図書館や本 

に興味を持っていただけ 

るように、オンラインの 

活用等、引き続き検討を 

していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考図書、郷土資料の購
入、郷土寄贈資料の受入
（随時） 

 

令和６年度 目標値 

 レファレンス件数 

【３，０００件】 

令和３年度 目標値 

レファレンス件数 

【１，５００件】 

令和３年度 実績値 

レファレンス件数 

【９５８件】 

令和４年度 目標値 

レファレンス件数 

【１，５００件】 

②
学
校
司
書
と
の
連
携 

 

 学校司書研修会に参加し、学校図書
館と連携を図るとともに、市内小中学
校のベストリーダー*紹介を継続的に
行えるようにします。また、学校司書と
協同で作成した名護市推薦図書リスト
を見直し、改訂版を作成するとともに、
授業に関連した図書の貸出を行いま
す。 

 

・市内小中学校のベストリー
ダー紹介 

・学習支援資料の貸出 

 

・学校司書研究会との連携 

・各学校毎に必要な資料の提供 

・学習支援関連の資料提案 

 

・学校司書研究会との研修会
では、情報交換やリサイクル
本の譲渡を行うことができ
た。 

 

・感染症拡大防止のため、授
業に関連した貸出依頼は例
年に比べ少なかったが、学校
司書が窓口となって積極的
に公共図書館を活用してい
る。 

A 

・市内小中学校のベストブ
ックの館内掲示。 

・学習支援資料の紹介 

・団体貸出の推進 

令和６年度 目標値 

 学校からの貸出依頼件数 

【１００件】 

令和３年度 目標値 

学校からの貸出依頼件数 

【６０件】 

令和３年度 実績値 

学校からの貸出依頼件数 

【３５件】 

令和４年度 目標値 

学校からの貸出依頼件数 

【６０件】 

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会
の
継
続 

 

 乳幼児向けのおはなし会に加え、高
齢者向けのおはなし会を開催します。 

 また、ボランティアを対象とした読
み聞かせスキルアップ講座等を開催し
ます。 

 

・乳幼児向けおはなし会の再開 

 

・感染症感染拡大防止のた
め、ボランティアによるおは
なし会は休止としたが、職員
によるおはなし会を１回開催 

 

・感染症対策を取りながら、
感染が落ち着いた 12 月に職
員によるおはなし会を実施
した。 

B 

・ボランティアによるおは
なし会の再開。 

令和６年度 目標値 

 おはなし会参加者数 

【２，０００人】 

令和３年度 目標値 

おはなし会参加者数 

【５０人】 

令和３年度 実績値 

おはなし会参加者数 

【１８人】 

令和４年度 目標値 

おはなし会参加者数 

【５０人】 
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④
市
民
の
要
望
に
考
慮
し
た 

講
座
や
講
演
会
の
開
催 

 

 一般向けの本の装備（シール式ブッ
クカバーのかけ方等）講座や中高年層
を対象とした音読講座を開催します。
また、郷土に関する講座、講演会を開催
します。 

 

・感染症対策を考慮した図書館 

主催事業の再開。 

 

・新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため開催なし。 

 

 

・感染症拡大防止の観点か
ら、講座や講演会の開催を断
念せざるを得なかった。 

・感染症対策を講じながら進
められる企画を検討したい。 

C 

【④について】 

・市の子供読書指導員の活 

用について計画的・積極 

的活用に努めていただき 

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑤について】 

・事業の本来の意義を見直 

してほしい。 

【④について】 

・対面でないと難しいのか 

もしれないが、コロナ対 

策のために Web での開催 

も考えてはどうかと思 

う。 

・乳幼児検診とブックスタ 

ート事業の取り組みを別 

にしているので、当初の 

趣旨と照らし合わせ再度 

どちらがいいのか検討が 

必要である。 

・感染症対策を考慮した図
書館主催事業の開催。 

令和６年度 目標値 

 講座・講演会等の開催数 

【８０回】 

令和３年度 目標値 

講座・講演会等の開催数 

【１回】 

令和３年度 実績値 

講座・講演会の開催数 

【０回】 

令和４年度 目標値 

講座・講演会等の開催数 

【４０回】 

⑤
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実
施 

 

 赤ちゃんとその保護者が絵本を通し
てふれあいの時間を楽しめるよう、ブ
ックスタート事業を開始します。 

 

・ブックスタート用図書の購
入 

・ブックスタート実施 

（読み聞かせの再開） 

 

・１１月、１２月、３月は読み
聞かせ実施 

・感染症拡大防止対策のために
絵本引き換えのみ実施した
月もある。 

・読み聞かせボランティア 3 名 

 

・ブックスタートは、対象が
限定されており、引換券に
よって参加者の確認もでき
るため、感染症拡大防止対
策を行ったうえで実施する
こととした。 

・ブックスタートを機に利用
カードの登録を希望する方
に案内を行うことができ
た。 

A 

・ブックスタート用図書の
購入。 

・ブックスタート実施と、
感染症対策を考慮した読み

聞かせの実施。 

令和６年度 目標値 

 ブックスタート参加組数 

【３００組】 

令和３年度 目標値 

ブックスタート参加組数 

【２００組】 

令和３年度 実績値 

ブックスタート参加組数 

【１８７組】 

令和４年度 目標値 

ブックスタート参加組数 

【２００組】 

⑥
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理 

 

 施設・設備の経年劣化や老朽化が見
られるため、計画的な修繕の実施等の
適切な維持管理を行います。 

 

急を要する箇所の修繕を実
施 

 

・高圧受電盤設備機器の取替え
修繕 

 

・業者との日程調整や庁内関係
課への連絡等 

 

・トラブル等もなく修繕を行
えた 

A 

急を要する箇所の修繕を実
施 

・トイレの配管水漏れ修繕 

・ＡＶホール観覧席ローラ
ー修繕 

 

 

中長期的な視野に立ち修繕
を要する箇所については、
予算確保等、計画的に実施 

・１階・地階の自動ドアセン
サー機器の取替え修繕 

 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅱ-２-(２) 

全市域の市民へ公平なサービスの提供 

 

現状･課題 

 移動図書館サービスは、がじまる号が保育園、学校、公民館等を定期的に巡回し、図書の貸出を行っており、好評を得ています。そのため、保
育園から、新規の巡回希望があります。 
 羽地地区センター図書室の利用が減少傾向にあります。 

主管課 中央図書館  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

 

 毎年、サービスポイント*の見直しを
行い、移動図書館サービスを継続的に
実施します。 

 また、魅力のある特集コーナー作り
や、夏休み期間にサービスポイント未
設置の公民館等への特別巡回を実施し
ます。 

 

・サービスポイント及び巡回日
程の見直し 

・感染症対策を取りながら、利
用制限を緩和する 

 

・感染症拡大防止対策を取りな
がら巡回を実施。 

・巡回先と連携を取りながら利
用制限を緩和した。 

 

 

・移動図書館車の庫内は密に
なるため、制限を設けなが
ら各サービスポイントの担
当者と連携して感染症対策
を徹底し運行した。 

・貸出件数は目標値に届かな
かったが、コロナ過でも利
用者の要望に応じるよう努
めることができた。 

A 

【施策全体について】 

・全体的な取り組みとして 

素晴らしいと思う。羽地 

支所を是非モデルケース 

として水平展開してほし 

い。今後においては書籍 

デジタル化し、貸し出す 

ということの推進もよい 

のでは。 

 

【①②について】 

・コロナ禍でもこれだけの 

巡回を実施し貸出が出来 

たということは地域の需 

要の高さを感じる。これ 

からもサービスの向上を 

目指し継続を願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・コロナ禍の中、工夫して 

開館し、来館数がグッと 

伸びたこと素晴らしく思 

う。電子図書が実現する 

ともっと利用者が増える 

ことは間違いないと思 

う。 

・羽地センターにおいては、 

減少を課題としながらも 

目標を上回ったことは評 

価できる。コロナ後も継 

続できるよう努めたい。 

 

【施策全体について】 

・引き続き、がじゅまる号 

や羽地地区センター図書 

室、セット貸出等、広く 

本に親しむ機会を提供し 

ていただけることを期待 

する。 

 

 

【①について】 

・サービスポイントの見直 

しは、住民や学校からの 

要望と貸出冊数で見直し 

を行っており、有効活用 

がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③について】 

・目標数に対し実績値が多 

くなっているが、その理 

由はどのように分析され 

ているのか。利用する人 

の増加が維持できるよう 

に頑張ってほしい。 

・羽地地区センター図書館 

の利活用は地域にあった 

特集を組み実施している 

ので特筆できる。 

・サービスポイント及び巡
回日程の見直し。 

・感染症対策を取りながら、
利用制限を緩和する。 

令和６年度 目標値 

 がじまる号貸出件数 

【５０，０００冊】 

令和３年度 目標値 

がじまる号貸出件数 

【４０，０００件】 

令和３年度 実績値 

がじまる号貸出件数 

【３４，８６６件】 

令和４年度 目標値 

がじまる号貸出件数 

【４０，０００件】 

②
自
治
公
民
館
、
企
業
へ
の 

セ
ッ
ト
貸
出
の
推
進 

 

 毎年、セットの本の入れ替え及びセ
ット貸出希望団体の募集を行い、継続
的に実施できるよう努めます。 

 

・セット貸出団体新規募集及び
サービスポイントでのセッ
ト貸出推進 

・基本セット以外のテーマ 

やシリーズセットの作成 

及び貸出 

 

 

・７か所のサービスポイント団 

体にセット貸出を実施。 

 

・サービスポイントの団体が
利用しやすいテーマやシリ
ーズのセット内容で貸出す
ることができた。 

・利用者からの要望に応じた
セットも作成した。 

A 

・セット貸出団体新規募集
及びサービスポイントで
のセット貸出推進。 

・基本セット以外のテーマ 

やシリーズセットの作成 

及び貸出。 

 

令和６年度 目標値 

 セット貸出ステーション数 

【１０か所】 

令和３年度 目標値 

セット貸出ステーション数 

【８か所】 

令和３年度 実績値 

セット貸出ステーション数 

【７か所】 

令和４年度 目標値 

セット貸出ステーション数 

【７か所】 

③
羽
地
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
充
実 

 

 継続的な資料の購入及び配架の見直
しを行います。また、魅力のある特集コ
ーナー作りをし、資料提供を行うとと
もに、利用促進につながるようなイベ
ントを開催します。 

 

・羽地図書室用資料の購入及
び資料の入れ替え 

・多彩なテーマの特集コーナ
ーの設置 

 

 

・臨時窓口の設置や予約図書を
受け付ける等で感染症拡大
防止対策を取りながらサー
ビスの提供を実施した。 

・感染症拡大防止のためイベン
トは実施しなかった。 

 

・新型コロナウイルス感染症
の影響で来館者や貸出は減
るかと思われたが、実績数
が目標値を上回り、前年度
実績も上回った。 

・イベントの開催はなかった
が、特集コーナーを工夫し、
地域の施設として利用者の
ニーズに応じた本の紹介に
努めた。 

A 

・羽地図書室用資料の購入
及び資料の入れ替え。 

・多彩なテーマと、地域の
特性にあった特集コーナ
ーの設置。 

・本館と連携した利用促進
につながるイベントの共
同開催。 

 

令和６年度 目標値 

 羽地図書室来室者数 

【１，０００人】 

令和３年度 目標値 

羽地図書室来室者数 

【１，５００人】 

令和３年度 実績値 

羽地図書室来室者数 

【１，９４２人】 

令和４年度 目標値 

羽地図書室来室者数 

【２，０００人】 

 羽地図書室貸出件数 

【８，０００冊】 

羽地図書室貸出件数 

【５，５００件】 

羽地図書室貸出件数 

【６，８５９件】 

羽地図書室貸出件数 

【７，０００件】 

総合評価  A A 
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具体的施策名 
Ⅱ-３-(１) 

芸術文化の振興 

 

現状･課題 

 芸術文化は、人々の生活に楽しさや癒し、感動など心に潤いとゆとりをもたらしてくれます。市民が身近に芸術文化に触れる機会をつくるため、
「鑑賞型事業」「体験型事業」「育成型事業」等の幅広い分野の事業を展開し、潤いと活力あるまちづくり実現のため芸術文化活動の促進に努めて
います。また、アウトリーチ*事業として学校や福祉施設等へ出向き、優れた舞台芸術に直接触れる機会をつくり、豊かな感性を育むとともに芸術
への関心度を高める環境づくりにも力を入れています。なお、自主文化事業開催後にアンケートを実施しており、要望・意見などを業務（事業）
改善のための貴重なデータとして活用し、芸術文化の創造・発信に役立てています。 主管課 地域経済部 文化スポーツ振興課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
地
域
の
芸
術
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開 

 

 芸術文化の創造、交流、発信の拠点と
して市民会館の管理・運営の充実を図
り、魅力ある文化施設の運用に努めま
す。また、市民が身近に芸術文化に触れ
る機会をつくるため、幅広い分野の芸
術文化事業の企画、運営を行い、文化活
動の提供、地域の若手芸術家の育成な
ど、豊かな文化の裾野をひろげ、魅力的
で活力あるまちづくりを目指します。 

 

・県内の新型コロナウイルス感
染状況を見極め、芸術文化の
再開に向け、工夫を凝らしな
がらアイディアを出し合い、
出来ることから取り組みを
していきたい。 

  

・美ら島おきなわ文化祭 2022

に向けた事業実施計画及び
予算確保。和歌山県先催地視
察。 

 

・沖縄県と連携を図り、美ら島
おきなわ文化祭プレイベン
トの実施。 

 

・宝くじ文化公演「海援隊トー
ク＆ライブ」 

  

・やんばるフォーク愛好家ミニ
コンサート 

 

・県内アーティストによる「若
者応援ライブ」 

 

・市民参加型企画 

 「創作ダンス公演」等 

 

・美ら島おきなわ文化祭 2022

名護市実行委員会設立 

 開催に向け、関係機関及び関
係団体と調整を始めた。 

・わかやま文化祭視察(10 月) 

・名護市で実施する文化祭事業
計画案策定・予算編成・令和
4 年度予算決定 

 

・県主催のプレイベントに参
加。美ら島おきなわ文化祭
2022 横断幕・開催告知用ス
テッカー作成。 

 

・宝くじ文化公演「海援隊トー
ク＆ライブ」中止 

・やんばるフォーク愛好家ミニ
コンサー 中止 

・県内アーティストによる「若
者応援ライブ」『かりゆし 58』
中止 

 

・市民参加型「創作ダンス公演」 

 コロナ禍により縮小して 

 ワークショップ開催 3 回 

 「創作ダンス公演」１回実施
した。 

 

コロナ禍の中、感染防止対
策を講じながら事業を遂行し
ようとしたが、緊急事態宣言
やまん延防止期間にあたり、
公演集客や公演に向けた稽古
などが厳しいと関係団体と調
整し判断した。 

 

宝くじ文化公演「海援隊ト
ーク＆ライブ」に関しては、3

ヶ月前からチケット発売し、
全席（500 席）完売状態であ
った。中止決定後、適切に払
い戻しを行った。鑑賞を楽し
みにしていたお客さんから残
念な声が多く、対応として、
次年度、同公演に代わる事業
を実施目標に企画立案中。 

B 

【施策全体について】 

・人との接触が必然の事業 

で実績を創られたことは 

事務局の努力の賜物であ 

る。 

・自己評価が厳しくつけら 

れているが、とても市民 

のことを考えて調整して 

いることが目に見える。 

 

 

 

【①について】 

・コロナ禍においても他の 

スポーツ関連のイベント 

等は行われている現状が 

見られる中、屋外コンサ 

ートの様な形での開催は 

企画出来ないものか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・体験型ということも素晴 

らしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策全体について】 

・大人数が集まって実施す 

る事業は、実行が難しか 

ったと思う。 

・目標値には及ばない取り 

組みがあるものの、制限 

がある中で工夫しながら 

事業を実施し、目標を十 

分に達成できていると思 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・市民参加型のダンス公演 

については主催団体の努 

力で 100%の実施ができて 

いると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ対策を適切に講じ
ながら、主に美ら島おき
なわ文化祭（国民文化祭）
の事業実施に取り組み、
市民が多彩な芸術文化に
触れ親しむことで地域の
文化力を高め、心豊かな
活力あるまちづくりを目
指す。 

 

・三井住友海上文化財団 

アミューズ・クインテッ
ト（木管五重奏）コンサー
ト 

・NHK 連続テレビ小説ちむ
どんどんファン感謝祭 

・美ら島おきなわ文化祭
2022 事業 

・人形劇の祭典 

・太鼓の祭典前夜祭 

・太鼓の祭典 

・国頭地区中学校総合文化
祭・音楽発表会 

・名護第九演奏会 

・NAGO みんなのハート＆
アート展 

・やんばる歌碑巡りツアー 

・名護市民劇 

・やんばる展 

令和６年度 目標値 

 鑑賞型事業 

【８公演】 

令和３年度 目標値 

 

【４公演以上】 

令和３年度 実績値 

 

【１公演】 

令和４年度 目標値 

【12 公演】 

②
市
民
参
加
型
事
業
の
充
実 

 

 第一線で活躍する芸術家（アーティ
スト）が音楽や演劇などのワークショ
ップ*を行い、市民の皆さんと一緒に舞
台を創造する「市民参加型」の事業を行
います。芸術文化を鑑賞するのみでな
く、実際に参加・体験し、市民の芸術文
化への関心度を高める機会を増やしま
す。また、市民自らが直接芸術文化に触
れ、参加することにより、地域の芸術文
化の活性化へとつなげます。 

 

・市民参加型企画 

 「創作ダンス公演」 

 0 から産み出す身体表現 

～生命の躍動～ 

  市内で活躍するダンス専
門家を招き、ダンサー自ら脚
本・舞台演出を手がけ、市民
参加として身体表現ダンス
に興味がある市民を一般公
募し、稽古を重ね、成果発表
公演を実施する。 

 

・市民参加型創作ダンス公演 

 コロナ禍のため縮小して 

 ワークショップ開催（3 回） 

 

「創作ダンス公演」１回 

  鑑賞者約 150 名 

・同公演を次年度に開催する計 

画とした。 

 

市民参加型「創作ダンス公
演」に関しては、一般公募し、
参加者が集まったが、稽古を
1 回開催した後、コロナ禍に
より稽古を断念した。 

その後、緩和状態を見て感
染防止対策を講じ、少人数に
分けてワークショップを 3 回
開催した。 

また、参加者のモチベーシ
ョンを上げるため、指導講師
陣によるダンス公演を開催
し、参加者は次年度の振替公
演に挑む気力を持つことがで
きた。 

 

B 

・市民参加型公演 

現代ダンスコンテンポラ
リーダンス公演 

・三線をはじめよう！ 

 医療・福祉従事者向け 

・アミューズクインテット 

 管楽器クリニック 

・指揮者佐渡裕吹奏楽交流
演奏ワークショップ 

 

令和６年度 目標値 

 市民参加型・体験型・育成型事業 

【５公演】 

令和３年度目標値 

 

【１回公演】 

令和３年度 実績値 

 

【１公演】 

令和４年度 目標値 

【４公演】 
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③
高
齢
者
、
障
が
い
者
施
設
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
拡

充 

 

 高齢者福祉施設や障がい者施設、病
院等、文化施設に足を運べない人々を
対象とした、アウトリーチ事業を展開
することで、多くの市民が芸術文化へ
触れる機会を提供することができま
す。音楽（芸術）は精神的癒し、病状（症
状）の緩和等というようなことが期待
されており、芸術文化が社会に果たす
役割を広げるためにもアウトリーチ活
動の拡充を図ります。 

 

・コロナ対策を講じながら、工
夫を凝らし、日頃、劇場施設
に足を運べない福祉施設等
の入所者や利用者に向け、身
近に芸術文化に触れる機会
を提供するアウトリーチ事
業を企画する。 

 

・社会福祉法人いしなぐ授産所
にて音楽アウトリーチ（1 回） 

 

・名護市手をつなぐ育成会にて 

音楽アウトリーチ（コロナ禍 

により中止） 

 

・コロナ禍の中で、障がい者
施設の活動も自粛になりが
ちで、芸術鑑賞の機会を作
ってほしいと要望がありま
した。感染症対策として、
マスクの着用、距離を保つ
など、様々な対応をしてこ
れまでとは違った雰囲気の
中で実施した。公演が実施
出来た施設では身近に芸術
に触れる機会で感動と癒し
を与えることができた。 

 

・実施できなかった施設にお
いては、振替再公演調整中。 

 

 

B 

【③について】 

・アウトリーチ活動はとて 

も大切だと感じるので、 

ぜひ大事にして活動を拡 

大し、広く伝わり利用さ 

れることを期待する。 

【③について】 

・検証の中に「感動と癒や 

しを与えることができ 

た」とあるが、鑑賞した 

方々から演者へ感想など 

を直接伝えるまたはアン 

ケート等で伝えることは 

やっているのか。演者の 

方の励みにもなるので、 

文章などで伝えることを 

お願いしたい。 

・高齢者向けのアウトリー 

チ事業については、コロ 

ナの関係からなかなか難 

しいものがあると感じ 

る。 

引き続きコロナ感染防止対 

策を適切に講じながら、事 

業を企画し、実施していく。 

 

・社会福祉施設等へのアウ
トリーチ 

 

令和６年度 目標値 

 高齢者、障がい者施設へのアウトリ
ーチ事業 

【８公演】 

令和３年度 目標値 

 

 

【３回公演以上】 

令和３年度 実績値 

 

 

【１公演】 

令和４年度 目標値 

【３公演】 

 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅱ-３-(２) 

芸術文化活動担い手支援 

 

現状･課題 

 次世代の芸術文化を担い、支える人づくりに取り組むため、子ども芸術支援事業の充実を図り、子どもたちの豊かな創造力や、コミュニケーシ
ョン能力を養うことを目指します。また、子どもたちの指導者と連携し、芸術文化活動へ参加できる環境を整備することで、活動発表、交流の場
づくりを行い、芸術文化の担い手と支え手の双方の拡充に努めます。なお、近年、子どもたちを取り巻く環境が時代と共に変化する中で、部活動
や習い事などが盛んになり、団員の確保に苦慮しています。 
 また、指導者についても、専門的な知識や経験を有する者が少なく、同様に厳しい状況にあります。学校等と連携したアウトリーチ事業では、
一流のアーティストと身近に触れ合うことでコミュニケーション能力を高め、豊かな感性を養い、より芸術文化への関心を高める機会を提供して
いきます。 

主管課 地域経済部 文化スポーツ振興課 
 

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
子
ど
も
芸
術
支
援
事
業
の
充
実 

 

 子どもが持つ豊かな感性と個性を伸
ばすため、指導者と連携を図りながら、
子どもたちが芸術文化を体感し、表現
していくための発表の場、交流の場づ
くりを行っていきます。また、子どもた
ちの文化活動を充実させることで児童
生徒の健全育成を図ります。 

 

・市民会館施設が集団ワクチン
接種会場に指定されたこと
から活動場所の制限も余儀
なくされる中、県内の新型コ
ロナウイルス感染状況を見
極め、新しい生活様式の取組
みとしてアイディアを出し
合い、子どもたちの活動支援
に向け、感染防止対策を講じ
ながら活動を再開していき
ます。 

 

・4 月～11 月までは、コロナ禍
により市内学校の部活動も
自粛されていたことから子
ども芸術支援事業の活動も
自粛した。 

・休止期間においては、講師陣
と連携を図り、再開（練習方
法等）に向けた取組みを行っ
た。 

 

・長引くコロナ禍の中で、活
動も自粛されていたことか
ら子どもたちとのコミュケ
ーション不足が生じた。 

 活動自粛により団を退団す
る児童生徒もいた。 

 下期後半においては感染防
止対策を講じ、活動が再開
され、子どもたちもホッと
した様子で活動に取り組ん
でいた。 B 

 

【①について】 

・大好きな居場所がなくな 

って不安もあったと思う 

が再開できたことは良か 

った。コロナ禍での運用 

方法を考えて継続して活 

動できるようにしてほし 

い。 

・ときの運もあるように思 

う。目標設定が人数で良 

いのか、内容の充実では 

ないかと思う。 

コロナ禍においてという 

ことではない目標を今後 

立てるべきではないか。 

 

 

 

【②について】 

・実施した学校以外から依 

頼がなかったようだが、 

何が問題で出来なかった 

のかお互いで検証して、 

その学年の１年間はその 

時しかないので、子供の 

可能性を引き出すための 

お手伝いとしても、検証 

の必要があると思う。 

・コロナ禍での制限がある 

中、４校で９回の事業が 

展開できたことは評価で 

きる。今後はもっと学校 

数を増やすよう努めてい 

ただきたい。 

【施策全体について】 

・人が集まる必要があり、 

実施は難しかったと思い 

ます。 

・学校等でキーマンとなっ 

て動いてくれる熱心な教 

員との繋がりを大切にし 

て、無理がかからないよ 

うに、上手く事業を続け 

てほしい。 

 

 

【①について】 

・子ども芸術支援事業に該 

当する 3 団体の活動が概 

ね達成されていると思 

う。 

 

 

【②について】 

・市内の学校のアウトリー 

チ事業については、活用 

する学校の担当者の努力 

や熱意にかかっている。 

良い取り組みなので、他 

の学校の利用も望まれ 

る。 

・市内の学校等と連携した 

アウトリーチ事業を学校 

等が積極的に活用してい 

くことを期待する。 

 

名護ジュニアオーケスラ・
名護市児童劇団・名護市児
童合唱団の活動を支援して
いくとともに芸術を通じた
活動の内容を改めて見つめ
直し、子どもたちの居場所
として、魅力ある団体の育
成に努める。 

・ジュニアオケ定期演奏会 

・児童合唱団定期演奏会 

・児童劇団定期公演 

・お出かけ公演等 

令和６年度 目標値 

 ３団体団員数 

【８０人】 

令和３年度 目標値 
３団体団員数 

【７０人】 

令和３年度 実績値 

３団体団員数 

【６６人】 

令和４年度 目標値 
３団体団員数 
【70 人】 

 ３団体活動回数（年間） 

【１４０回】 

３団体活動回数（年間） 
【２０回】 

３団体活動回数（年間） 

【１８回】 

令和４年度 目標値 
３団体活動回数 

【100 回】 

 ３団体定期公演回数 

【３回】 

３団体定期公演回数 

    【未定】 

３団体定期公演回数 

【１回】 

令和４年度 目標値 
３団体発表会等活動回数 

【３回以上】 

②
市
内
の
学
校
等
と
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
展
開 

 

 市内の学校等へプロのアーティスト
を派遣し、ワークショップやミニコン
サートを実施することで、子どもたち
に学校での学びだけでなく、芸術文化
を身近に感じ、体験・活動ができる環境
作りを行います。また、プロの演奏や表
現を肌で感じることで、児童生徒の創
造力や感性を刺激し、生きる力やコミ
ュニケーション能力の向上を図りま
す。 

 

・長引くコロナ禍により事業実
施において学校との調整に
制限などがかかっているが、
県内の新型コロナウイルス
感染状況を見極め、県内外の
プロのアーティストを学校
等に派遣するアウトリーチ
事業の再開に向けた取り組
みを進めていきます。 

 

・子どもたちが間近にプロの演
奏や表現を肌で感じること
で、創造力や感性を刺激し、
生きる力やコミュニケーシ
ョン能力の向上に繋げてい
きます。 

また、実施については、学校
と密に連携を図り、感染防止
対策を講じながら、実施計画
を図ります。 

 

・緑風学園にて音楽アウトリー
チ（2 回） 

 

・大宮中学校にて音楽のアウト
リーチ（４回） 

 

・やまびこ保育園にて音楽のア
ウトリーチ（2 回） 

 

・あすなろ認定こども園にて 

音楽のアウトリーチ（1 回） 

 

・名護小学校・屋部小学校はコ
ロナ禍により中止 

 

 

・長引くコロナ禍の中、対策
を講じながら事業を概ね実
施することができた。学校
等より、鑑賞などの機会が
少なくなり、子どもたちに
元気を与えてほしいとアウ
トリーチの依頼があった。
感染症対策として、マスク
の着用、距離を保つなど、
様々な対応をしてこれまで
とは違った雰囲気の中で実
施した。子どもたちは元気
いっぱい演奏が始まると体
を動かしリズムをとった
り、「音楽って楽しい」と笑
顔があふれ、創造力や感性
を刺激し、生きる力やコミ
ュニケーション能力の向上
に繋げることができた。 

 

A 

市内学校等の担当教諭と連
携を図り、本事業の目的や
効果の概要をわかりやすく
伝える手法を検証する。 

また、年間実施できる予算
や回数なども考慮しなが
ら、可能な限り幅広いジャ
ンルの事業を提供してい
く。 

 

・市内学校等へのアウトリ
ーチ事業 

 

令和６年度 目標値 

 学校等へのアウトリーチ事業回数 

【２５回／２０校】 

令和３年度 目標値 

 

【１０回／５校】 

令和３年度 実績値 

 

【９回／４校】 

令和４年度 目標値 
事業実施回数／実施校 

【10 回／５校】 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅱ-３-(３) 

市民会館の管理・運営の充実 

 

現状･課題 

 市民会館は昭和 60 年（1985 年）に開館し、これまで市民文化の創造活動の拠点として、本市の芸術文化活動の推進に大きく寄与してきました。
築後 30 年以上を経過し、建物及び各種設備は老朽化が進み、会館全体の大規模な改修、修繕が必要な状態です。施設の安全を確保し、維持修繕を
行っていく必要があります。 
 文化薫るまちづくりの活動拠点として、市民が安全・安心な環境で利用できるように、安全管理に十分な配慮が必要です。 

主管課 地域経済部 文化スポーツ振興課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
安
全
対
策
や
防
災
対
策
な
ど
に
配
慮
し
た
施
設
や
設
備
の
維
持
管
理 

 

 不特定多数が利用する施設として、
危機管理・安全対策等に配慮した管理
運営を行います。防災・防犯対策を構築
し、利用者の安全を常に確保する維持
管理に努めます。想定される様々なリ
スクに対応できるよう、職員の危機管
理対応能力の向上を図ります。 

 

・令和３年４月より名護市にお
ける集団ワクチン接種会場
として施設が利用されてお
り、感染防止対策を講じなが
ら安心安全な施設運用に取
り組んでいきます。また、県
内の新型コロナウイルス感
染状況を見極め、引き続き感
染防止対策を講じながら社
会経済活動の両立に向けた、
施設の適切な運用に務めて
いきます。 

 

・2022 年 11 月ワイヤレスマイ
ク法改正に伴う備品予算確
保。 

 

・施設の老朽化に伴う修繕対策
及び予算確保。 

 

・市民会館周辺環境整備計画と
して、海側緑地帯樹木伐採業
務を計画・実施。 

 

・概ね計画どおり実施すること
ができた。施設を適正に維持
管理し、スケジュール管理を
しながら会館運営を行った。 

 ワクチン接種会場として、安
心安全に利用できるよう、消
毒等感染防止対策を徹底し、
施設運用に努めた。 

 また、ホールの借用に関して
は、with コロナとして社会経
済活動の両立に向け、適切に
手順を踏まえ貸館業務を行
った。 

 

・市民会館ワイヤレスマイク設
備更新業務委託料 

15,290 千円 

 

＊建物修繕【3,031 千円】 

・消防設備修繕 

・上水揚水ポンプ修繕 

・舞台照明設備無停電装置修繕 

・エレベーター修繕 

・冷房設備等修繕 

 

・海側緑地帯樹木伐採業務業務
実施完了 

 

 

・施設の適切な維持管理によ
り安心安全な施設提供が図
られた。 

 

・コロナ禍による施設利用に
制約があるため、利用者の
ニーズに応えられない部分
もある。 

 

・施設の老朽化や設備の経年
劣化の対策を講じるため 

修繕計画に基づき、進めて
いるが、更新や修繕が増加
傾向にあるため、施設の適
切な整備に努めていきた
い。また、優先順位等考慮
しつつ、引き続き修繕計画
及び維持管理に努めたい。 

 

・市民会館海側樹木伐採を実
施した効果として、防犯、
安全、衛生的に施設環境が
良好になり、散歩やウォー
キングする市民から大きな
反響で喜ばれた。 

B 

【施策全体について】 

・コロナ禍により、色んな 

足りないものや、不要な 

ものなどが浮き彫りにな 

ってきたと思う。市民の 

要望、また、他の利用者 

にとってより良い施設に 

なることを願う。 

 

【①について】 

・今後、益々老朽化が進み 

対応が必要になってくる 

と思われる。引き続き維 

持管理に努めてほしい。 

・樹木伐採はとても良いの 

で継続してほしい。 

修繕を重ねるのはいい 

が、立て直した方が良い 

と思う。 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・公園や利用者のニーズに 

応えられるよう新たな機 

器等の導入にも努めてい 

ただきたい。 

 

【①について】 

・施設や設備の修繕箇所が 

多くあり、安心安全に施 

設を利用するために、予 

算措置等、必要な手当を 

期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・光ケーブル等まだ不十分 

な整備を含めて、予算の 

要求と整備を望む。 

・予算との兼ね合いもある 

が、ニーズのあるオンラ 

イン配信デジタル化機器 

の整備をお願いしたい。 

今後十分活用できると考 

える。ただし、維持費も 

十分に考えて機器の選定 

をお願いしたい。 

 

施設の適切な維持管理を行 

い、安心安全な施設運用に 

努める。 

 

・市民会館ワイヤレスマイ
ク設備更新業務 

・電話設備増設修繕 

・消防設備修繕 

・上水揚水ポンプ修繕 

・照明設備無停電装置修繕 

・エレベーター修繕 

・冷房設備等修繕 

・施設周辺環境整備 

 

・名護市庁舎等更新検討に
関する基礎調査業務 

 

②
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
管
理
・
運
営
の
充
実 

 

 利用者の声を反映した設備機器等の
充実を図るとともに、時代に沿った施
設の運用・安全管理を行っていきます。
芸術文化活動に取り組む市民が利用し
やすい利便性の高い施設とするととも
に、様々なニーズに対応できる柔軟性
を備えた管理運営を行います。 

 
・コロナ禍により、オンライン
配信やデジタル情報化の業
務等が進む中、デジタル化に
対応する機器や設備が備え
られるよう施設設備の充実
を図っていく。 

・光回線ケーブルの設置等 

・施設設備備品等の更新 

・利用者への柔軟な対応 

 

・概ね計画どおり実施すること
ができたが、オンライン配信
デジタル化に対する利用者
のニーズの要望などにはも
う少し整備が必要になる。 

 

 

 

・施設整備の予算確保 

B 

・オンライン配信光ケーブ
ル整備 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅱ-４-(１) 

中央公民館の充実 

 

現状･課題 

 市内には、中央公民館をはじめ、博物館、図書館等の社会教育関連施設があり、それぞれの施設において特色ある事業が展開されています。中
央公民館施設だけに留まらず、関連施設との連携強化を図るとともに、各支所を積極的に活用し、地域の特性、多様な課題に対して、幅広い年齢
層の市民ニーズを捉え時代に即した内容を取り上げ、学習効果をより一層地域に還元できるよう公民館講座に取り組む必要があります。 

主管課 地域経済部 地域力推進課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
サ
ー
ク
ル
団
体
の
支
援
及
び
発
表
機
会
の
提
供 

 
 充実したサークル活動ができるよう
施設の定例利用や使用料の減免など団
体を支援しています。年に１回、サーク
ル団体の活動を披露するための発表会
を実施していきます。 

 
・サークル団体登録を行い登録
団体へは施設使用料の減免
等を行う。 

・10 月から３月にかけて、１サ
ークルにつき２週間の展示
発表を中央公民館で行う。 

・３月に開催される福祉祭りと
合同で舞台系サークルの発
表を行う。 

 
・サークル登録団体数:50 
・登録団体へ使用料減免等実施 
・展示発表会:R4.2/24～R4.6/1 
まで開催、6組のサークルが発 
表を行った。 
・舞台発表会:3 月の福祉まつ
り 
において舞台発表会を行って 
いたが、新型コロナ感染拡大 
防止の為中止となった。            

 
・サークル活動を多くの方に
知って頂く為に市役所本庁内
にてパネル展示会（サークル
活動の紹介、公民館講座の紹
介）を行った。その間、多く
の方が公民館を訪れ、サーク
ルへの問い合わせ等が増え
た。サークル体験、見学者が
増え実際に入会に至った方も
いると聞いている。 
 
・コロナ感染拡大に伴い、約
4 か月臨時休館となり、活動
が出来なくなったために作品
の製作が間に合わないとの相
談があり展示会を 2 月スター
トで調整した。 
 
・今後も中央公民館の各種研
修室をサークル活動の場とし
て提供することでサークル活
動の継続を支援していく。 
 

B 

【①について】 

・広報については各支所で 

もあると良い。 

・サークル活動を支援する 

という目的があります 

が、もう少し色んな方法 

が考えられなかったの 

か。コロナ禍を理由にせ 

ず、視点を変えて、コロ 

ナ禍だからこその方法を 

模索し、先に進めるよう 

な考えができたのではな 

いかと思う。 

 

 

 

【①②について】 

・コロナ禍で、講座等の展 

開は制限される事が多く 

目標には至っていない 

が、努力されている。し 

かし、オンライン講座な 

どコロナ禍でできる内容 

をもっと工夫していただ 

きたい。 

 

 

 

【②について】 

・コロナの影響によるとこ 

ろが大きいが、その中で 

リモート開催など工夫し 

ている様子がうかがえ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①について】 

・コロナ禍にあって活動が 

継続できない団体につい 

て、オンラインでの活動 

支援等があってもよかっ 

たと思う。デジタルツー 

ルに不慣れな人が多いか 

もしれないが、希望があ 

ればサポートがあっても 

よいと思う。 

・サークル活動の広報はも 

っと充実拡大してほし 

い。また、在宅でも活動 

できるような内容もない 

のかと思う。 

・コロナの影響により、高 

齢者の活動機会がなくな 

り、生活へのモチベーシ 

ョンや健康維持が厳しく 

なっている事例もあるの 

で、多くのサークル活動 

の再開や充実が望まれ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サークル団体登録を行い
登録団体へは施設使用料
の減免等を行う。 

・10 月から 3 月にかけて中
央公民館にて１サークル
につき 2 週間の展示発表
を行う。 

・単独で舞台系サークルの
発表を行う。 

令和６年度 目標値 
 中央公民館サークル団体数 

【４６団体】 

令和３年度 目標値 

 
【４６団体】 

令和３年度 実績値 
 

【５０団体】 

令和４年度 目標値 

【４０団体】 

 サークル活動発表会 
【１回】 

 
【１回】 

サークル活動発表会 
   【１回】 
展示発表：６団体 
舞台発表：コロナ禍のため中止 

 
【１回】 

②
社
会
的
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
の
実
施 

  
「e スポーツ*体験」や「法律問題」な
ど、社会の変化や要望に応じた講座を
実施し、市民生活の向上を目指します。 

 
・公民館講座の実施 21 回 
・講座を開催するにあたり、担
当者や関係者の情報共有を
図ることにより、計画的・効
率的な講座運営を実施する。 

 
公民館提案型講座 
・母の日に贈ろう～筆もじアー
ト～：11 人 
・玉ねぎ収穫体験講座～土に触
れよう～：18 人 
・散らかっても大丈夫～暮らし
美人になろう～12 人 
・“初めての”菊花しぼり染め講
座：10 人 
・こころ to からだケア 
～大人女子☆大人男子更年期
講座～16 人 
・オリジナル革キーホルダーを
作って楽しもう！：11 人 
・今が旬‼ ローゼルジャムづく
り講座：14 人 
・初めての♡Ｚｏｏｍ講座  
ママとベビーのマッサージ！ 
：8組 
・マイお箸手づくり体験講座：
12 人 
・とうふ作り体験講座：31 人 
・終活・相続講座 
～引き継ぐ人が困ったり悩ん
だりしないよう～：31 人 
【中止】 
・ホウライ竹でつくる四海波花
かご！ 

 
コロナ禍の中開催中止の講
座もありましたが、感染対策
をしながら市民の皆さんの生
涯学習の機会と、充実した場
を図ることができた講座を開
催できました。 
また、初めてオンライン講座
を取り組み、初めての♡Zoom
講座「ママとベビーのマッサ
ージ講座」を開催。 
コロナ禍の期間が長引く中

外出することも、ママ達と情
報交換会の場も少ないなかで
引きこもりがちな気持ちをリ
フレッシュすることができ
た。 
野外講座や中央公民館での

開催講座も多数あり地域人材
を活用した講座で学びの場の
提供とコミュニティでの人と
の繋がり。 
 

B 

・公民館講座の実施 21 回 
・講座を開催するにあたり、
担当者や関係者の情報共
有を図ることにより、計
画的・効率的な講座運営
を実施する。 

・名護市公民館運営審議会
に多種多様な人材を選任
したため市民ニーズに合
致した講座を実施する。 

・フィンランド発祥のスポ
ーツモルックを用いた交
流の場を提供する。 

令和６年度 目標値 
 講座実施数 

【２１回】 

令和３年度 目標値 
 

【２１回】 

令和３年度 実績値 
 

令和４年度 目標値 
【２１回】 
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【１1 回／１２回】 
コロナの影響伴い 1講座中止 

 

 

 

 

【③について】 

・市民会館の老朽化は修繕 

がかさむと思うが事故の 

内容をしっかりと遂行し 

て欲しい。 

 

 

 

 

【④について】 

・各公民館とオンラインで 

繋がる必要性があると思 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・オンラインでの研修会も 

計画して実施できるよう 

に工夫してほしい。 

・コロナ禍だからこそでき 

る公民館職員等への研修 

が必要だったのではない 

か。 

 

 

【⑤について】 

・各学校の教員との調整が 

必要だと思うが、「素敵な 

明日をめざして！」のよ 

うな、進学就職する高校 

生対象の事業も定期的に 

行うようにお願いした 

い。 

 

 

 講座受講者数 
【９００人】 

 
【８００人】 

 
(参加人数／募集定員数 

  (182／190） 

【６００人】 

③
社
会
教
育
拠
点
施
設
と
し

て 

中
央
公
民
館
の
管
理
・
運
営

の
充
実 

 
 利用者が安全で快適に活動ができる
よう、施設の修繕や備品の整備等を行
います。 

 
中央公民館の管理・運営を適

切に行うとともに、施設の老朽
化に伴う修繕や設備機器等の
整備を行い、施設を安全かつ快
適に利用できる公共施設の充
実を図る。 
 

 
・利用者の利便性を図るために
脚折りたたみ式座卓、フォール
ディングテーブルを導入した。 
・施設の修繕については、２階
廊下天井部のコンクリート剥
離修繕、第 1,2 研修室のバトン
修繕、1 階談話室のカーペット
修繕、2 階多目的トイレのドア
修繕を行った。 

  
今後も利用者に快適な空間

を提供できるよう、日々の点
検や修繕等の対応に努めてい
く。 
また、中央公民館は築 36 年

が経過しており安全管理を進
めるうえでは計画的な修繕整
備が必要とされる。 

B 

 中央公民館の管理・運営
を適切に行うとともに、施
設の老朽化に伴う修繕や設
備機器等の整備を行い、施
設を安全かつ快適に利用で
きる公共施設の充実を図
る。 

④
「
名
護
市
公
民
館
連
絡
協

議
会
」
と
の 

連
携
の
充
実 

 
 自治公民館長や書記を対象にした研
修会を実施し、「名護市公民館連絡協議
会」と連携の充実を図ります。 

 
各区の公民館長を対象にし

た研修会の実施。 

 
新型コロナウィルス感染症

拡大防止のため研修会の中止 

 
コロナ禍の影響に伴い研修

会を中止。 
研修会においては、オンラ

イン研修等を取り入れて実施
を検討する。 C 

 各区の公民館長を対象
にした研修会の実施。 

令和６年度 目標値 
 公民館職員等研修会 

【１回】 

令和３年度 目標値 
 

【１回】 

令和３年度 実績値 
 
【０回】 

コロナの影響に伴い研修会を中止 

令和４年度 目標値 
【１回】 

⑤
各
地
区
及
び
他
機
関
と
連
携
し
た
講
座
の
実
施 

 
 各支所及び他機関と連携した講座を
展開し、出前講座を実施します。 

 
各支所を活用した、地域移動

講座の実施 ５回 
(目標定員数：200 人) 

【国頭地区】 
・世界自然遺産の森 
やんばるの環境対策について
視察研修：9 人 
・世界自然遺産の森  
やんばるの環境対策について
視察研修：10 人 
【名護地区】 
・オリオン star 観察講座 in 名
護ビーチ：13 人 
・素敵な明日をめざして！：310
名 
【屋我地地区】 
・満天の星空☆天の川観察講座
㏌屋我地島：28 人 
【羽地地区】 
・今年は手作り‼我が家のしめ
縄：11 人 
【屋部地区】 
・素敵な明日をめざして！：72
名      
【中止】 
・高校生のお兄ちゃんと一緒に
トントン工作室 

各支所での開催講座を企画
することで地域の特性、魅力
を知ること、感じることがで
きた。 
 
自然体験、保全等 SDGs'を

取り入れた魅力的な講座を令
和 4 年度も引継ぎ開催してい
きたい。 
 
公民館講座は幅広い分野で

幅広い世代が安心して学べる
場（世代間交流）の提供して
いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 

各支所を活用した、地域移
動講座の実施 ５回 
（目標定員数：100 人） 

令和６年度 目標値 
 地域移動講座 

【５回】 

令和３年度 目標値 
 

【５回】 

令和３年度 実績値 
       

【７回】 
(参加人数／募集定員数) 

(463／472） 

令和４年度 目標値 
【５回】 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅱ-５-(１) 

生涯スポーツの充実 

 

現状･課題 

 地域イベントでのスポーツ教室や夏休みの学校プール一般開放等、名護市スポーツ推進委員と連携して、市民が気軽にスポーツに親しめる環境
づくりに取り組んでいます。 
 また、地域のスポーツ振興を担う名護市スポーツ推進委員の資質向上に努めるとともに、新規スポーツ推進委員の確保に取り組んでいます。 

主管課 地域経済部 文化スポーツ振興課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催 

 

 市民が気軽にスポーツに親しめるよ
う地域イベント等で各種スポーツ教室
を開催します。 

 

・シーカヤック教室 

・スポーツ教室 

・スポーツ講演会 

・ツールド一輪車大会 

・チュックボール大会 

・小学校交流駅伝大会 

 

開催にあたっては、感染症対
策として、消毒・検温等を徹底
し、各教室・競技ごとのガイド
ラインの遵守を図る。 

 

・シーカヤック教室：40 名 

・グランドゴルフ体験教室：20

名 

・スポーツ教室：中止 

・スポーツ講演会：中止 

・ツールド一輪車大会：中止 

・チュックボール大会：中止 

・小学校交流駅伝大会：中止 

 

 結果的に新型コロナウイル
ス感染症防止により中止を余
儀なくされた事業が多かった
が、中止ありきではなく、開
催に向けての手法等について
関係団体と十分な議論の末の
判断できた。これら積み重ね
は次回開催に向けての材料と
なっている。今後も同様の状
況が続くことを予想し、感染
対策等示ししつつ、体験教室、
大会の実施に向け取り組みた
い。 

C 

【施策全体について】 

・人数制限などの条件を検 

討しながら事業の継続を 

考えてほしい。 

・コロナ禍による取り組み 

ができないのではなく、 

with コロナという観点か 

ら取り組みを立て直して 

もいいのでは。 

・コロナ禍で開催が厳しい 

事業ですが、工夫を凝ら 

して、各団体とも連携し 

て、みんなで盛り上がり 

たい。 

with コロナで、どうした 

らできるかを模索しなが 

ら安全安心に勧めていけ 

たらいいと思う。 

・新型コロナの影響でほと 

んどの事業が中止を余儀 

なくされたことは致し方 

ない。今回の経験を生か 

し対応を計画していただ 

きたい。 

 

 

【施策全体について】 

・この事業内容は、コロナ 

の状況では完全実施は難 

しいと考える。うまい具 

合に実施する方策をお願 

いしたい。 

・コロナの影響で活動を中 

止にしたり、縮小を余儀 

なくされたことは残念で 

ある。次年度は、開催に 

向けての努力を望みた 

い。 

 

 

【②について】 

・コロナ禍でスポーツ教室 

や学校プールの一般開放 

等ができなかったと思う 

が、気軽にスポーツを楽 

しめる工夫を引き続きお 

願いしたい。 

 

 

・シーカヤック教室 

・スポーツ教室 

・ツールド一輪車大会 

・チュックボール大会 

・小学校交流駅伝大会 

 

 感染対策を適切に講じ
ながら、スポーツ推進委員
や各関係団体との連携のも
と各種イベントの創意工夫
に努める。 

令和６年度 目標値 

 スポーツ教室等への参加者 

【１，７００人】 

令和３年度 目標値 

 

  【１，２００名】 

令和３年度 実績値 

 

【６０名】 

令和４年度 目標値 

 

  【１，２００名】 

②
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放
事
業 

（
羽
地
中
、
緑
風
学
園
） 

 

 市民の体力向上と水泳の振興を図る
ため、夏季休業期間における学校プー
ルの一般開放を実施します。 

 

・羽地中学校及び緑風学園のプ
ールを活用して、夏季休業期
間において、学校プールを一
般に開放する。 

 

感染症対策として、受付時の
消毒・検温等を徹底し、ガイド
ラインの周知・遵守を図る。 

 

・プール一般開放事業：中止 

 

新型コロナウイルス感染症
予防により、中止を余儀なく
された。今後も同様の状況が
続くと予想し、開催に向け取
り組みたい。 

C 

 

・羽地中学校及び緑風学園
のプールを活用して、夏
季休業期間において、学
校プールを一般に開放す
る。 

 

 感染対策を適切に講じ
ながら、実施に向け学校等
と綿密な調整を図りながら
運営に努める。 

③
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
組
織
強
化
及
び
活
動
支
援 

 

 地域のスポーツ振興を担う名護市ス
ポーツ推進委員の確保や資質向上を図
るための研修会等への参加や実技研修
会を実施します。 

 

・スポーツ推進委員の資質向上
及び技能向上を図り、必要な
人員を確保する。 

 

【研修会・研究大会への 

参加】 

・北部地区研修会 

・沖縄県研修会、研究大会 

・全国研究大会 

・九州地区研究大会 

 

【自主研修会】 

・定例会４回／年 

・月例会８回／年 

 

【研修会・研究大会への参加】 

・北部地区研修会：中止 

・沖縄県研修会：中止 

・沖縄県研究大会：研修冊子配
布による自己研修形式で開催 

・全国研究大会：中止 

・九州地区研究大会：研修冊子
配布による自己研修形式で開
催 

 

派遣に伴う研修について
は、新型コロナウイルス感染
防止により中止となった。 

自主開催の研修会について
は、当初の計画通りとはなら
なかったものの、重要事項を
中心にスポーツ推進委員内で
共有が図れた。 

B 

 

・スポーツ推進委員の資質
向上及び技能向上を図り
ながら、活動内容の周知
等認知度向上に努め、必
要な人員を確保する。 

 

【研修会・研究大会への 

参加】 

・北部地区研修会 

・沖縄県研修会、研究大会 

・全国研究大会 

・九州地区研究大会 

 

【自主研修会】 

・定例会４回／年 

・月例会８回／年 

令和６年度 目標値 

 スポーツ推進委員数 

【２０人】 

令和３年度 目標値 

 

   【２０名】 

令和３年度 実績値 

 

【１９名】 

令和４年度 目標値 

 

   【１９名】 

総合評価  C C 
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具体的施策名 
Ⅱ-５-(２) 

夢を育む競技スポーツの推進 

 

現状･課題 

 ＮＰＯ法人名護市体育協会やスポーツ振興協議会及び各種スポーツ団体等と連携を図り、競技力向上に努めています。 
 特に子どもたちが夢をもってスポーツに取り組めるよう、スポーツの楽しさや達成感を実感できる環境作りに取り組み、また、アスリートに触
れ合う機会を作ることで、運動意欲の向上を目指しています。 
 子どもたちに直接指導し、又は、サポートする指導者や保護者等の資質向上等、子どもたちを取り巻く環境の整備を図ることが必要となってい
ます。 主管課 地域経済部 文化スポーツ振興課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
指
導
者
や
保
護
者
に
対
す
る 

講
習
会
等
の
実
施 

 

 指導者や保護者を対象とした講習会
等を実施し、指導者等の資質向上を図
る取組を実施します。 

 

市内のスポーツ団体等の指
導者等を対象とした指導者講
習会を開催する。 

 

開催にあたっては、受付時の
検温及び消毒の徹底、また、各
施設で定められているガイド
ラインの遵守を図る。 

 

 

・バスケットボールセミナーの
開催 

 

新型コロナウイルス感染症
対策により１回のみの開催と
なり、目標値に届かなかった。
開催有無については関係団体
と協議を尽くし、その判断材
料は次回へ向け繋がるものと
なった。引き続き、感染対策
を踏まえ開催実現を目指して
いきたい。 

B 

 

【①について】 

・指導者講習の内容は確認 

してないが、プロのトレ 

ーナーを講師に招き、家 

や各団体で取り組めるよ 

うな身体のケアの方法な 

どの講習会も取り組んで 

いけないか。 

・保護者や指導者への講習 

会は、必ず必要なものと 

思う。リモートでも開催 

できるよう設定してほし 

い。 

 

【②について】 

・実施できた内容の検証を 

他の事業にも応用できな 

いか再考してもらいた 

い。 

・コロナ禍においても、実 

績値が上がったことは評 

価できる。しかし実施回 

数は１２回のうち４回の 

実施とある。今後は目標 

計画の設定において、回 

数も位置づける必要があ 

るのではないか。 

・子どもたちが夢を持てる 

アスリート教室は重要で 

ある。開催できる方向で 

進めてほしい。 

【施策全体について】 

・人が集まっての事業なの 

で完全実施は難しいと考 

える。 

 

 

【①②について】 

・アスリートによるスポー 

ツ教室を 4回、指導者・ 

保護者の講習会を 1回実 

施したことに対して概ね 

できていると評価する。 

 

【②について】 

・アスリートによるスポー 

ツ教室の実施について 

は、12 回の予定が 4種目 

の実施にとどまったが、 

参加人数については目標 

値を大幅に上回り、特筆 

される。 

 

市内のスポーツ団体等の

指導者等を対象とした指導

者講習会を開催する。 

 

開催にあたっては、感染

対策を適切に講じながら、

スポーツ振興協議会や各関

係団体との連携のもとイベ

ントの創意工夫に努める。 

令和６年度 目標値 

 指導者講習会等の参加者数 

【１００人】 

令和３年度 目標値 

 

   【１００名】 

令和３年度 実績値 

 

【２７名】 

令和４年度 目標値 

 

   【１００名】 

②
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催 

 

 子どもたちが夢を持ってスポーツに
取り組めるよう、アスリートを招へい
し、スポーツ教室や講演会を実施しま
す。 

 

県内外で活躍するアスリー
ト等を招へいした、多種多様な
スポーツ教室や講演会を実施
する。 

 

開催にあたっては、受付時の
検温及び消毒の徹底、また、各
施設で定められているガイド
ラインの遵守を図る。 

 

 

・ラグビー体験出張事業 

・サッカースペシャルトレセン 

・空手道親子体験教室 

・ハンドボール体験会 

 

目標値を達成することがで
きたが、当初１２回のイベン
ト中４種目の競技でしか実施
ができなかった。引き続き、
感染対策を踏まえつつ、幅広
いスポーツ分野でのイベント
開催を目指したい。 

B 

県内外で活躍するアスリ

ート等を招へいした、多種

多様なスポーツ教室や講演

会を実施する。 

 

開催にあたっては、感染

対策を適切に講じながら、

スポーツ振興協議会や各関

係団体との連携のもと各種

イベントの創意工夫に努め

る。 

 

令和６年度 目標値 

 アスリートによるスポーツ教室参加者数 

【３２０人】 

令和３年度 目標値 

 

  【１，０００名】 

令和３年度 実績値 

 

【１，１６２名】 

令和４年度 目標値 

実施回数【１０回】 

  参加者数【１，２００
名】 

③
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
事
業 

 

 県内外からスポーツキャンプや大会
等を誘致し、アスリートと身近に触れ
あえる機会を創出します。 

 

新型コロナウイルス感染症
対策を実施しつつ、名護市での
スポーツキャンプ等を誘致す
る。 

 

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、県外への
誘致活動ができなかった。ま
た、コロナ下の影響による合
宿の中止があった。 

 

 

昨年度と同様、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響に
よる合宿の中止があった。令
和４年度はコロナ下の状況を
注視つつ、誘致活動に取り組
みたい。 

 B 

 

供用開始が予定されるサ
ッカー・ラグビー場のを中
心に各関係部署と連携を図
りながらスポーツキャンプ
等の誘致に取り組む。 

令和６年度 目標値 

 スポーツコンベンション実施件数 

【２０件】 

令和３年度 目標値 

 

    【１０件】 

令和３年度 実績値 

 

    【４件】  

令和４年度 目標値 

 

    【１０件】 

総合評価  B B 
  

 



- 51 - 

 

具体的施策名 
Ⅱ-５-(３) 

スポーツ施設の整備拡充 

 

現状･課題 

 管理施設である 21 世紀の森体育館や名護市陸上競技場、名護市Ｂ＆Ｇ海洋センタープール、真喜屋運動広場、羽地ダム多目的広場は、経年劣化
による不具合が度々生じている現状があるため、利用者が安全で安心して使用できる環境の整備が必要です。 
 また、スポーツコンベンション*誘致を実施するため、その核施設となるサッカーラグビー場を整備し、快適なスポーツ環境を整備します。 

主管課 地域経済部 文化スポーツ振興課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
維
持
管
理
業
務 

 

 指定管理者と連携を図り、使用者が
安全で安心して使用できる環境を整備
します。 

 

・陸上競技場メインスタンド解
体（解体設計・工事） 

 

・Ｂ＆Ｇプール大規模改修（消
防設備、機会設備、照明修繕、
内装修繕、配管修繕） 

 

・陸上競技場メインスタンド解
体工事を実施 

 

・Ｂ＆Ｇプール大規模改修（消
防設備、機会設備、照明修繕、
内装修繕、配管修繕）完了 

 

・整備状況は計画的に着手さ
れているが、依然として施設
の老朽化に伴う修繕や機能強
化について利用者や関係団体
等からの要望は多い。優先順
位等考慮し、引き続き維持管
理に努めたい。 

B 

【施策全体について】 

・施設を充実していただき、 

スポーツ愛好家の方や、 

スポーツに興味がある 

方々がスポーツを始める 

切っ掛けとなるような愛 

される施設になることを 

期待する。 

 

【①について】 

・修繕による使用者減はし 

ょうがないところである 

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・サッカーラグビー場の完 

成については期待を寄せ 

ているところです。スポ 

ーツコンベンションの核 

施設としてスポーツ大会 

等の誘致に十分生かされ 

るよう願いたい。 

・サッカーラグビー場につ 

いてはぜひともプロのキ 

ャンプ誘致を進めてほし 

い。 

 

 

【①について】 

・陸上競技場について、管 

理棟を建設するようだ 

が、競技場の周辺は狭隘 

なので、交通や歩行者の 

導線を上手く考えた設計 

をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【①②について】 

・計画通り、陸上競技場ス 

タンドやB＆Gプール大規 

模改修、サッカーラグビ 

ー場の整備が完了し、十 

分にできていると評価す 

る。 

 

【②について】 

・整備が終了するサッカー 

ラグビー場のスポーツ合 

宿、各種大会誘致が望ま 

れる。 

 

 

・陸上競技場改修事業（管理
棟建築）に伴う土質調査
及び実施設計を行う。 

令和６年度 目標値 

 管理施設使用者数 

【２００，０００人】 

令和３年度 目標値 

 

【２００，０００人】 

令和３年度 実績値 

 管理施設使用者数 

【１０２，９０２人】 

令和４年度 目標値 

 

【１１０，０００人】 

②
サ
ッ
カ
ー
ラ
グ
ビ
ー
場
の
整
備 

 

 スポーツコンベンションの核施設と
して、21 世紀の森サッカーラグビー場
を改修し、スポーツキャンプやスポー
ツ大会等の誘致を図ります。 

 

・管理棟建築工事の着手 

 

・管理棟建築工事の着手 

 

事業の計画通り、管理棟建築
工事を着手した。 

A 

 

・東側グラウンド（ハイブリ
ッド面）土木工事の着手。 

令和６年度 目標値 

 サッカーラグビー場の整備 

【令和３年度整備完了予定】 

令和３年度 目標値 

 

【管理棟建築工事着手】 

令和３年度 実績値 

 

【管理棟建築工事着手】 

令和４年度 目標値 

 

【東側グラウンド土木工事
着手】 

総合評価  A B 
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具体的施策名 
Ⅲ-１-(１) 

青少年の健全育成に向けた取組の充実 

 

現状･課題 

 県内における、深夜はいかい、飲酒、喫煙等の不良行為で補導された少年は、全国の増減比と比べると、高い水準で推移しており、また、青少
年を取り巻く環境も、夜型社会や、全国平均を上回る子どもの貧困率、離婚率など、課題が多く、青少年健全育成体制の充実を図るには、学校、
家庭、地域、関係機関が連携して取り組む必要があります。 
 都市化や過疎化の進展に伴い、世帯規模の縮小、地域社会の連帯感の希薄化、子どもたちが生まれ育つ家庭環境や地域社会の環境が大きく変化
している中、子どもたちの体験格差や日常の異年齢の子ども間の交流の減少、それに伴うコミュニケーション力の低下等の課題は、全ての教育の
出発点といわれる家庭教育への支援について、親だけでなく、地域を巻き込んだ支援体制を整える必要があります。 主管課 地域経済部 地域力推進課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
「
名
護
市
青
少
年
育
成
協
議
会
」
活
動
の
支
援 

 

 「名護市少年の主張大会、ふるさと・
未来・絆リーダー研修、善行青少年・青
少年育成功労者並びに青少年育成功労
者団体表彰、夏まつり・さくら祭り夜間
街頭指導活動」等を実施します。 

 

・第 41 回名護市少年の主張大
会 

 

・ふるさと・未来・絆リーダー
研修 

 ◇名護市・館林市児童交流会
（11/28：名護市内） 

 ◇事前・事後研修 

（計６回） 

 

・善行青少年、青少年育成功労
者並びに青少年育成功労団
体表彰（11/8） 

 

・夜間街頭指導活動（夏祭り
7/24 ～ 25 、 さ く ら 祭 り
R4.1/29～30） 

 

・第 41 回名護市少年の主張大 

会（7/20 映像審査） 

・第 36 回「少年の主張大会」国頭

地区大会（9/8 映像審査 市より２

人派遣） 

・第 43 回沖縄県「少年の主張大会」

（9/29 Web 開催 国頭地区代表と

して市より２人派遣） 

 

・【中止】ふるさと・未来・絆リ
ーダー研修、名護市館林市児
童交流会 

 

・善行青少年、青少年育成功労
者並びに青少年育成功労団
体表彰（11/8 開催：善行青少
年６人、青少年育成功労者 10

人、育成功労団体２団体 参
加者 22 人） 

 

・【中止】夜間街頭指導活動 

 

・社会環境実態調査（12/1～24 
調査店舗数 44 件 調査員 25

人） 

 

・少年の主張大会について
は、市内、国頭地区大会とも
にコロナ禍対応として主張の
様子を撮影し、映像審査を実
施した。県大会は無観客・ウ
ェブ配信での開催となった。
市代表の２人が国頭地区にて
優秀な成績をおさめ県大会ま
で派遣された。 

 

・リーダー研修、児童交流会
はコロナ感染症の影響により
全面的に中止となった。 

 

・表彰事業は予定通り執行。 

感染症予防対策を徹底した上
で表彰式典を開催。 

 

・夜間街頭指導活動について
は、夏祭り、さくら祭り中止
に伴い実施していない。 

C 

【施策全体について】 

・青少年健全育成の観点よ 

り祭り終了時間の再検討 

を是非してほしい。他市 

町村祭り終了時間は 

20:00 であり名護市だけ 

21:00 は異様に思う。 

・色んな形で、青少年の安 

全を守っていくための取 

り組みをされていると思 

う。コロナ禍でも見落と 

しがないように連携して 

取り組めると良いと思 

う。 

 

 

 

 

 

 

【①②について】 

・少年の主張大会は、参加 

者当事者のみの成果に終 

わっては、あまり意義が 

ないように思う。せめて、 

何らかの方法で各学校へ 

フィードバックし、意義 

の啓発を模索してもよか 

ったのではないか。 

 

【②について】 

・ポスター等については今 

回の結果を課題とし、募 

集のあり方を検討しては 

いかがか。 

【施策全体について】 

・イベント時の夜間街頭指 

導活動等、イベント中止 

に伴い活動がなかったも 

のもあるが、それ以外の 

取り組みはできたと評価 

する。 

 

【①について】 

・中止された研修や児童交 

流会は Web 開催も可能の 

ように考えるが、特に交 

流会は実施できるように 

工夫をお願いしたい。 

・少年の主張大会について 

は、コロナの影響により 

中止ではなく、映像審査 

で実施できたことは望ま 

しい。 

 

【①③について】 

・コロナの影響で大きなイ 

ベントが中止となったた 

め、事業が実施できてい 

ないことは仕方のないこ 

とだと思う。 

 

【②について】 

・全体として、どのように 

して多くの児童生徒に情 

報提供を行い、参加者を 

増やすかに工夫が必要と 

思う。 

・深夜徘徊防止運動のポス 

ター作品の募集について 

は、応募数が 2 点にとど 

まり、周知の必要性があ 

る。 

・深夜徘徊防止等名護市民 

大会の YouTube 動画の配 

信は良い取り組みであ

る。 

 

・第 42 回名護市少年の主張

大会 

 

・ふるさと・未来・絆リーダ

ー研修 

◇県外研修（10/8～10：群馬

県館林市） 

◇事前・事後研修 

（計６回実施） 

 

・善行青少年、青少年育成功

労者並びに青少年育成功

労団体表彰（11/９） 

 

・夜間街頭指導活動（夏祭り
7/30～31、さくら祭り R5.

１/28～29） 

令和６年度 目標値 

 青少年向けの育成事業への参加者数 

【１，０００人】 

令和３年度 目標値 

 

【１，０００人】 

令和３年度 実績値 

 

【５５人】 

令和４年度 目標値 

 

【１，０００人】 

②
「
深
夜
は
い
か
い
防
止
等
名
護
市
民
大
会
」
の
開
催 

 

 青少年の夜遊びや深夜はいかい、未
成年の飲酒を防止し、全市民が「夜型社
会」や「飲酒に対する意識」の是正を図
り、生活リズムの確立を目指すため、市
民大会を開催しています。 

 

・令和３年度「青少年の深夜は
いかい防止・未成年者飲酒防
止・いじめ防止、暴力根絶・
夏の交通安全県民運動」名護
市民一斉行動 意識啓発広
報活動 

 

６月：県依頼事項に基づき実
施要項整備、関係機関・団体
へ共催依頼 

７月：広報物製作、令和３年
度「青少年の深夜はいかい防
止・未成年者飲酒防止・いじ
め防止、暴力根絶・夏の交通
安全県民運動」作文ポスター
作品募集の実施 

 

 

・市民一斉行動 意識啓発広報

活動 

●市公式 YouTube チャンネ

ルでの動画配信（7/27～

8/31） 

●FMやんばるプログラム内

での広報啓発放送（7/13～

8/31 パーソナリティ呼び

かけ、帰宅を促す時報

CM） 

 

・ポスター作品（応募総数２点、
県出品作品２点） 

 

・令和２年度より集会形式の 

市民大会からウェブ・メデ 

ィア等による配信型に移行 

し、意識啓発広報活動を展 

開している。より多くの市 

民に意識付けできるような 

動画の内容企画が今後必要 

であると考えている。 

 

・ポスター作品の応募は２点
にとどまったため、市の審
査はなしとなった。より多
くの児童生徒に関心をもっ
てもらえるよう学校側との
調整や展示等の取り組みが
必要になると感じた。 

B 

・令和４年度「青少年の深夜

はいかい防止・二十歳未満

者飲酒防止・いじめ防止、暴

力根絶・夏の交通安全県民

運動」名護市民一斉行動 

意識啓発広報活動 

６月：県依頼事項に基づき

実施要項整備、関係機関・団

体へ共催依頼 

 

７月：広報物製作、令和４年

度「青少年の深夜はいかい

防止・二十歳未満者飲酒防

止・いじめ防止、暴力根絶・

夏の交通安全県民運動」作

文ポスター作品募集の実施 

 

令和６年度 目標値 

 「深夜はいかい防止等名護市民大会」
の開催 

【１回】 

令和３年度 目標値 

「市民一斉行動」の実施 

 

【１回】 

令和３年度 実績値 

 

 

【１回】 

令和４年度 目標値 

「市民一斉行動」の実施 

【１回】 
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③
夜
間
街
頭
指
導
の
実
施 

 

 夏まつり、さくら祭りにおいて、小・
中・高校の校外指導部や少年補導員協
議会、名護警察署等と連携し、夜間街頭
指導活動を実施しています。また、毎月
第３金曜日の少年を守る日は児童生徒
の下校時間に青色回転灯車両で巡回パ
トロールを実施します。 

 

・夜間街頭指導活動ボランティ
ア 

＜夏まつり＞ 

7/24,25 実施 

＜さくら祭＞ 

R4.1/29,30 実施 

 

・下校時巡回パトロール 

（火・木週２回） 

 

 

・【中止】夜間街頭指導活動 

・【実施不可】青色回転灯巡回パ

トロール 

・下校時巡回パトロール（火・ 

金週２回） 

 

・夜間街頭指導活動について 

は、夏祭り、さくら祭り中 

止に伴い実施していない。 

・名護警察署による青色回転 

灯使用に関する研修会も開 

催されなかったため、使用 

登録ができず、巡回パトロ 

ールも実施不可の状況であ 

った。 

・子どもの居場所づくりのた
めのフードドライブ事業食
品回収作業に併せて職員に
よる巡回パトロールを実施
している。青色回転灯が使
用できるまでは引き続きこ
の方法で巡回パトロールを
展開していく。 

C 

 

・夜間街頭指導活動ボラン
ティア 

＜夏まつり＞ 

7/30,31 実施予定 

＜さくら祭＞ 

R5.1/29,30 実施予定 

 

・下校時巡回パトロール 

（毎週水曜日） 

 

令和６年度 目標値 

 街頭指導の参加者数 

【５００人】 

令和３年度 目標値 

街頭指導の参加者数 

【５００人】 

令和３年度 実績値 

 

【０人】 

令和４年度 目標値 

街頭指導の参加者数 

【５００人】 

④
自
然
体
験
活
動
を
通
し
た
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
事
業
の
充
実 

 

 次代を担う青少年が異年齢の集団に
よる「ふるさと・未来・絆リーダー研
修」、「ジュニアリーダークラブ活動」な
どの研修や体験活動をとおして、自然・
歴史・文化に触れ、コミュニケーション
力や協調性、規範意識を身に付け、自ら
考え発言し行動する力を培い、持続可
能な地域社会を構築できる人材育成を
実施します。 

 

【名護市子ども会育成連絡協
議会】 

・名護市ジュニアリーダークラ
ブ活動支援 

・毎月定例ミーティングのサポ
ート→ミーティングで企画
された活動のサポート 

・初級ジュニアリーダー・子ど
もリーダー研修（R4.3 月） 

 

・ふるさと・未来・絆リーダー
研修 

 

名護市ジュニアリーダークラブ 

●定例会実施（10/17、11/7、12/12、

1/23、2/19、3/21 計６回） 

●活動実施 

 ・結団式（9/25） 

 ・秋のスポーツ大会（11/28） 

 ・クリスマス会（12/25） 

 ・卒業式（3/26） 

 

●【中止】ふるさと・未来・絆リ
ーダー研修 

 

●初級ジュニアリーダー・子ど
もリーダー研修「春キャン
プ」（3/19 実施 参加者数 19

人） 

 

・秋ごろまでコロナ感染症の 

状況が落ち着かず、ジュニ 

アリーダークラブ活動は下 

半期からの本格開始となっ 

た。 

定例会にてクラブメンバー 

が活動企画を行い、２回活 

動を実施できた。クラブは 

２人の卒業生を送り出し 

た。次期以降シニアリーダ 

ーとして活動サポートを行 

う人材を２人輩出できた。 

 

・初級研修については、コロ
ナ禍を考慮しデイキャンプ
を企画、実施した。ジュニ
アリーダークラブメンバー
が一般参加の児童・生徒の
牽引役を担った。終了後、
一般参加者の中から新規ジ
ュニアリーダークラブ登録
者が２人いた。 

B 

【名護市子ども会育成連絡

協議会】 

・名護市ジュニアリーダー

クラブ活動支援 

・毎月定例ミーティングの

サポート→ミーティング

で企画された活動のサポ

ート 

・初級ジュニアリーダー・子

どもリーダー研修（R5.3

月） 

・ふるさと・未来・絆リーダ
ー研修 

・中級ジュニアリーダー研
修（夏 7/23～24、冬 11/26

～27 ＊国頭地区主催） 

・上級ジュニアリーダー研
修（12/10～11 ＊沖縄県
子連主催） 

・沖子連ジュニアリーダー
大会（10/16 ＊沖縄県子
連主催） 

令和６年度 目標値 

 自然体験学習の実施 

【４回】 

令和３年度 目標値 

 体験学習の実施 

【４回】 

令和３年度 実績値 

 

【３回】 

令和４年度 目標値 

 体験学習の実施 

【５回】 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅲ-１-(２) 

家庭・地域の教育力向上の推進 

 

現状･課題 

 家庭支援教育事業に係る人材の発掘と育成の仕組みの構築による、各小学校校区単位での持続可能な支援体制づくりが必要となっています。 
 また、家庭教育支援事業と公民館講座の親和性が高いため、一体的な実施による業務の効率化を図る必要があります。 
 弁当の日の実施校は年々増えており、平成 29 年度からは市内の全小中学校で、少なくとも年１回は実施しています。しかし、弁当を持参するこ
と自体が困難である世帯もあることから、取組の内容についても検討する必要があります。 
 地域の支援者（退職教員、民生員、ＳＳＷ（スクールソーシャワーカー）、婦人会、ＯＢ、保護者等）の協力により継続して子どもの家が運営で
きており、放課後の子どもたちの安全で安心して過ごせる居場所となっています。課題としては、子どもの家事業の委託先である名護子育て支援
塾の事務局員がここ数年の間に何度も替わるなど、事務局体制が脆弱で事業運営に影響がでていることから、安定した事業運営ができるよう体制
強化の支援に向けて取り組む必要があります。 

主管課 
学校教育課、(教)総務課 

地域経済部 地域力推進課 

 

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
「
家
庭
教
育
支
援
事
業
」

の
充
実 

 

 家庭教育支援事業の「家庭教育支援
チーム」と連携し、親の家庭教育に関す
る学びの機会を提供します。 

 家庭の教育力を高めるための「やー
なれー運動*」「親の学びあいプログラ
ム*」や講座等を実施します。 

 

〇つながるWaRaBarプロジェ
クト実施 

・「親の学びの場提供」 

・地域における支援体制づくり
（人材育成） 

・地域家庭教育支援チーム立ち
上げ支援 

 
〇つながるWaRaBarプロジェク
ト実施 
・「親の学びの場提供」。講話回 
数計８回、参加者計 131 名。 

・「地域における支援体制作り
（人材育成）」。講座回数 5回 
参加者 46 人。 

・地域家庭教育支援チーム立ち
上げ２チーム。 

 
新型コロナウイルス感染症

の拡大に伴い、当初予定して
いた講座等が実施数が少なく
なった。また、コロナ禍では
あるが、オンラインを含め講
座を企画するなど、家庭教育
支援地域チームの活動ができ
た。 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・弁当の日は大変良い取り 

組みである。 

・お弁当の日のハードルを 

下げるというご意見は素 

晴らしいと思う。食育を 

考える日と、お弁当は切 

り離して、「楽しくご飯を 

食べる」が大事なことだ 

と思う。お弁当を補助で 

きない保護者もいるかと 

思うので、子供一人で安 

全に作れるものもいいの 

ではないか。 

 

 

 

【③について】 

・教育の日は、対面、リモ 

ートのハイブリッド等、 

フレキシブルに開催でき 

るようしてもよいのでは 

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

【①について】 

・家庭教育（親の学び）に 

参加しない家庭への情報 

提供や参加等の工夫が必 

要かと思う。 

・家庭教育支援チームの強 

化充実が行われており、 

研修や機能強化が図られ 

ていることは特筆され 

る。 

・家庭教育支援チームが令 

和３年度の文部科学大臣 

表彰を受ける等、適切な 

取り組みがなされてい 

る。 

 

【②について】 

・弁当の日の取り組みにつ 

いては、目標と現状が少 

し離れている感じであ 

る。家庭の理解もそうだ 

か、学校としての意識改 

革が大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④について】 

・「子どもの家」は引き続き、 

きめ細かな支援を期待す 

る。居場所を必要とする 

子どもには安定した運営 

が必要と考える。 

〇つながる WaRaBar プロ
ジェクト実施 

・「親の学びの場提供」 

・地域における支援体制づ
くり（人材育成） 

・地域家庭教育支援チーム
立ち上げ支援 

②
弁
当
の
日
の
実
施 

 

 子どもが弁当を１人で作ることによ
り食への興味を引出し、命の尊さや料
理を作る人への感謝の気持ちを育むた
め、名護市内のすべての市立小中学校
において引き続き弁当の日を推進しま
す。 

 

・全小中学校で実施 

 

・遠足や音楽発表会、教育の日
等の日にお弁当の日を設定し
実施（年１～３回） 

 

 

・ほぼすべての学校の年間行
事として計画され実施されて
いる。一部臨時休校（分散登
校等）による行事の変更の影
響で実施できなかった。 

※実施校 10 校（小６校、中
４校） 
 

B 

・全小中学校で実施 

・達成状況検証（学校へのア
ンケート） 

③
「
名
護
市
教
育
の
日
」
の
充
実 

 

 市民の教育に対する意識と関心を高
めるとともに、家庭、学校、地域、関係
機関・団体が互いに連携し、地域全体で
子どもたちを守り育てる環境づくりに
取り組むことで、自らの「生きる力」を
育み、「命の大切さや命のつながり」を
後世へと伝え、夢と希望に満ちあふれ
た子どもたちを育てるため、１月の「名
護市教育月間」において、様々な関連行
事を開催し、１月の第３日曜日の「名護
市教育の日」の周知に努めます。 

 

・「名護市教育の日」の周知拡大 

・１月の「名護市教育月間にあ
わせた関連事業の開催 

・社会教育団体等、協賛団体と
の連携確認 

 

・市民のひろば、ホームページ
及び名護市民会館・名護市営
市場の大型電光掲示板を活
用し周知を図った。 

 

・各種関連事業については、新
型コロナウイルス感染症の
影響により中止となった。 

 

・教育の日の実施に当たって
は、地域全体で子どもたちを
守り育てる環境づくりに取
り組むため、社会教育団体等
（33 団体）へ協賛依頼し、連
携を図った。 

 

・教育功労者表彰及び児童生徒
等表彰については、被表彰者
同意を得た上で、氏名を市民
のひろばへ掲載した。 

 

 

・教育の日式典及び教育功労
者・児童生徒等表彰、教育の
日関連事業については新型コ
ロナウイルス感染症の影響に
より中止となったが、教育功
労者表彰については後日個別
で表彰状の授与を行い、児童
生徒等表彰については、教育
長代理として学校長より表彰
状の授与を行った。 

 

・今後も教育功労者及び児童
生徒等の活動をたたえ、表彰
することにより、教育に関す
る意識と関心を高め、地域全
体で子どもたちを守り育てて
いく環境づくりに取り組んで
いく。 

B 

 

・「名護市教育の日」の周知
拡大 

・１月の「名護市教育月間に
あわせた関連事業の開催 

・社会教育団体等、協賛団体
との連携確認 

④
「
子
ど
も
の
家
」
事
業

の
支
援 

 

 放課後の居場所に困っている子ども
とその父母を支援するために、地域の
公民館や集会所等を活用して、地域の
支援者の人材確保に努め、現在開所し
ている子どもたちの放課後の居場所
「子どもの家」の継続に取り組み、地域
の皆で地域の子どもを育てます。 

 

・支援者向け勉強会 

 

・学校訪問 ４カ所 

（名護小、東江小、屋部小、 

稲田小） 

 

・クリスマス会（12 月） 

・さくら祭りへの参加 

・支援者確保に関する取り組み 

 

 

・コロナ感染症の影響を受け
「子どもの家」開所以外の取
り組みは実施不可であった 

 

・コロナ禍において閉所を余儀

な 

くされる箇所・回数が多かった 

が、子どもの居場所づくりの重 

要性の観点から支援者の皆様に 

感染症予防対策に係る指導を実 

C 

 

・支援者向け勉強会 

 

・学校訪問 ４カ所 

  （名護小、東江小、 

屋部小、稲田小） 

 

・クリスマス会（12 月） 

 

・さくら祭りへの参加 

 



- 55 - 

 

施し、可能な限り開所を促した。 

・高齢化により年々支援者数が

減 

少傾向にある。事業推進の上で 

支援者の確保については、必須 

事項であると考える。年度中に 

名桜大学学生からの問い合わせ 

があり、体験ボランティアのか 

たちで３人の学生がサポーター 

補助をおこなっていただけた。 

名護子育て支援塾と協議しなが 

ら、名桜大学学生へのアプロー 

チなどを含めて人材確保の方策 

を引き続き検討していく。 

 

・子どもの家支援者の人材 

不足が課題のようだが、 

子どもの家の活動は、数 

時間ではあるが、子ども 

にとって家庭における教 

育と温かさを感じとらせ 

る重要な活動と思われ 

る。支援者の研修内容と 

人材確保には充分留意 

し、特に若い学生等の採 

用については注意を払っ 

ていただきたい。 

・子供の家事業は必要なこ 

となので引き続きお願い 

します。 

・ボランティア頼りの現状 

において高齢化していく 

現状では先細りになるこ 

とが見えているので対策 

を立てる必要があると思 

う。 

・支援者確保に関する取り 

組み 

令和６年度 目標値 

 子どもの家実施数 

【１８ヵ所】 

令和３年度 目標値 

 

【１８ヵ所】 

令和３年度 実績値 

 

【１２ヵ所】 

令和４年度 目標値 

【１８ヵ所】 

総合評価  B B 
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具体的施策名 
Ⅲ-１-(３) 

社会教育団体の活性化 

 

現状･課題 

 「名護市子ども会育成連絡協議会」「名護市青年ネットワーク連合会」「名護市婦人会」「名護市ＰＴＡ連合会」ともに積極的、活発に活動に取り
組んでいますが、社会教育団体は、各区等の団体や会員の加入、役員の担い手不足など、これまでと同様に課題が残っています。 
 従来のイベント型や動員型の活動や取組になるのではなく、時代に応じた組織の有り方、団体へのニーズや必要性、活動内容の改善など、各社
会教育団体自ら抱える課題について会員相互が議論し、どのような活動や役割が望まれるのか、団体の活性化に自ら試行錯誤する取組が望まれて
います。 

主管課 地域経済部 各支所、地域力推進課  

                               P（計画）          D（実施）                        C（検証・評価）                      A（改善） 

 
当該年度事業計画 取組内容 検証 

自己
評価 

内部評価（意見） 外部評価（意見） 次年度事業計画 

主 

な 

取 

組 

①
各
支
所
（
社
会
教
育
主
事
）
に
よ
る
地
域
の
社
会
教
育
団
体
支
部
組
織
等
の
支
援 

 

 各支所管内の社会教育団体
の課題を把握するため、支所職
員が地域活動や団体活動に出
向くよう努め、課題解決に向け
た手立てを住民とともに考え、
社会教育団体活動の実践を支
援します。 

羽
地
支
所 

 

羽地支部青少協 

・平和学習 

・羽地子ども豊年祭 

・羽地地域自然体験 

・羽地地域小学校平和講演 

 会 

 

羽地支部老人クラブ 

・グラウンドゴルフ大会 

・ゲートボール大会 

・芸能大会 

・パークゴルフ大会 

・市老連、北部老連事業への参加 

・老人婦人運動会 

 

その他・地域支援 

・羽地地域小学校稲作体験 

・羽地ダム鯉のぼり祭り 

・コスモスフェスティバル 

・ぶり手や黄金海岸クリーン運
動 

 

【羽地支部青少協】 

・第 26 回平和学習（中止） 

・稲田小、羽地小における平和
講演会（実施） 

・羽地中学校平和ウォーク（実
施） 

・真喜屋の滝リバートレッキン
グ（実施） 

・第 4 回羽地子ども豊年祭 

 

【老人クラブ】 

支部事務局として 

・グランドゴルフ大会（中止） 

・ゲートボール大会（中止） 

・芸能大会（中止） 

・老婦人運動会（中止） 

・パークゴルフ大会（実施） 

 

 

【北体協】 

・北支部球技武道大会（中止） 

・陸上競技大会（中止） 

・やんばる駅伝出場（中止） 

 

【その他・地域支援】 

・羽地地域小学校稲作体験（実
施） 

・羽地ダム鯉のぼり祭り（中止） 

・はねじコスモスフェスティバ
ル（中止） 

・ぶり手や黄金海岸クリーン運
動（規模縮小実施） 

 

 

青少協の取り組みは、団体
の活動の認知度が上がり、部
員の意識も高まり、自ら考え
積極的な取り組みとなってき
ている。 

 

老人クラブ、北体協、その他
の地域支援については新型コ
ロナウイルス感染症感染拡大
による緊急事態宣言等が県内
に発令されたことを受けほと
んどの活動を自粛する事態と
なった 

 

地域支援については各区区長
をはじめ、羽地地域の企業や
住民の積極的な参画に対し今
後も継続して支援に取り組む
とともに、これまでつないで
きた取り組みが団体役員や地
域住民の主体的な取り組みと
なるよう支援したい。 

 

社会教育団体は、役員の担
い手の不足や組織体制など、
これまでと同様に課題が残
る。今後も各団体と連携し、
現在の活動や社会状況に合わ
せた団体の在り方や活動内容
について情報交換をしなが
ら、継続的に支援していける
よう取り組んでいく。 

B 

【①②について】 

・各支所での活動について 

は、今回はコロナ禍では 

あったが、日頃から各担 

当職員が地域団体等と連 

携を図り意欲的に活動さ 

れているように思う。 

しかし、活動を展開する 

中で各種社会教育団体等 

の組織の形骸化、弱体化 

があるように思う。目標 

にあるように「時代に応 

じた組織のあり方」につ 

いて、従来の形にとらわ 

れず柔軟に幅広く掘り下 

げて研究してみてはいか 

がか。 

・コロナ禍における各活動 

本当によく対応されてい 

ると思う。引き続きお願 

いしたい。 

 

【①について】 

・支援のあり方を試行錯誤 

されている様子が見て取 

れる。 

 

 

 

【施策全体について】 

・全体として、事業が中止 

となったのが残念であ 

る。 

・引き続き地域の実情に沿 

った支援を期待する。 

 

【①について】 

・各支部の取り組みはコロ 

ナの影響で中止や縮小を 

余儀なくされているが、 

各支所でできることを工 

夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名護市青少年育成協議会
羽地支部】 

⑴平和学習 

⑵稲田小、真喜屋小におけ 

る平和講演会 

⑶羽地中学校平和フォーク
⑷羽地展 

⑸羽地地域自然体験／真喜 

屋の滝リバートレッキン 

グ 

⑹稲田小、真喜屋小学校教 

員研修（地域散策） 

 

【名護市老人クラブ連合会
羽地支部】 

⑴グラウンドゴルフ大会 

⑵ゲートボール大会 

⑶芸能大会 

⑷パークゴルフ大会 

⑸市老連、北部老連事業へ
の参加 

⑹老人婦人運動会 

 

【その他・地域支援】 

⑴羽地地域小学校稲作体験 

⑵羽地ダム鯉のぼり祭り 

⑶はねじコスモスフェステ 

ィバル 

⑷ぶり手や黄金海岸クリー

ン運動 
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久
志
支
所 

 
・二見以北地域森林体験 
事業 

 
（青少協） 

・スポーツ交流会 
・ソフトバレーボール大会 
・図画・書初め展 
・市制５０周年記念 WS 
・青少年育成者実践発表会 
・文集「まごころ」第 55 巻発行 
 
（老人会） 
・各リクリエーション（ゲートボ
ール等、グランドゴルフ） 

・老人婦人運動会 
・視察研修 

 

・二見以北地域森林体験事業 

名護市子ども夢基金を活用し
緑風学園の総合学習支援を中
心に地域の自然、歴史文化等の
体験学習を実施した。 

 

・各地域支援団体活動は新型コ
ロナウイルス感染拡大により、
規模の縮小、感染防止対策によ
り可能な限り活動を行った。 

 

（青少協） 

【実施】 

・図画・書初め展 

・市政５０周年記念 WS 

・文集「まごころ」第 56 巻 

発行 

【中止】 

・スポーツ交流会 

・ソフトバレーボール大会 

・青少年育成者実践発表会 

 

（老人会） 

【中止】 

・ゲートボール 

・グランドゴルフ 

 

（婦人会） 

【中止】 

・老人婦人運動会 

・視察研修 

 

 

・二見以北地域森林体験事業 

これまでは緑風学園を中心と
した事業となっており、今後
は久辺小・中学校での実施も
検討する必要がある。 

また、学校教育課で配置し
ているコーディネーターとの
連携、業務分担を考慮する必
要がある。これまで同事業は
支所に配置されていた社会教
育主事、地域おこし支援員が
主導してきたが、現在は専門
職員配置が無い状況にある。 

学校でのコミュニティ・スク
ールが活発化していることも
あり、各学校のニーズに沿っ
て（子ども夢基金財源）各学
校への活動費を充ててもよい
のではないか。 

 

青少協、体協、老人会、婦
人会などの地域支援団体活動
については、新型コロナウイ
ルス感染防止対策を行い実施
することを最優先するととも
に、国、県のガイドラインを
確認し実施内容、日程変更な
ど適宜行う必要がある。 
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・二見以北地域森林体験 
事業 

 
（青少協） 

・スポーツ交流会 
・ソフトバレーボール大会 
・図画・書初め展 
・青少年育成者実践発表会 
・文集「まごころ」第 57 巻
発行 

 
（老人会） 
・各レクリエーション（ゲー
トボール、グランドゴル
フ等） 

・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（婦人会） 
・老人婦人運動会 
・視察研修 
 
（久志体協） 
・やんばる駅伝競走大会 
・各種競技大会 
・久志駅伝大会 
・20km ロードレース大会 
 
【施策全体について】 
各団体と、時代に応じた組
織の有り方や、団体へのニ
ーズや必要性、活動内容な
どについて話し合う機会を
設ける。（年 1回） 
 
【① について】 
コロナ禍の中でも、感染防
止策を万全にし、工夫しな
がら計画した事業を実施し
ていきたい。 
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【青少協支援】 

書面決議による総会の実施な
ど、運営支援の在り方を検討、実
施する。また、コロナウイルス感
染症の状況を見ながら事業実施
の可否を検討する。 

また、各支所との情報交換会
の実施を検討したい。 

 

【その他】 

各区に対しては、区長会等を
通じ引き続き情報提供を行う。 

 

【青少協支援】 

（実施） 

・定期総会（書面決議） 

・生徒指導連絡会 

※年 5 回予定の内 

・書面報告 1 回 

・対面会議 3 回 

・中止 1 回 

・映画上映（生徒指導部向け） 

・学校、家庭、地域連絡部会 

※年 3 回予定の内 

・対面会議 1 回 

・中止 2 回 

 

（中止） 

・鯉のぼり掲揚式 

・学校、家庭、地域連携部事業 

※ｷｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ大会等 

・にじまつり親子ふれあい事業 

 

【その他】 

定例の区長会（24 回/年）を実
施し、各区、学校、駐在、行政
等との情報共有を図った。 

 

 

※屋部支所においては、令和 2

年度途中より社会教育主事を
おいてません。 

 

 

前年度に引き続き、新型コ
ロナウイルスの影響によりイ
ベント型の事業や各種会議等
は自粛ムードであり、当会の
課題解決に向けた議論を深め
ることができなかった。 

一方で、書面決議による総
会開催や生徒指導部向けの映
画上映など、感染防止を行っ
たで「今できること」の事業
実施支援を行った。 
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【青少協支援】 

・Happy アコウ´s 

・三・四世代交流 

・ミニやがじ展 

 

【北体協支援】 

・球技・格技大会 

・やんばる駅伝 

・陸上競技大会 

 

【老人会支援】 

・各レクリエーション活動支援 

・市老人クラブへの参加支援 

 

※上記各事業は、新型コロナウ
ィルス感染症の状況を注視しな
がら対応する。 

 

【青少協支援】 

・Happy アコウ’s（屋我地ひる

ぎ学園５～９年生対象）による

人材育成、リーダー育成 

・ビーチクリーン＆農業体験 

・世界ウチナーンチュの日関連 

企画姉妹都市ブラジルロンド

リーナ市オンライン交流会（企

画政策課秘書交流係主催） 

・やがじ展は新型コロナウィル

スの感染拡大防止のため縮小

し、ミニやがじ展（常設展示） 

として年４回開催。 

・地域内での世代間交流を促進

するため、老若男女問わず楽し

めるスポーツとして「モルッ

ク」のワークショップを実施。 

小学校低学年から 70 代まで 22

名参加。 

 

【老人会支援】 

・レクリエーション活動（グラ

ウンドゴルフ） 

 

【地域支援】 

・旧屋我地中学校体育館の貸出

実施（空手・古武道・サッカー

等） 

 

 次世代の子どもたちの育成

を中心に活動を行い、各種活

動に参画することで郷土愛を

持つ心を養えた。また、子ど

もが地域行事や歴史、文化を

学ぶことで掛け替えのない経

験を積むことが出来た。  

 団体支援について、担い手

や若者が少ないことから各種

団体（子ども会、青年会、婦

人会、老人会）の横の連携や

支援の難しさが挙げられる。 

 

・各団体における本音の意見

が把握出来ていないように感

じられる為、各団体と交流し

ながら一緒に活動していく。 
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【②について】 

・コロナ禍で活動できてい 

ない団体なども多く、支 

援したくてもできないの 

が現状だったのではない 

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②について】 

・時代に応じた社会教育団 

体のあり方を考える時期 

に来ているのではない 

か。 

 

【青少協支援】 

・Happy アコウ´s 

・三・四世代交流 

・ミニやがじ展 

 

【北体協支援】 

・球技・格技大会 

・やんばる駅伝 

・陸上競技大会 

 

【老人会支援】 

・各レクリエーション活動
支援 

・市老人クラブへの参加支
援 

 

※上記各事業は、新型コロ
ナウィルス感染症の状況を
注視しながら対応する。 

②
各
種
社
会
教
育
団
体
等
の
活
動
の
支
援 

 

 「名護市子ども会育成連絡協
議会」「名護市青年ネットワー
ク連合会」「名護市婦人会」「名
護市ＰＴＡ連合会」等の活動を
支援し、時代に応じた組織の有
り方や活動内容など、各社会教
育団体自ら、抱える課題の改善
に向け会員が相互に議論し、団
体の活性化に自ら試行錯誤し
取り組めるよう、団体指導者研
修会等を実施し支援します。 

 

・名護市女性会研修（７月） 

 

・名護市女性会講座（９月） 

 ◇講座テーマ：認知症実際の接し方、
声のかけ方 

 

・名護市女性会「ぶっちゃけゆんたくカ
フェ」 

（10 月） 

＊組織の在り方、活動内容を検討する
ための座談会の企画支援 

 

・【中止】名護市女性会研修 

 

・名護市女性会講座 

（R4.3/6 実施 参加者数 38

人） 

 

・【中止】名護市女性会 

「ぶっちゃけゆんたくカフェ」 

 

・各団体ともコロナ禍におい
て、昨年度に引き続き団体
活動が当初計画通りには進
まない状況であった。 

市女性会に対しては、状況
を鑑みながら要望のあった
講座開催の実施支援を行っ
た。団体活動の維持継続の
ために引き続き、要望に応
じた学びの場を作り続ける
支援を行っていく必要があ
ると思料する。 

C 

・名護市女性会研修（７月） 

 

・名護市社会教育委員会議
主催「青年会座談会（仮称）」
（11 月） 

令和６年度 目標値 

 社会教育団体指導者研修会
への参加者数 

【１２０名】 

令和３年度 目標値 

 

 

【１２０名】 

令和３年度 実績値 

 

 

【３８名】 

令和４年度 目標値 

【１２０名】 

総合評価  B B 
 

 


